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オープンキャンパス情報、資料請求方法、出願状況速報などの
各種情報をスマートフォン・携帯電話から閲覧できます。

その他のお問い合わせ 広報課 Tel.O6-66O5-3411

入試・入学についてのお問い合わせ 入試課 Tel.O6-66O5-2141

　　OFFICIAL SITE https://www.osaka-cu.ac.jp/ja

　　MOBILE SITE https://daigakujc.jp/osaka-cu/
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つながろう。都市、世界、そして未来へ。



　肥満や糖尿病などのさまざまな病気との関係性が明らかになっている腸内細菌。
抗生物質の使用は有益菌も殺傷してしまう恐れがあり、特定の菌を狙い撃ちする方
法が求められていました。そこで植松教授らの研究チームは、消化管（腸）や呼吸
器（肺）などの全身の粘膜で大量の抗体を作らせ、細菌やウイルスの侵入を阻止で
きる新規粘膜ワクチンを開発。モデルマウスを用いた実験で肥満を促進する腸内細
菌に対して開発したワクチンを接種したところ、マウスの体重増加の抑制が明らかと
なりました。今回開発したワクチンを応用すれば、肥
満や糖尿病、クローン病などの新しい予防・治療法
となることが期待されます。夢の「肥満ワクチン」が開
発される日も遠くないかもしれません。

異分野融合・先端研究で
持続可能な社会に貢献

ACTION 1.研究
国際社会で活躍するための
グローバルな学びを展開

ACTION 2.教育大阪の経済・産業・文化の発展とともに歩んできた大阪市立大学。

“都市とともに学ぶ”本学ならではの活動によって、

世界や日本社会のさらなる発展のために貢献し続けます。

世界そして未来 へつながる学び

研究
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　全学共通科目「国際協働演習」や経済学部の演習科目「イノベーティブ・
ワークショップ」では、COIL型授業を導入しています。COIL（オンライン国際
交流学習：Collaborative Online International Learning）とは、海外の
大学生たちと連携し、共にプロジェクトに取り組む新しい学習方法です。情
報通信技術（ICT）を用い、言葉の壁を越えて意見交換をするのが特長。
受講生は海外の学生から刺激を受けながら、世界に通用するレベルの学
びに取り組んでいます。
　グローバルな視点で他者と対話する力を養うことにより、既存の思考の枠組
みでは気づけなかった、問題の本質を捉えることができるようになります。これ
は従来のアクティブラーニング型授業にはない、COILだからこそ身に付く力。
こうしたスキルは大学の学習にとどまらず、社会においても役立つでしょう。
COILの導入は、本学の全学的な教育プログラムでも進められています。

海外の学生と議論し
視野を広げる
COIL型授業教育

COIL型授業では交流先の学
生とお互いが対等な立場に
なり、真剣に課題解決に向け
て考える環境が生まれます。
金銭的・時間的なハードルが
ある海外留学と比べ、より多
くの学生に国際交流の機会
を提供できます。

フィリピンのデラサール大学
で開講されている開発経済学
の授業とタイアップし、グルー
プで交流しています。所得、教
育、健康、移民（移住）、人口の
5つの課題に応じて、共同で調
査研究を行います。

※すべての学部学科の学生が受講できます。

COIL型授業を担当する経済学研究科 中島義裕教
授。経済学部では問題発見、解決能力を養うため、
少人数でのグループワークやアクティブラーニング
に力を入れています。自ら考えて課題を見つけ、調査
を行い、解決策を見つける能力を養うプロセスに
は、他者との意見交換がとても重要という考えか
ら、今回の教育プログラムを提案しました。

フィールドワークは、野生動物を対象にした研究の基本手法です。里山などの開けた環境で見
られる小鳥「モズ」の生態を研究する西田有佑特任講師は、「はやにえ」を探すために、双眼鏡
片手にほぼ一年中フィールドワークをします。野生動物の研究には、調査をやり抜くための体力
と、生命現象の真理を見抜くための観察力が必要になります。

調査や発表の内容も、相手が外国人というだけで大きく変わります。「外国の学生も同じ教科書を使っ
て学んでいる」という気付きも、学びのモチベーションです。

OSAKA CITY UNIVERSITY

〈医学研究科 ゲノム免疫学 教授 植松智、助教 藤本康介〉

世界初！
腸内細菌が起こす病気の
革新的な制御法を開発

　長い間、謎に包まれてきたモズの「はやにえ」。モズは、捕えた獲物を縄張り内の
木々の枝先などに突き刺して「はやにえ」を作ります。西田特任講師は、「はやにえ」が
エサの少ない冬季の保存食以外の機能を備えている可能性に着目。調査の結果、
モズのオスは、繁殖期の前にほとんどの「はやにえ」を食べ尽くすことを発見しました。
また、「はやにえ」を多く食べたオスは栄養状態が良くなり、歌を上手に歌うことができる
ようになるため、メスから強く好まれることが分かりました。今回の研究では、モズの「は
やにえ」が求愛歌の魅力を高めるために重要な栄養源としての機能をもつことを世界
で初めて発見しました。

モズの「はやにえ」の機能を
ついに解明

〈理学研究科 特任講師 西田有佑〉

研究

写真 ： 北海道大学大学院理学研究院 高木昌興教授提供

̶はやにえを食べたモズの雄は、
    　　　　　歌が上手になり雌にモテる̶

国際協働演習
研修旅行（米国＆国内）
選択必修科目

１.
２.
３.

ソーシャルイノベーションコースが開講！ 2020年4月



1949 大阪市立大学（新制）昭和24年

1880年（明治13年）、本学の源流となる「大阪商業講習所」が創設され、
1928年（昭和3年）には日本初となる市立大学「大阪商科大学」が誕生しました。
1949年（昭和24年）、現在の「大阪市立大学」が発足し、長い年月を経て、
140周年を迎えることができました。
今後も教育・研究等について、多くの情報を発信していき、
次なるステージに向け、学生・教員・職員が一丸となり突き進んで参ります。

大学の理念と歴史
大阪市立大学は、創立140周年を迎えました。

■ 都市を学問創造の場としてとらえ、
 都市の諸問題に英知を結集して正面から取り組む。

■ 教育及び研究の成果を都市と市民に還元し、
 地域社会及び国際社会の発展に寄与する。

市民の誇りとなる大学

■ 市民とともに、都市の文化、経済、産業、医療などの
 諸機能の向上を図り、真の豊かさの実現をめざす。

■ 都市型総合大学として、
  都市・大阪の伝統と文化を継承する。

市民に親しまれる大学

■ 自由で創造的な教育と研究
  及び高水準の医療を推進する。

大学の普遍的使命
-優れた人材の育成と
　真理の探究-の達成

理念
PHILOSOPHY

特長
FEATURES

教員
・
卒業生
FACULTY &
GRADUATES

■ 8学部11研究科を擁し、都市の課題に総合力で対応
相互に連携する都市型総合大学

■ 学生一人ひとりの個性を生かした教育
少人数教育

■ 理論と実際の有機的な連結を重視した教育・研究
都市を学問創造の場ととらえる

南部陽一郎
特別栄誉教授
2008年
ノーベル物理学賞を受賞

山中伸弥
京都大学 iPS細胞研究所所長
2012年
ノーベル生理学・医学賞を受賞

VISION &
HISTORY

1889市立大阪商業学校明治22年
1880大阪商業講習所明治13年

1928 大阪商科大学
高等商業部昭和3年

1928 大阪商科大学
（旧制）昭和3年

1928 大阪市
経済研究所昭和3年

1921 大阪市立
西区高等実修女学校大正10年

1907 市立
大阪工業学校明治40年

1945 大阪市立
都島工業専門学校昭和20年

1944 大阪市立
医学専門学校昭和19年

1947 大阪市立
女子専門学校昭和22年

1947 大阪市立
医科大学（旧制）昭和22年

1952 大阪市立
医科大学（新制）昭和27年

※1955年（昭和30年）大阪市立大学へ

近代大阪経済の父・五代友厚らによって、
創設されました。

本学の源流
「大阪商業講習所」創設 伝統のボートレース大会

短艇競技を行う学校がなかった時代
に「水上運動会」としてスタート。市民に
愛される大阪の名物行事となりました。

日本初の市立大学
「大阪商科大学」誕生

大学は都市とともにあり、
都市は大学とともにある。
当時の大阪市長 關一が「大学は
都市とともにあり、都市は大学と
ともにある。」を
モットーに掲
げ、大阪市民
の期待を背景
に日本で最初
の市立大学が
誕生しました。

第７代 大阪市長

關  一
せき はじめ

新生「大阪市立大学」発足

新制大学制度
のもと、公立大
学としては唯一、
総合大学にふさ
わしい規模を持
つ大学として誕
生しました。

大阪市立大学 初代学長

恒藤　恭
つねとう きょう

HISTORY

沿革

世界に注目される研究で成果を上げた
本学の教員や卒業生
彼らが残した功績は今も受け継がれています。
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大阪市立大学長

荒川 哲男
あ ら か わ て つ お

※新組織は構想中のものであり、今後変更の可能性があります。

　大阪市立大学は日本最大規模の公立大学で、大阪市内に位置する唯一の総合大学です。

1880年（明治13年）に開所された大阪商業講習所を源流とする我が国最初の市立の大学

です。この源流は、「他利」（世のため人のためを優先する考え）をモットーとする国際派

サムライであり、大阪の近代化を実現させた「近代大阪経済の父」といわれる五代友厚公の

リーダーシップにより創られました。

　前身の大阪商科大学の開学にあたり、当時の大阪市長 關一氏は、「都市・大阪を背景とした

学問の創造」を目指す大学として「国立大学のコッピー（コピー）であってはならぬ」と述べ

ました。この言葉は現在も本学の建学の精神として脈 と々受け継がれています。

　このような精神は、自由闊達な大学カラーとなり、多くの偉人を輩出しています。まず、本学

の理論物理学のグループを立ち上げた南部陽一郎特別栄誉教授は、2008年（平成20年）

に素粒子物理学の基礎となる「対称性の自発的破れ」の理論によりノーベル物理学賞を、

医学研究科出身の山中伸弥京都大学iPS細胞研究所所長は、2012年（平成24年）にiPS

細胞の研究によりノーベル生理学・医学賞を受賞されました。また、経済界でも大企業の創始

者や上場企業の代表者、国際的に活躍する卒業生など数多く輩出しています。

　ところで、日本の大学生は、世界一勉強しないという数字が出ています。なぜでしょう? 

受験生の皆さんは、大学に入学することが目的になっていませんか? 社会は「どの大学を卒業

したか」ではなく「大学で何を学び、何ができて何がしたいのか」を明確に示せる人材を求めて

います。「大学に入学する」意義は、そこで自分の人生の目的を見つけ決定づけることです。

本学では、このための教育に力を注いでいます。基本的な能力として国際力とコミュニケー

ション力の2つが大事であると考え、教養教育、専門教育に加え、大阪の特長である「笑い」

の科学、国際ビジネス演習やグローバル・プラクティカル・エコノミスト育成プログラムなどを

そろえています。また、海外交流の推進、課外活動の支援を積極的に行っています。

　本学で学ばれる皆さんには、この伝統の中で育まれた自由な学風の下で、良き師や友とコ

ミュニケーションを深めながら、見つけた人生の目的への助走を始めてもらえれば嬉しいで

す。私がスローガンとして掲げている『笑顔あふれる知と健康のグローカル拠点』として、さら

なる誇り高き大学、夢を実現できる大学を目指して一緒に成長していきましょう。
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卒業大学が変わってしまうのですか？Q

「大阪市立大学」に入学された方は、新大学開学後であっても「大阪市立大学」卒業となります。

● 現代システム科学域
● 文学部
● 法学部
● 経済学部
● 商学部
● 理学部

大阪公立大学（仮称） 12学域・学部

● 工学部
● 農学部
● 獣医学部
● 医学部
● 看護学部
● 生活科学部

● 商学部
● 経済学部
● 法学部
● 文学部

大阪市立大学
● 理学部
● 工学部
● 医学部（医・看）
● 生活科学部

8学部

● 現代システム科学域
● 工学域
● 生命環境科学域
● 地域保健学域

大阪府立大学 4学域

在学中に学部が変わるのですか？Q
新大学開学以降も入学時の学部名で卒業です。

新大学になるとキャンパスはどうなりますか？Q
6つのキャンパス、1つのサテライトになる予定です。
（右図参照）

クラブ・サークルは無くなってしまうのですか？Q
体育会系の一部の部活動は2022年度以降、
両大学あわせて一つの団体となります。
活動拠点となるキャンパス地はクラブ毎に検討中です。
なお、体育会系の一部の部活動以外の
クラブ・サークルにつきましては
当面の間、各キャンパスにて活動予定です。

在学中に卒業要件が変更になるのですか？Q
新大学開学後の卒業でも、
入学時に指定された卒業要件を満たせば
卒業となります。

※設置構想中

SUGIMOTO

ABENO

MORINOMIYA

UMEDA

NAKAMOZU

RINKU

HABIKINO

森之宮キャンパス
2025年～予定

梅田サテライト

杉本キャンパス

羽曳野キャンパスりんくうキャンパス

中百舌鳥キャンパス

阿倍野キャンパス

新大学は12学域・学部で編成され、学部学生入学定員数は国公立大学で全国第3位となります。
新大学に関する情報はWebサイトにて随時更新中です。  ▶ https://www.upc-osaka.ac.jp/new-univ/

大阪市立大学は、大阪府立大学と融合し、2022年に新大学が誕生します。

（仮称）大阪公立大学
Universi ty of  Osaka
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大阪市大での学び
都市型総合大学の強みを生かし、

幅広い知識・教養を身に付けられる科目群を設けています。

学生の皆さん一人ひとりが、大学で何をどのように学んだのか（学修成果）を一覧できるように、本学ではOCU指標を開発しました。
総合大学ならではの多様な学びを視覚化できるように、学修成果を下表の6つの項目に分けて数値化し、六角形のレーダーチャートの形で表示します。

本学は、これまで関西圏を中心とした高等学校、中学校に数多くの教員を輩出してきました。教職教養はもちろん、研究型大学として教科専門性を深

く追求できる教員を養成しています。学生一人ひとりの教職関連科目の履修状況と学修状況を確認し面談を行う「教職履修カルテ面接」、教員採用

選考試験に向けた「模擬面接対策」など、入学から教員として働くまでの間にきめ細やかなプログラムが用意されています。

　

ナビゲーション科目

主題科目

基礎教育科目

外国語科目

グローバル人材育成教育

地域志向教育

健康・
スポーツ科学科目

総
合
教
育
科
目

そ
の
他
の
全
学
共
通
教
育

GC（グローバル・コミュニケーション）副専攻

CR（コミュニティ再生）副専攻

人権教育HR（人権）副専攻

卒
業
論
文
・
卒
業
研
究
な
ど

卒
業

大
学
院
進
学

就
職

全
学
共
通
教
育

専
門
教
育

副
専
攻

※飛び級制度がある
　学部もあります。
　（学部３年次に大学院受験可）

各学部・学科で専門的な知識・
技術を修得する

●商学部
●経済学部
●法学部
●文学部
●理学部

P14
P18
P22
P26
P30

●工学部
●医学部医学科
●医学部看護学科
●生活科学部

P34
P38
P42
P46

1年 年2 年（医３年・４年）3 年（医5年・6年）4

学部
専門教育科目

OCU EDUCATION 2O21

学生一人ひとりが、大学において、あるいは市民として自分は何のために何をどのように学んでいくかを考える科目群。
大学・学問世界とはどのようなところかを知り、学問の歴史や未来への広がりと多様性に触れることを目的とします。
学生一人ひとりが、大学において、あるいは市民として自分は何のために何をどのように学んでいくかを考える科目群。
大学・学問世界とはどのようなところかを知り、学問の歴史や未来への広がりと多様性に触れることを目的とします。

現代的かつ普遍的テーマについて多様な側面から総合的に理解し、問題の解決方法を見出す能力を醸成する科目群。
各主題について多様な学問領域の科目を複数配置し学際性を高めます。
現代的かつ普遍的テーマについて多様な側面から総合的に理解し、問題の解決方法を見出す能力を醸成する科目群。
各主題について多様な学問領域の科目を複数配置し学際性を高めます。

ナビゲーション科目

主題科目

健康・スポーツ科学科目

健康・スポーツ科学講義、
健康・スポーツ科学実習  

外国語科目

英語、ドイツ語、フランス語、中国語、
ロシア語、朝鮮語、日本語

基礎教育科目

数学、物理学、化学、生物学、
地球学、図形科学、共通基礎

その他の全学共通教育

4年間の履修の流れ

大学はどういうところかを知り、大学で学んでいくための姿勢とスキルの習得を図
り、人生の目標や卒業後のキャリアパスを見据えながら大学での学びをデザイン
することを促します。特に上回生向け科目では、職業世界や職業選択についての
より具体的な理解の向上も図ります。

多様な学問分野に触れることによって、学部で学ぶ専門知識とは別に、自立し
た市民としての知性と教養を生涯にわたり涵養していくための基礎を築きます。

キャリア・学習デザイン科目 12科目 リベラルアーツ科目 28科目

大阪市大でどう学ぶか 初年次セミナー

大学とは何か、そこで学ぶ意義は何か、また自分が

これから学ぶ市大がどんな大学なのかを知り、そこ

で何をどう学び、どう人生をデザインし、どういう人

間になり、そしてどのように社会に貢献していきたい

かを考えていきます。

大阪という地域にアイデンティティーを抱きながら世界で活

躍できる人材の育成を目指し、本学教員だけではなく、国内

外で広く活躍している卒業生や企業人にも授業を担当しても

らいます。最先端の国際情勢、経済社会状況、テクノロジー、

文化などについて知識を深め、大阪という地域をより深く理

解し、グローバルな社会における生き方を考えていきます。

１年生が大学で学ぶにあたって、まず身に付けてお

くのが望ましい、学び・考えるためのマナーを習得し

ます。異なる学部の学生との議論等を通じて興味・

関心の幅を広げたり、設定した課題・問題について

学生自身が調査等を行ったりするなど、少人数の

クラス編成でアクティブラーニングを行います。

大阪の知
グローバル視野と
最先端から見る大阪

PICK UP 全学共通教育

O
C
U
指
標

教
職
課
程

O
C
U
指
標
に
お
け
る

学
修
成
果
の
項
目

B. 情報活用 多様な情報を収集・分析し、それを日 の々
生活の中で活用することができる

C. 外国言語・
文化

外国の言語と文化を学習・習得し、世界
のさまざまな国・地域の人 と々意思疎通
することができる

A. 論理的思考 習得した専門知識を、論理的な思考と柔
軟な発想によって応用することができる

学修成果の項目 内容

E. 社会貢献 グローバルな社会の一員であり、かつ地域
社会の一員であることの自覚を持ち、自らの
知識・技能を生かして、（他者と協調して）社
会の発展のために寄与することができる

F. 各学部独自 各学部で設定されています

D. 表現 分析の結果を、言語や記号を用いて分か
りやすく表現することができる

学修成果の項目 内容

OCU指標は、習得する科目（単位取得）が増えるごとに累積されます。毎学期のレーダーチャートの変化を見ることで、自分自身の学修成果の状況をその都度知ることが
できます。また、各自将来のキャリアを考えて、伸ばすべき学修成果の項目を決め、次にどの科目を履修するかを考える手助けになります。
OCU指標の六角形の形に正解や優劣はありません。所属する学部の特色や希望するキャリアによって、六角形は多様になります。
また各自のOCU指標を使った学修相談を、OCUラーニングセンター（P67参照）で受けることができます。

A
論理的思考

B
情報活用

C
外国言語・
文化

D
表現

E
社会貢献

F
各学部
独自

学修成果A～Eは全学部共通です。学修成果Fは、学部学科が提供する学位プログラムに応じて独自に設定されています。

● 環境と健康
● 地域実践演習
● 戦争と人間
● 現代の医療

など

環境・都市と生命 24科目

● 日本国憲法
● 現代社会と健康
● ジェンダーと現代社会
● 教育と発達の心理学

など

人間と社会 43科目

● 日本社会の歴史
● アーツマネジメント
● 英語で学ぶ日本事情
● 大阪落語への招待

など

歴史と文化 32科目

● 科学と社会
● 植物と人間（演習）
● 情報基礎
● プログラミング入門

など

自然と情報 15科目

● コミュニケーション概論
● 芸術とイノベーション
● 国際協働演習
● ソーシャルイノベーション入門

など

ソーシャル
イノベーション 6科目

◆ただし、医学部医学科・看護学科の学生はそれぞれのカリキュラムで全学共通科目の履修年次が別途定められています。 ※本内容は2020年7月現在のもので、今後変更になる可能性があります。
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グローバルな視点の養成
OCU EDUCATION 2O21

Global Village（全学共通教育棟１階）では、海外留学をしたい人、外

国人留学生や外国人研究者、その他国際交流に興味のある人が集まり、

イベントの開催や情報交換をしています。海外留学を希望する人だけで

なく、少しでも他国の文化や言葉に興味のある人、もちろん海外旅行が好

き！という人もぜひGlobal Villageに来てみてください。楽しい発見が

きっとあるはずです。

本学は海外からの留学生や研究者を積極的に受け入れ、教育・研究の

一層のグローバル化を目指しています。年２回の学生国際交流会や

Global Villageでのイベントを通じて、一般学生と留学生が互いに交流

し、理解を深めています。また、留学生対象の研修旅行では、留学生がさ

まざまな日本文化に触れる機会を設けています。

オックスフォード、イギリス シェフィールド、イギリス バリ、インドネシア

学生国際交流会 Meet & Greet

外国人研究者による英語での講演「グローバル塾」 ソウル市立大学訪問団

学長室での交流

留学生日帰り研修

Global Village

国際交流イベント海外留学　

～異文化体験・語学研修～

春休みや夏休みなどの長期休暇を利用して行う海外研修プログラムです。

気軽に参加できるので、毎年多数の応募がある大人気プログラムです。

短期海外研修

在学中に半年～１年間留学する制度です。留学先で修得した単位を卒

業要件単位として認定も可能で、卒業要件を満たした場合、留学年次

によっては４年間での卒業も可能となります。

交換留学

米国を中心に世界の100以上の大学への、１学期～１学年間の学部留学

プログラムです。留学期間が在学年数に加算され、取得単位の認定を

受けることも可能です。

認定留学（JSAFプログラム）

大学独自の海外留学奨学金もあります。

詳しくは大学Webサイトをご覧ください。
https://www.osaka-cu.ac.jp/ja/education/study_abroad/scholarship

奨学金

自己を語り、相手を知る　

～自立した言語使用者、自律した言語学修者の育成を目指した英語教育～

FEおよびSEでは、ヨーロッパ共通言語参照枠（CEFR）が基盤とする行

動中心主義的言語観をもとに、学修者が独力、もしくは周りの人と協力

しながら、大学生活において直面する課題をさまざまな言語活動を通し

て遂行する力、すなわち英語のコミュニケーション言語能力を養成、強

化することを目指しています。習熟度別クラスで、高校までに身に付けた

文法能力に加えて、TPOに応じて適切な言葉の使い方ができる社会的

言語能力のほか、つながりやまとまりのある話ができる語用論的能力を

効果的に高める授業が行われます。

Freshman English (FE) Sophomore English (SE) 1クラス約25～30名の少人数による習熟度別クラス

意欲的に学びたい人のための自由選択科目
（Advanced English = AE）を開講

1年次は英語母語話者、
2年次は日本語母語話者の教員が授業を担当

インスタグラムは
こちら

～グローバル人材を大阪市立大学から世界へ～

大阪市立大学では、海外190以上の大学や研究機関と学術交流協定を結び、国際交流事業を実施しています。

そのうち学生交流プログラムには、2週間から1カ月程度の短期プログラムや半年から1年間の長期プログラムがあり、

海外留学を支援するための奨学金（夢基金）も設けています。

異文化体験や語学研修を通じて、グローバル人材の育成を行っています。

国際交流

SDGs（持続可能な開発目標)につ

いて学べるエリアがあるほか、併設の

PCではe-learning教材Academic 

E x p r e s s 3を使って、TOE I C、

TOEFL、IELTS対策の学習が可能

です。また、英字新聞や雑誌などもあ

り、授業以外でも気軽に英語に触れ

ることができます。

English Café Talkでは、ネイ

ティブ・スピーカーの先生と自由

に話すことができます。授業以外

で英語コミュニケーションを

楽しむチャンスです。

学期中の
毎週月曜日、水曜日、
木曜日の週3日
17:10～18:10

日 時

English Café English Café Talk
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◆この他に、実務経験により、受験資格が得られる免許・資格があります。また、一部の免許・資格においては、学内選抜による定員制です。
※1：文部科学省における審査の結果、各学科において取得できる教員免許については、今後変更される場合があります。
※2：公認心理師資格取得には、学部卒業後、特定の実務を経験するか、特定の大学院を修了し、国家試験に合格する必要があります。

● 商学科
● 公共経営学科

「理論と実践の統合」を学風とし、経済を牽引する企業や種々の組織のさま
ざまな活動を通して、幅広く総合的な視点から経済や社会の動きを考察し
ます。

商学部

大学院（専攻･コース）取得可能な免許･資格

● 経済学科
経済学の各分野を幅広く提供します。そして、段階的な少人数のゼミナール
教育によって、実践的な能力を養います。経済学部

● 法学科
密度の高い少人数教育を学部の特色として掲げ、基礎法学、公法、私法、社
会法、国際関係法・外国法、政治・行政学の6つの専門分野を幅広く学び、
リーガル・マインドを身に付けます。

法学部

● 哲学歴史学科
● 人間行動学科
● 言語文化学科
● 文化構想学科

4学科14コースを擁し、多彩な学びを実現できる「小さな総合大学」。少人数
教育を通じて「人間学」を体得します。各教科の教員免許や学芸員資格の取
得も可能です。

文学部

● 数学科　
● 物理学科
● 化学科　
● 生物学科
● 地球学科

理学の全分野をカバーする5学科から構成されており、少人数教育・実験・
実習•卒業研究を重視し、自然現象の原理やしくみを体系的・実験的に学び
ます。

理学部

工学部
● 機械工学科
● 電子･物理工学科
● 電気情報工学科
● 化学バイオ工学科
● 建築学科　
● 都市学科

さまざまな知識が必要な複合的な課題に対応できる人材の育成を目指した
教育を行います。また、教員1人あたりの学生数が1学年2～3名と少ないの
も特長です。

「智・仁・勇」を基本理念に据えた専門教育が特色です。基礎・社会医学と臨
床医学を体系的に学び、全人的な医療人を育成します。医学科では、附属
病院など、最新の医療現場でも教育・研究を行います。

医学部 医学科

生命の尊厳を基礎とした豊かな人間性を培い、変化する社会に対応できる
総合的看護実践能力と、基礎的な指導･調整能力を備えた看護職者の育成
を目指します。

医学部 看護学科

人間の日常生活を科学的に思考・研究し、その成果を食と健康、生活空間
の創造、人・地域・社会への個別支援と包括的アプローチによる幸福の向上
の各分野で応用･実践できる人材の養成を目指します。

● 食品栄養科学科
● 居住環境学科
● 人間福祉学科生活科学部

「都市」が抱える諸問題に対し、理論的・実践的にその解決に取り組み、都市
の活性化に貢献する人材を養成する社会人向け大学院です。

掲載ページ
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学びの特色

［商学科］
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史、公民、商業）
［公共経営学科］
● 高等学校教諭一種免許状（商業）

［経営学研究科］
グローバルビジネス専攻（前期博士課程／後期博士課程）

［経済学科］
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史、公民）

［経済学研究科］
現代経済専攻
（前期博士課程（一般コース、修士専修コース）／後期博士課程）

［法学科］
● 中学校教諭一種免許状（社会）　
● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史、公民）

［法学研究科］
法学政治学専攻（前期博士課程／後期博士課程）　
法曹養成専攻（法科大学院）（専門職学位課程）

［文学研究科］
哲学歴史学専攻・人間行動学専攻・言語文化学専攻・
文化構想学専攻（前期博士課程／後期博士課程）

［各学科共通］　● 学芸員〈博物館学芸員資格〉
［哲学歴史学科］［人間行動学科］　● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史、公民）　● 社会調査士［社会学コース］
● 公認心理師〈受験資格※2〉、認定心理士［心理学コースのみ］
［言語文化学科］　● 中学校教諭一種免許状（国語、英語、中国語、ドイツ語、フランス語）
● 高等学校教諭一種免許状（国語、英語、中国語、ドイツ語、フランス語）

［数学科］
● 中学校教諭一種免許状（数学）　● 高等学校教諭一種免許状（数学）　● 測量士補〈資格登録可〉
［物理学科］［化学科］［生物学科］
● 中学校教諭一種免許状（理科）　● 高等学校教諭一種免許状（理科）
［地球学科］
● 中学校教諭一種免許状（理科）　● 高等学校教諭一種免許状（理科）　● 測量士補〈資格登録可〉

［理学研究科］
数物系専攻・物質分子系専攻・
生物地球系専攻（前期博士課程／後期博士課程）

［工学研究科］
機械物理系専攻・電子情報系専攻・化学生物系専攻・
都市系専攻（前期博士課程／後期博士課程）

［医学科］
● 医師国家試験受験資格

［医学研究科］
（修士課程）医科学専攻　
（博士課程）基礎医科学専攻・臨床医科学専攻

［看護学科］
● 看護師国家試験受験資格
● 保健師国家試験受験資格（保健師教育課程の履修は学内選抜による定員制）

［看護学研究科］
看護学専攻（前期博士課程／後期博士課程）

［生活科学研究科］ 
生活科学専攻（前期博士課程／後期博士課程）　
食・健康科学コース／居住環境学コース／
総合福祉科学コース／臨床心理学コース

［都市経営研究科］
都市経営専攻（博士前期課程）
都市政策・地域経済コース／都市行政コース／
都市ビジネスコース／医療・福祉イノベーション経営コース
都市経営専攻（博士後期課程）

［食品栄養科学科］
● 栄養士〈免許〉　● 管理栄養士〈受験資格〉　● 栄養教諭一種免許状　● 食品衛生管理者〈任用資格〉
● 食品衛生監視員〈任用資格〉　● 中学校教諭一種免許状（家庭）　● 高等学校教諭一種免許状（家庭）
［居住環境学科］
● 1級建築士〈受験資格〉　● 2級建築士〈受験資格〉　
● インテリアプランナー〈登録資格〉（所定の試験に合格した者のみ）
［人間福祉学科］　
● 社会福祉主事〈任用資格〉　● 社会福祉士〈受験資格〉　● 公認心理師〈受験資格※2〉

［各学科共通］
● 高等学校教諭一種免許状（工業）　● 安全管理者〈就任〉（卒業後、所定の実務経験2年以上）
［化学バイオ工学科］　● 甲種危険物取扱者〈受験資格〉
［建築学科］［都市学科］　● 1級建築士〈受験資格〉　● 2級建築士〈受験資格〉
［都市学科］　● 測量士（卒業後、所定の実務経験1年以上）　● 測量士補〈資格登録可〉

学部 都市とともにある総合大学として、多彩な学びを展開する8学部･11研究科を擁する大阪市立大学。
恵まれた環境で「知の創造」を実現してください。

※1

都市経営研究科
創造都市研究科（募集停止）

I N D E X
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現実を見据えて時流を見抜き、
社会に貢献する人材へ。

2
1年次は基礎を固め、2年次後期から学

科に所属。「商学科」と「公共経営学科」

の2学科連携体制で専門科目を並行し

て学び、ビジネスの知識に加え社会性も

同時に深めることが可能です。

2学科の連携した教育体制で
専門科目を並行して学ぶ

商学科 公共経営学科

3
生きた企業活動を広い視野で学ぶた

め、基礎から専門へ体系的に学べるカリ

キュラムを編成。10人前後で行う専門

ゼミナールをはじめとして、4年間を通じ

た少人数教育できめ細かな指導を行い、

自ら考え発信する力を養います。

体系的なカリキュラムと
自ら考える力を養う少人数教育

1
経営学・商学・会計学の分野をリードし

てきた、国内屈指の実績を有する商学

部。「考える実学」を学風として、日本の

企業活動や経済の在り方を理解し分析

する力を養い、社会の第一線で活躍する

人材を育成します。

日本の経営学・商学・会計学を
リードする「考える実学」

学びの特長

https://www.bus.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2201商学部

Faculty of Business

大阪市大の挑戦

市場創造と競争優位
公共経営学科  小沢 貴史先生

小沢ゼミでは、戦略についての学びを通して、「誰か

の背中を後押しする、夢や構想づくり」に役立つ知

恵を探究しています。またマーケティングについての

学びを通して、製品やサービスが「売れる理由」を

創り出すために、私たちのできることは何かを、考え

抜いています。都市や地域で活躍するベンチャー

企業や消費者に寄り添って考えることで、抱える課

題を浮き彫りにし、私たちのできることを、やってみ

ることが、モットーです。大阪市立大学 商学部の学

びを通して、考える実学を肌で感じ、考えながら走

り続ける…そのような人たちで、あふれています。

仕事で出会うさまざな人に
多面的に寄り添う学びは、
飽きることがありません。

Professor’s MESSAGE

Challenge of OCU

商学部では、個別企業の経営や会計の在り方、企業を取りまく各産業（製造業、金融、流通、保険、交通、貿易など）や地域（立地、都市など）の特
性について学びます。さらにより広い経済社会との相互関係に触れることで、企業、産業、経済の生きた働きを総合的に広い視野から理解できま
す。この点で、経済学部や経営学部よりも企業や経済についての幅広い勉学が可能です。

商学部ではどのような
ことを学べますか？

Q& A

授業を通して主体性を
身に付けることができます。

商学部では企業と提携した授業や海外研

修、オープンキャンパスを企画運営する授業

など、主体的な学びが多く、知識と実践力が

身に付きます。人前で発表する

機会もあり、考えを伝える力が

養われました。将来はこれ

らを生かして、日本社会の

成長に少しでも貢献し

ていきたいです。

商学科 4年生  種村 和心
奈良県立郡山高等学校卒業

在学生の声Student Voice
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博士
商学／経営学／
グローバルビジネス（　　　）

修士
商学／経営学／
グローバルビジネス（　　　）

ゼミではTQM（総合品質管理）を学び、実際に
ベトナムにあるメーカーを訪問して作業工程の
改善提案を行いました。その際に発展途上国の
力強さ、日本メーカーの海外での活躍を肌で感
じたことで私も世界を相手に仕事がしたいと強
く思うようになりました。今はメーカーの購買担
当として国内外の鉄鋼メーカーを相手に仕事を
しており、ゼミでの出会いが今の自分につながっ
ていると感じています。 皆さんの未来は可能性
に満ち溢れており、また市大はそんな皆さんが
挑戦する機会を多く与えてくれる場所です。ぜひ
市大でさまざまなことに挑戦し、新しい自分を見
つけてください。

海外における日本メーカーの
活躍をゼミで実感したことが
将来の道を決める
きっかけになりました。

宮崎 沙織

商学部 商学科
2015年3月卒業 住友電気工業

株式会社

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

1880年開設の大阪商業講習所を源流とする商学部は140年の歴史と伝統を誇る商学教育・研究の草分けであり、一橋大学、神戸大学とともに「三商大」と称される本学の筆頭

学部として経済界や地域で活躍する多くの人材を輩出してきました。現在、経営・商学・会計を広く専門的に学ぶ商学科と、2018年4月に新設の公共経営学科で連携したプログ

ラムを展開しています。公共経営学科はマネジメントやビジネスを扱う点は商学科と同じですが、「社会性」と「地域性」をキーワードとして学習を進める点に特色があります。双方

とも、現代の企業や社会が直面する多様な課題や問題を自ら発見、分析、解決する能力を身に付け、社会に貢献する人材の育成を目指しています。

2つの学科による専門的かつ
体系的な教育システム

理論と実務との融合を目指した
インタラクティブ型キャリア教育

2018年4月から商学科に加え新たに公共経営学科を設置し、非営利組
織、公的機関、地域企業、CSR（企業の社会的責任）等について重点的に
学ぶ機会を拡大させることになりました（2年次後期からいずれかの学科
に所属）。経営・商学・会計を体系的に学びつつ、それぞれの学科の専門
科目をベースに、より専門的な学習ができます。

企業の第一線でご活躍されている方などを学外講師（パート

ナー）としてお招きし、過去の経営課題とその解決策を参考と

して、提示されたミッションに対して「企画書」という形で解決

策を提案する授業です。受講生は複数のチームに分かれ、

チーム内でリーダーをはじめメンバーがそれぞれの役割を果

たしながら、要求されたミッションを達成していきます。

キャリアデザイン論

商学科・公共経営学科

持続可能な社会や経済の在り方について、地域を対象に
考えていくのが地域経済論です。現代の地域が直面してい
るのは急速な人口減少と超高齢化など、今までに経験した
ことのない大きな変化です。広がる格差を是正し、自然環
境やまちの景観を保全しながら、新たな産業や豊かな生
活文化を育んでいくにはどうすればよいでしょうか。国内や
海外の事例を多く取り上げながら学んでいきましょう。

企業においては、お金が「血液」に、会計システムが
「神経」に例えられるほど、簿記・会計は必要不可
欠のスキルです。商学部出身者ならば当然勉強し
ていると考える企業も多く、また経営・経済系の学
問を学ぶ際にも必須の知識です。一緒に簿記・会
計を基礎から学び、社会で生かせるスキルを身に
付けていきましょう。

地域経済論 会計基礎論
松永 桂子先生 浅野 信博先生

商学部の卒業生は、公認会計士や経営コンサルタントといったスペシャリストのほか、製造業、情報、銀行、証券、保険、流通、商社、新聞・出版・広告、国
家・地方公務員、公団など、実社会の多方面で活躍しています。本学経営学研究科も含め、大学院に進学する人もいます。また商学部には独自の同窓会
として「商友会」があり、在学生の就職活動のサポートをしています。

卒業後はどのような
進路がありますか？

Q& A
高校のこれまでの勉強では既存の「知識」を学ぶことに終始していませんでしたか？ もちろん、既存の知識体系を学ぶことは重要です。しか
し、激動する世界情勢の下、今、社会で最も求められているのは「自ら課題を発見し、解決する能力」です。商学部では、キャリアデザイン論、プ
ロジェクト・ゼミナールという新しいプログラムを通じてこうした能力の形成に力を入れています。

キャリア教育にも力を入れて
いるということですが？

Q& A

全学共通科目

学科共通基礎科目

理論と実践、批判と創造をキー・コンセプトとして、67年間にわたって自由かつ緻密な教育・研究活動を行ってきました。研究者養成だけでなく、高度専門職の職業人
養成大学院として、実績を積んでいます。2018年度にはアジアと日本との経済的連携を強めるための人材育成を行うアジア・ビジネス研究プログラムを開設しました。

大学院 経営学研究科

※2
分野専門演習科目
分野専門科目

分野専門演習科目　
分野専門科目
共通科目

前期博士課程前期博士課程
 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

TOPICS

学部ごとの
注目情報を
お届け

商学部の ココもCHECK!

※1：「学部・大学院５年教育プログラム」（学部と大学院前期博士課程を5年で修了できる制度）には3年終了時に応募できます。　※2：卒業論文は選択科目です。

経営学、経済学、会計基礎論などを中心に基礎的な学習を
行う。1年次のプロゼミナールでは討論の仕方や論理の組み
立て方などを習得し、2年次以降の学習展開の土台をつくる。

2年次後期より学科に所属し、学科専門科目を中心に専門的な学習を行う。
3年次からは専門ゼミナールをベースに、興味のあるテーマについて深く掘り下げた研究を行い、
その成果として4年次に卒業論文を作成する。

 年次3 ※1

学
科
選
択

学科専門科目
学科共通科目（外国語・専門）　
展開科目

商学科・公共経営学科

卒業論文 ※2プロゼミナール
キャリアデザイン論 プロジェクト・ゼミナール

テーマ・ゼミナール 専門ゼミナール
学士
（商学）

学士課程学士課程 後期博士課程後期博士課程

グローバルビジネス専攻

学科共通専門科目

・ 経営管理論　　・ 経営戦略論
・ 経営組織論
・ 経営財務論　　・ 経営史
・ イノベーション・マネジメント
・ 国際経営論　　・ 経営統計論
・ 人的資源管理論
・ 事業戦略論　等　

・ 環境論　　　　・ 商業論
・ 工業論　　　　・ 技術論　
・ 金融機関論　　・ 貿易論
・ 統計方法論　　・ 証券市場論
・ マーケティング経済論　等

・ 財務会計論
・ 管理会計論
・ 企業評価論
・ 国際会計論　
・ 会計監査論
・ 会計情報システム論
・ 管理会計システム論　等

・ 公会計論
・ 社会関連会計論
・ 自治体財政論　等

・ 地域金融論
・ 地域デザイン論
・ 地域マーケティング論
・ 地域再生論　　・ 文化政策論
・ 産業立地論　　・ 産業集積論
・ 中小企業論　等

・ 公共経営論
・ ビジネス・モデル論
・ ソーシャルビジネス論
・ 地域経営論
・ ベンチャー・ビジネス論
・ 政策形成論　等

公
共
経
営
学
科

・ 会計基礎論演習
・ 中級簿記
・ 経営分析論
・ 財務諸表論
・ 原価計算論
・ 情報処理演習
・ 基礎統計学　等

会計

商
学
科

経営 商学

相
互
の
学
科
科
目
も
履
修
可
能

商学部が独自に開発した教育システムです。少人数でのグループワークを
中心とした「キャリアデザイン論」と「プロジェクト・ゼミナール」において実
施しています。学生がビジネスの現場に入り込み、現場が抱える課題に擬
似的に向き合うことができる授業であり、「自ら問題や課題を発見し、解決
する」能力を高めることを狙いとしています。

博士論文

修士論文

課題研究論文アジア・ビジネス
研究プログラム※3

※3：特別選抜を経て入学する外国人留学生等によるアジア・ビジネス研究のプログラムです。後期博士課程への進学を希望する場合、「修士論文を作成するコース」を選択する必要があります。

1716 OSAKA CITY UNIVERSITY OSAKA CITY UNIVERSITY

商
学
部



仮説と検証に基づく柔軟な思考力で
常に時代に即した解決策を創造していく。

2
1・2年次には少人数の演習型授業で基

礎を固め、3・4年次にはゼミ討論会など

で応用力を伸ばす2段階サイクルを採用

し、経済学を段階的に学びます。自己で

課題を設定・分析、結論を報告し、論文

で示す能力を養います。

少人数演習・2段階サイクルで
自主性と思考能力を伸ばす

3
経済理論・経済統計論・経済史・経済

政策論・経済構造論・国際経済論の6

部門の専門講義科目に加え、英語で講

義を行う科目も設置。一人ひとりの興味

関心に合わせて、専門知識を深めていく

ことができます。

興味に合わせて学びを深める
6部門の多種多様な専門講義科目

1
グローバルな経済・社会が直面する課題

を的確に捉え、経済学の知識を生かして

それを分析し、複眼的な構想力と周りと

の協力によって解決方法を立案できる人

材＝GPEを育成します。

グローバル・プラクティカル・
エコノミスト（GPE）を育成

学びの特長

https://www.econ.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2251経済学部

Faculty of Economics

大阪市大の挑戦

少子高齢化・
人口減少時代を生き抜く
経済学科  杉田 菜穂先生

人口問題への政策的対応について学びを深め

ています。ポジティブ・アクション、ワーク・ライフ・

バランス、ダイバーシティといった「人口減少時

代の政策キーワードを自分たちに引き付けて考

え、できることを見つけてやってみる」をスローガン

に教室を飛び出して、高等学校や企業などとの

連携による価値の創造に取り組んでいます。

Challenge of OCU

経済はどのように動くのか、金融の仕組み、政府の役割など、現代社会で働いて生活するためには、経済への理解が必要不可欠です。そし
て、経済の仕組みへの理解や洞察は、ビジネスはもちろん、家計の資産運用にも役立ちます。さらに、経済学の学習で身に付けた感性と論
理的な思考は、生きていくためのさまざまな問題解決を助けてくれるでしょう。

経済学を学ぶメリットとは？Q& A

グローバルな視点から、
健康と貧困の関係性の
追究に挑みます。

在学生の声Student Voice

経済学はアプローチが幅広く、ひとつのテー

マを多角的に学べるところが魅力。特に私は

人々の健康と貧困の関連性に着目し、持続

可能な社会を目指す研究に取

り組んでいます。海外での

フィールドワークで学んだ

グローバルな視点を、課

題解決に生かしていき

たいです。

経済学科 4年生  鎌田 梨世
兵庫県立神戸高等学校卒業

社会・経済問題について、
教員や他の学生と共に
考えましょう。

Professor’s MESSAGE
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博士
（経済学）

修士
（経済学）

学生時代の
多様な経験を通して
自ら行動する姿勢が
身に付きました。

塚田 竜也

経済学部 経済学科
2012年3月卒業

三井不動産
株式会社
経営企画部

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

経済学は人の活動の全てを分析対象とし、どうすれば社会・経済がより良くなるか考える学問で

す。問題に取り組む際には仮定の下で論理を積み重ね、データ分析により導き出した答えを検証し

ます。また、グローバル化・情報化という時代の潮流に対応し、英語による講義やコンピュータ講座

などを開講。学びやすく多彩なカリキュラムで、グローバルに活躍できるエコノミストを育成します。

エクセレント・グローバル・プラクティカル・
エコノミスト認定制度

英語学習相談室

経済学部のカリキュラムは、グローバルな視野を持ち、他者と協働して問
題を発見し解決できる人（グローバル・プラクティカル・エコノミスト：GPE）
を育成するものになっています。語学、グローバル・コミュニケーション、問
題発見、理論・分析の４分野の全てで一定の条件を満たした学生を、エク
セレント・グローバル・プラクティカル・エコノミストとして認定します。

松本ゼミ（財政学）では、「現場主義」を合言葉に地域との連

携を通じて行財政の在り方について学んでいます。最も大事

にしていることは、「自分の頭で考えること」です。地域の方々

や教員のアドバイスをもとに自分たちで課題を設定し、解決

の方策を考える。容易なことではありませんが、実社会でも役

に立つスキルを身に付けることができます。

地域と連携しながら、自主的な学びを

経済学科

講義では、労働や土地や貨幣を「もともと売るため
に生産された商品」であるかのように取り扱い、利
潤の増殖を目指す資本主義（市場社会）の仕組
みや制度的矛盾について解説します。関連させ
て、過労死や長時間労働、貧困、非正規雇用、金
融危機、環境問題などの現代社会の諸問題を考
察します。

長期的な近代化（16～20世紀）を主題に、日本列
島がどのように世界と経済的につながっていった
かをダイナミックに考えます。オリジナルな文献史
料の解読やデータ分析を通じて、大阪、神戸、横
浜、長崎などの港町の発展過程を説き、世界各地
の貿易都市と比較しながら世界経済一体化の歴
史を探求します。

政治経済学Ⅰ 経済史上級講義
若森 みどり先生 彭 浩先生

経済分析が必要な金融や、国や自治体の全体を視野に入れる公務員は、経済学部出身者にアドバンテージがあります。また、経営には、自らの
会社のことだけではなく経済全体のことを考える必要があるので、多くの卒業生が経営スタッフとして活躍しています。経済学を学ぶには多彩な
才能が必要なので、他学部と比較しても幅広い業種と職種で通用します。

卒業後はどのような分野で
活躍できるのですか？

Q& A
経済学部では、活動的で多様な潜在的能力を持った学生を広く求めたいと考えています。そのために、10年以上も前から学部・大
学院において社会人選抜やユニーク選抜を行っています。もちろん、教員そして学生の国際交流や多くの留学生の受け入れなども
率先して行っています。

社会に開かれた学問、学部として
どのようなことを行っていますか？

Q& A

全学共通科目

世界経済の諸問題について総合的な視点から提言をなしうる「ジェネラル・エコノミスト」を養成します。前期博士課程修了後に実社会で活躍する
人を育てる「修士専修コース」と、後期博士課程に進学する人のための「一般コース」を設けています。

大学院 経済学研究科

※2
分野科目
研究指導

基礎科目
分野科目
研究指導・ワークショップ

前期博士課程前期博士課程
 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

TOPICS

学部ごとの
注目情報を
お届け

経済学部のココもCHECK!

※：成績優秀者は3年次に大学院を受験することができます。

入門科目を通じて
日本や世界における
経済の基本を学ぶ。

経済理論を知り、
少人数形式の演習で
論文作成力を高める。

基礎から応用へ移行し、
各自の研究テーマを追究し
課題への解答を探る。

培った能力を生かして、
担当教員の指導の下
卒業論文を作成する。

 年次3

学士
（経済学）

学士課程学士課程 後期博士課程後期博士課程

現代経済専攻

英語科目やレポート等の相談、英語によるプレゼンテーションの添削や
練習、英語論文のアドバイスはもちろん、「英語力をあげたい」、「英語のコ
ミュニケーション力をつけたい」など、英語、英会話に興味のある学生に対
して、イングリッシュスピーカーによる英語学習相談をしています。

入門科目 基礎科目Ⅰ 基礎科目Ⅱ 応用科目
基礎演習 論文演習イノベーティブ・ワークショップ 専門演習 卒業論文

一般コース
修士論文

修士専修コース
修了論文

博士論文

専門講義科目［6部門］

演習科目 入門・基礎科目Ⅰ

・ 統計解析論 ・ 計量経済学　
・ 経済統計論 ・ 経済情報論　等　
・ 計算機経済学

・ 空間経済学
・ 産業組織論
・ 産業経済論　等

経済
構造論

経済
統計論

・ 国際経済学 ・ 国際通貨論　
・ 経済開発論 ・ 国際協力論
・ 中国経済論 ・ アジア経済論　等

・ 日本経済史 ・ 西洋経済史　
・ アジア経済史 ・ 戦後経済史　等経済史

国際
経済論

・ 経済原論Ⅰ ・ 経済原論Ⅱ　
・ 経済変動論 ・ 経済学説史　
・ 社会思想史 ・ 社会経済論　等

・ 社会政策論 ・ 公共経済学　
・ 財政学 ・ 地方財政論
・  金融経済論 ・ 経済政策論　
・ 労働経済論 ・ 日本経済論　等

経済理論

経済
政策論

・ 基礎演習（1年次前期）　　・ イノベーティブ･ワークショップ（1年次後期・2年次前期）
・ 論文演習（1年次後期～）　・ 専門演習（3･4年次）

・ 日本経済の論点 ・ 世界経済の論点 ・ 近代経済学〈マクロ1、2〉　・ 近代経済学〈ミクロ1、2〉
・ 政治経済学Ⅰ、Ⅱ ・ 基礎･経済統計 ・ 経済数学

・ Economic Reading　・ Introduction to International Economics　・ Global Economy　・ Lectures on Economics A･B英語で行われる講義

三商大討論会 留学生討論会

鳥取県での現地調査

大学卒業後、商社（双日）にてインドネシアにおけ
る都市開発事業等に携わった後、現在は三井
不動産で不動産テック領域を中心とした新規
ビジネス開発を進めています。学生時代は部活
動、留学、アジア放浪など、さまざまなことを経
験できた貴重な期間でした。市大では講義や
ゼミはもちろん、その他の経験を通して、自ら考え
行動するという姿勢を学べたと考えています。
学内の多様なカリキュラムはもちろんのこと、
学外においても学びの場は無限にあるので、ぜひ
皆さんも主体的に動き、好きなことをとことん
追究して突き進んでいってください！

※
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複雑に変化する現代社会を捉え、
自らの考えを持って立ち向かう。

2
法学部は、優れた研究者が良い教育者で

あることの必要条件と考え、教員の採用に

努めてきました。研究水準の高い教員陣に

よる密度の高い少人数教育を通じ、法学・

政治学各分野の内容とともに、学問に対す

る姿勢も学ぶことができます。

研究熱心な教員集団による
充実した少人数教育

3
法曹などを目指す人のための法律基本科目

を深める「司法コース」、公務員などを目指す

人のための、法律科目に加え行政関係科目も

学ぶ「行政コース」、政治学や国際関係法な

どを幅広く学ぶ「企業・国際コース」の３コー

スから、将来を見据えた選択が可能です。

将来設計（キャリアデザイン）を
見据えた３つの履修コース　

1
現代社会の動きを分析し、将来の動向を的

確に予測するために必要な「社会科学の素

養」と、多様な人々が共生する社会で、現実

に即した解決方法を導くための「リーガル・

マインド」の両方を身に付けます。

社会科学の素養と
リーガル・マインドを身に付ける

学びの特長

http://www.law.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2303法学部

Faculty of Law

大阪市大の挑戦

自治体の現場から内閣まで
細部に分け入って行政を考える
法学研究科  手塚 洋輔先生

行政は私たちの暮らしや仕事と密接に関係しています。こ

うした国や自治体の活動は法令という設計図に従って行

われますが、だからといって機械のように全てが自動的に

実行されるのではありません。職場内部の関係から始まっ

て、民間を含めた他の組織との関係、政治家との関係、ひ

いては私たち一人ひとりとの関係の中で形作られているの

です。その複雑な実態を解明するべく、過去の文書を調

べ、当事者に聞き取りを重ねています。
行政を知ることは
世の中のしくみを知ることに
つながります。

Professor’s MESSAGE

Challenge of OCU

もっぱら法律の条文を暗記することが法学部の勉強ではありません。もちろん法律の細かい知識を知ることは大切ですが、同時にそう
した知識が社会の中で持つ意味を考えなければなりません。そのために、法学と同時に広く政治学も学ぶのです。柔軟にルールを使い
こなし、批判し、改良できる人材を育成するための、充実した諸講義を提供します。

法学部ではどのような勉強が
できるのですか？Q& A

法制度やルールを考え、
健全な社会をつくりたい。

在学生の声Student Voice

司法コース

企業・国際コース

行政コース

ゼミでは刑事法を学び、犯罪者を生まな

い環境づくりについて研究しています。法

が定められた背景や社会的な機能など、

社会で役立つ実用性の高

い知識が身に付いていると

感じます。将来は法曹実

務家として、健全な社会

づくりに貢献すること

が目標です。

法学科 4年生  中山 一仁
履正社高等学校卒業
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法学部の知識を
不動産取引に生かし、
利便性の高い街づくりに
貢献しています。

大石 将司

法学部 法学科
2017年3月卒業 西日本旅客鉄道

株式会社

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

社会科学的な素養と法的思考（リーガル・マインド）を備えた、人権感覚豊かな現代社会の担い手と

なりうる人材の育成を教育理念としています。本学科の特長は、法学・政治学の各分野における研究

の第一線を担う、中堅・若手の研究者を中心とした教員集団を擁していること。研究者としての水準

が高い充実した教員集団の下で、少人数体制ならではの密度の高い教育を受けることができます。

年次に応じた学習プログラム 学びの場作りへの自主的な関わり
法学部では、少人数教育の利点を生かして、思考を深め、論理的に語る力
を身に付けられるよう、演習形式の科目を年次に応じて配置しています。
1年次の基礎演習で基礎的な力を、また、法政2年次演習、外国語演習等
で応用力を育み、専門演習では各人の問題意識に応じ、適切な資料に基
づき、自分の意見を説得的に展開できるよう互いに切磋琢磨します。

60年以上の歴史を持ち、週1回、杉本キャンパスで所員（学生）

による相談、春と秋には、市大出身の弁護士や教員も加わっ

て出張相談を行います。相談者の話をよく聞き、問題のポイン

トをつかむ経験は、社会に出てからも役立っています。

大阪市立大学無料法律相談所

法学科

民事訴訟に関する近時の重要な判例・論文の精読
を通じて、民事訴訟の重要問題に関する理論・実
務の現況を把握するとともに、法的なテクストの読
み方、口頭での法的議論の方法に習熟することを
目標としています。教員も学生の皆さんと対等な参
加者として議論に加わることを心がけています。

日本における刑事手続の制度が何を目的として作
られ、いかなる機能を果たしているかを学び、手続
がどうあるべきかを考えます。刑事訴訟法学を通じ
て、皆さんが修得した専門知識を活用して具体的
問題の妥当な解決を探る力を養います。自由と伝統
ある大阪市立大学法学部で、法学・政治学を共に
学びましょう。

専門演習（民事訴訟法） 刑事訴訟法
岡成 玄太先生 松倉 治代先生

法学部の全教員・学生を会員とする「法学会」が、弁護士や公務員など多様なキャリアを持つ方々の講演会などを企画して、法学・
政治学の生きた姿を学ぶ機会を提供しています。このほか、教員と学生が所員である「無料法律相談所」も、その活動を通して市民の
期待に応えるだけでなく、「生きた法学」を学ぶ機会になっています。

法学・政治学の生きた姿を学ぶ
機会が講義以外にもありますか？

Q& A
裁判官・検察官・弁護士などの専門法曹を目指すなら、卒業後、法科大学院に進学します。そのほか、公務員、マスコミ関係、銀行・保険・証券、
国際機関職員など、卒業生の活躍の場は広がっています。在学中は自分の就職の方向を決めつけず、教員や友人たちとの交流を通して、
自己の才能を開拓、開花させる努力を継続することが大切です。

卒業後の進路には
どのようなものがありますか？

Q& A

全学共通科目

研究者の養成に力点を置き、教育を展開しています。研究科構成員相互のインテンシブな知的交流が可能な規模であり、
高い研究水準を誇る教員集団による十分な指導の下、存分に研究できる環境を整えています。

大学院 法学研究科

前期博士課程※4前期博士課程※4

 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

TOPICS

学部ごとの
注目情報を
お届け

法学部のココもCHECK!

※1：成績優秀者は、3年次に大学院を受験することができます。　　※2：成績優秀者は、3年で卒業することもできます。
※3：成績優秀者は、法科大学院（ロースクール）との協定に基づいて3年で卒業し、法科大学院（ロースクール）に進学することができます。

入門科目を通じて
早い段階から法学と
政治学の素養を深める。

司法コース／行政コース／企業・国際コース
コースごとに科目選択をし、
自主的に学習していく。

演習（ゼミ）では、少人数体制で
より深い内容を学ぶ。
複数の演習（ゼミ）を履修することができる。

 年次3 ※1 ※2 ※3

学士
（法学）

学士課程学士課程 後期博士課程※4後期博士課程※4

法学政治学専攻

専門演習に参加する学生の横のつながりを作っているのがゼミ幹事会で
す。ゼミ幹事会は、年度ごとに集まって、ゼミ紹介や外部講師を招いて行う
講演会の企画を立てたり、講義、授業の在り方について意見交換を行った
り、また、ゼミ横断的な活動や教員と交流をするなどの活動を通して、学び
の場の形成に自主的に関わっています。

専門教育科目

国際
関係法
・
外国法
部門

公法
部門

私法
部門

政治
・
行政学
部門

基礎
法学
部門

社会法
部門

少子高齢化による生産年齢人口の減少が進む
中、当社は鉄道の枠を飛び出し、多角的な経営
を行っています。中でも私は、駅周辺用地の有
効活用を考え、特に不動産分野で駅を中心と
した街づくりに努めています。市大法学部で学
んだ知識は、不動産取引を行う現在の仕事に
通ずる部分も多く、駅周辺の利便性を向上さ
せることで、地域の皆さまに喜んでいただくこと
に、大変やりがいを感じています。また、在学中
はボート部に所属し、何物にも代え難い経験と
仲間を手に入れました。最後の学生生活、自分
次第で可能性は無限に広がります。

※4：年限短縮制度＝成績優秀者は、前期博士課程の在学期間（標準2年）を短縮することができます。また、後期博士課程の成績優秀者は、在学期間(標準3年)を短縮して修了することができます。
※5：入学者は、所定の単位を3年間で修めなければなりませんが、法科大学院に提供される科目の一定範囲につき、すでに十分学力を有すると判定された者は、2年間で修了することも可能です。

修士（法学） 博士（法学）

専門教育科目 ● 基礎法学部門　● 公法部門 ● 私法部門 ● 社会法部門　
● 国際関係法・外国法部門 ● 政治・行政学部門　● 共通部門 他

コ
ー
ス
選
択

大阪市内に設置された唯一のロースクールとして、大都市ゆえに生ずるさまざまな法的問題に即応できる高度な法的能力を備えた
裁判官・検察官・弁護士などの法律実務家の養成に力を注いでいます。修了後に後期博士課程を受験することができます。

法科大学院（ロースクール）

専門職学位課程※5専門職学位課程※5

～1  年次3
法曹養成専攻

法務博士（専門職）

・ 法哲学
・ 法社会学
・ 日本法制史
・ 日本近代法制史

・ 東洋法制史　
・ 西洋法制史
・ ローマ法　

共通
部門
他

・ 労働法〈集団的労働法、個別的労働法〉
・ 社会保障法
・ 経済法
・ 知的財産法

・ 憲法第1～2部〈基本的人権、統治機構〉
・ 行政法第1～2部〈総論、各論、行政救済法〉
・ 租税法
・ 刑法第1～2部〈総論、各論〉　
・ 刑事訴訟法　  ・ 刑事政策　

・ 民法第1～5部〈総則、物権法、債権総論、債権各論、家族法〉
・ 商法第1～3部〈総則、商行為法、会社法、手形･小切手法〉
・ 金融商品取引法　・ 民事執行・保全法
・ 民事訴訟法　　　・ 倒産法

・ 政治学
・ 比較政治学
・ 政治過程論
・ 政治学史
・ 日本政治外交史　

・ 欧州政治外交史
・ 国際政治　　　
・ 行政学
・ 公共政策論　　

・ 国際法〈国際法の基本原則、紛争処理法〉
・ 国際組織法
・ 国際経済法
・ 国際私法
・ 英米法

・ ドイツ法
・ フランス法
・ アジア法〈中国法〉

・ 法学入門
・ 法曹実務入門
・ 政治学概論
・ 法学政治学計量分析

・ 発展科目　
・ 基礎演習
・ 法政2年次演習
・ 専門演習

・ 演習論文　
・ 外国語演習〈英語、ドイツ語、フランス語、中国語〉
・ 特別研究
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探求心と知的好奇心を持って
人と人の作りあげてきた文化を知る。

2
各コース1学年数名から十数名という徹底

した少人数編成で、それぞれの探究心を満

たす充実したカリキュラムを組み立てること

が可能です。コース選択が2年次からのた

め、関心のある専門分野をじっくりと見極

めることができます。

一人ひとりの探究心を満たす
少人数編成

3
多彩な領域に目を向け、文化や社会を知り

思考することで人間の本質に迫ります。これ

からの国際社会で求められる人間学の知

識とコミュニケーション能力などの実践的

な力を体得することができます。

社会に通用する人間学の
知識と実践力を伸ばす

1
哲学や史学を学ぶ哲学歴史学科、社会や

地域、心、そして教育について学ぶ人間行

動学科、文学や言語、文化を学ぶ言語文化

学科、文化創造を社会的実践に結びつけ

て学ぶ文化構想学科と、多彩な「知」につな

がる豊かな学びがあります。興味関心に合

わせて専門を深めることが可能です。

4学科14コースの多彩な学び

学びの特長

https://www.lit.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2353文学部

Faculty of Literature and Human Sciences

大阪市大の挑戦Challenge of OCU在学生の声Student Voice

哲学歴史学科 人間行動学科

言語文化学科 文化構想学科

平安時代の漢詩文と和歌
言語文化学科  山本 真由子先生

平安時代の文学作品、主に漢詩文と和歌を研究

しています。平安時代の人 は々、その作品をどのよ

うに理解し鑑賞していたのか。当時の理解に近づ

くことを目指して、作品に用いられた言葉の意味

や、表現の成り立ちなどから考察しています。平安

時代には、漢文学と和歌や物語などの和文学と

が密接に関わっていました。『百人一首』の和歌

や『源氏物語』なども、漢文学の影響を考えるとよ

り理解が深められると思います。 言葉の奥行きに目を向けると、
文学作品の面白さを
再発見できます。

Professor’s MESSAGE

文化や作品を新たな視点で
見つめ、その可能性に挑む。

興味のある映画について、その技法やスタイ

ルを学びながら制作者の意図を発見する授

業に力を入れています。専門的な分析スキル

だけでなく、現代文化にまつわる歴史や理

論についても幅広く学んだこと

で、多様な思考力が身に付

きました。今後はミュージカ

ル映画を題材に学びを

深めていきたいです。

在学生の声Student Voice

言語文化学科
表現文化コース 4年生  西原 華
大阪教育大学附属高等学校
天王寺校舎卒業

Q& A
文学部を「小さな総合大学」だと思ってください。学問の幅、間口の広さが最大の特色です。伝統ある「哲学コース」から、思想・文学・演劇・音楽・美
術・映画・モード・サブカルチャーなどを現代的な視点から研究する「表現文化コース」まで、多彩な「知」へとつながる扉が用意されています。学生
は多様な選択肢から勉強したい領域を選ぶことができます。しかも、しっかりと専門的に学ぶことができます。

文学部の特色とは？
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博士
（文学）

修士
（文学）

大学でさまざまな人 と々
関わった経験が、
将来を決めるための
重要な要素となりました。

高田 さくら

文学部 言語文化学科
英米言語文化コース　
2012年3月卒業 東洋紡株式会社

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

教育学コースの「教育学演習Ⅲ」では、特色ある教
育実践に関する文献を読み解きながら、その意義
や課題を分析していきます。各回の授業では、学生
自身が文献を読み解き、その要点を発表し、全体で
議論を行います。そうした活動を通じて、教育学の
ものの見方・考え方を身に付けることを目指します。

世界史コースでは多様な世界の歴史研究を進め
るためにさまざまな言語で書かれた文献・史料を読
み込む力が必要となります。この授業では、ドイツ語
の研究文献を受講生と読み解いています。ドイツ語
は大学で初めて学ぶ言語ですが、授業を通じて、
ドイツ語を読んでいく基本的な力が次第に身に付
いていきます。 

教育学演習Ⅲ 西洋史講読Ⅱ
島田 希先生 北村 昌史先生

文学部では、社会・地理歴史・公民・国語・外国語（英中独仏）の教員免許状のほか、博物館学芸員の資格を取得することができます。卒業後の進路
は、流通業・情報関連産業・教員・学芸員・官公庁・マスコミ・出版等多岐にわたっており、各界の第一線で活躍する専門職業人を輩出しています。文
学部で培い、身に付けた「人間学」の知識とコミュニケーション能力などの実践的な力は、社会において十分に有効性を発揮します。

卒業後はどのような
進路がありますか？

Q& A
各コースに分かれるのは2年次からです。入学後の1年間は、学科・コースを決めないまま幅広く講義を受けることになります。その間に自分を見つ
め直し、最も関心のある専門分野は何かを見極めて、進路を選択してください。1年次の担任教員のアドバイスや教員によるガイダンス、教育促進
支援機構主催の先輩学生による相談会などを参考にしてください。

コースはどのように選べば
よいのでしょう？

Q& A

全学共通科目

本研究科には4専攻が設置され、既存の学問の垣根を越えて、人間と文化を複合的に捉える新しい試みを行っています。
国際交流や文化行政に関わる内外の研究・教育機関、官公庁への就職実績を積み上げてきました。

大学院 文学研究科

前期博士課程前期博士課程
 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

コース選択に向け
多様な分野を学び、
幅広い教養を身に付ける。

所属コースに特化し、
人間、文化、社会、歴史に対する
専門的な見方を修得する。

専門の学びを深め、
論理構成力を磨きながら
興味のあるテーマを探る。

自らの研究テーマについて、
担当教員の指導の下
卒業論文を作成する。

 年次3

学士
（文学）

学士課程学士課程 後期博士課程後期博士課程

哲学歴史学専攻／人間行動学専攻／言語文化学専攻／文化構想学専攻

もともと幅広い分野に興味があり２年次から専
攻を選択できる市大を志望。その中でも、将来
海外と関わる仕事をしたいと思い、英米言語文
化コースを選択しました。また部活動などを通
し社会（学校、世代、国籍を超えた多様な立場
の人）と関わることができた経験は、その後の
将来選択の原体験になっています。現在、私は
化学メーカーで働いていますが、海外企業との
付き合いや折衝の中で、大学で学んだことや議
論した経験が生きていると感じます。市大はあ
らゆる機会を与えてくれますので、ぜひ好奇心
に任せて幅広く挑戦してみてくださいね。

人間行動学科
▶ 社会学コース
人間がつくりだした社会に焦点を当
て、そこにたち現れる現象を科学的
に分析します。諸制度、都市、家族、
産業と労働、文化と情報、メディアな
ど、生活の諸相を多角的に学びます。

▶ 心理学コース
心のはたらきという目に見えない現
象を、行動という客観的な指標を通
して明らかにします。さらに生理、感
覚・知覚、認知、学習、発達、社会、
性格といった、心のはたらきのさま
ざまな側面について、深く学びます。

▶ 教育学コース
教育は、個人の自己形成によい影響
をもたらすものであると同時に、社会
的な価値・規範の伝達に資するもの
です。本コースでは、人間と社会につ
いて深く理解するために、教育の思
想、制度、方法等について学びます。

▶ 地理学コース
地理学はさまざまな地域・場所の成
り立ちと現状を解き明かし、将来像
を描きだす実践的な学問です。旺盛
なフィールドワークを通じて、地域の
現実やメカニズムを把握し、その成
果を社会にフィードバックする能力
を養います。

言語文化学科
▶ 国語国文学コース
日本語を体系的・歴史的に学び、ま
た、日本の文学を散文・韻文・芸能と
いった分野からバランスよく学びま
す。古典作品の緻密な読解と着実な
論証を重視し、日本文化の究明を目
指します。

▶ 中国語中国文学コース
文学・語学・文化の3分野からなりま
す。中国語の歴史やしくみに関する深
い知識を得るとともに、古典文学や演
劇、映画などを幅広く学びます。

▶ 英米言語文化コース
世界の共通言語と化しつつある英語
の運用能力を培い、英米文学・英語
学・英米文化の3分野について、広い
視野と深い洞察力をもって学びます。

▶  ドイツ語フランス語圏言語
文化コース

EUの中心をなす独仏の専門家を擁
し、広く独仏語圏（欧州やほかの大
陸）に関わる事柄（多文化社会、多
言語社会、汎欧州文化など）のほ
か、独語圏、仏語圏の個別分野につ
いて学ぶことができます。

▶ 表現文化コース
現代的な視点から、思想・文学・演
劇・音楽・美術・映画・モード・サブカ
ルチャーなどを対象とした比較研究
を展開します。柔軟で斬新な研究が
可能です。

文化構想学科

▶ アジア文化コース
アジア地域の諸文化について学問
的知見を深め、文化を比較の視点
から考察する方法を学び、多文化の
共生と創造的な相互交流に寄与す
る人材を育成します。

▶ 文化資源コース
文化創出のプロセスについての深い
理解に基づいて、文化資源を活用す
るための理論や実践（アーツマネジメン
ト、観光学）を学びます。文化を通し
て社会や地域に貢献できる人材を
育成します。

哲学歴史学科
▶ 哲学コース
世界の存在と人間がそこに占める位
置、知識の成り立ちと根拠といった
哲学の古典的テーマ、また私たちの
生き方に関わる倫理学的および宗
教学的問題、さらには現代に固有の
哲学的諸問題について、古代ギリシア
から現代に至る西洋哲学の伝統を
踏まえて考えます。

▶ 日本史コース
遺跡・遺物、記録や日記、古文書など
の史料をもとに、社会史、都市史、文
化史など多様な視点から、古代から
現代に至る日本の歴史を学びます。
博物館などの文化行政や教育の現
場で活躍する人材を養成します。

▶ 世界史コース
全世界を対象に、古代から現代まで
の歴史を探究します。古今東西の史
料を読み解き、各地域の特質や、各
社会の政治的、文化的背景を明ら
かにし、広い視野を持つ国際的な教
養人を育成します。

学科共通の必修科目

哲学歴史学科　哲学概論、日本史通論、考古学実習、世界史特講など
人間行動学科　社会学概論、発達心理学特論、教育方法学、地理学野外調査実習など
言語文化学科　国文学史、中国語学演習、英米文化概論、ドイツ語圏文学史など
文化構想学科　表象文化論、アジア地域文化論、観光文化論など

人間文化学研究、東洋史学研究演習、
人間行動学研究、教育学特殊問題研究、
フランス語圏言語文化論、言語応用学研究、
文化構想学研究、ポピュラー文化論研究など

自ら設定した研究課題に基づく調査、
研究発表、論文執筆を行う

文化構想学専攻は、文化への深い理解に基づいて、多様な文化的事象を社会の中で積極的に活用することで、
現代社会が抱える諸問題の解決に取り組み、21世紀型成熟社会を文化の面から担う人材を育てます。文化構想学専攻

P
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文学部のココもCHECK!

教育促進支援機構
教育促進支援機構では、学生の「学び」を支援する多彩な事業を、学生自らが企画・立案
し、教員と協働して実施・運営しています。その内容は、新入生歓迎キャンプ、1・2年生のため
の就活ガイダンス、自主ゼミ支援事業、進路セミナー、文学部案内の編集・出版など、多岐に
わたります。学生主体の創発的な学びの場が提供されています。

https://www.lit.osaka-cu.ac.jp/education

公認心理師
公認心理師は、さまざまな職場において、心の健康の問題を扱う心理職従事者のための国
家資格です。文学部の心理学コースでは、公認心理師資格取得希望者を対象に、資格取得
のためのプログラムを用意しています。資格取得には要件があります。詳しくは本学Webサイ
トをご確認ください。

https://www.lit.osaka-cu.ac.jp/psy/

コ
ー
ス
選
択
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最先端の技術・知識を運用し、
謎に満ちた自然界の本質に迫る。

2
教員1人当たりの1学年の学生数が1.7人

と、国公立大学の中でも有数の少人数教

育を行っています。自由な学風の下、学生

一人ひとりに対するきめ細かい指導を行

い、基本や原理に戻って自ら考え問題を解

決する能力を養います。

一人ひとりの問題解決能力を
伸ばす少人数教育

3
各分野で世界をリードする最先端の研究

に取り組み、その研究を生かした教育を

行っています。さらに、学部卒業生の大半が

大学院に進学し、より高いレベルの研究に

挑戦。高度な専門的職業人を目指します。

世界を牽引する
高いレベルの研究を実施

1
数学、物理、化学、生物、地球の5学科で、多

くの謎に満ちた自然界をあらゆる角度から捉

えます。自然科学の全分野をカバーした研

究・教育拠点で、自然界の謎に「なぜ」を問い

かけ、人類の知的財産へと高めていきます。

あらゆる角度から
自然界を捉える5学科構成

学びの特長

http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2504理学部

Faculty of Science

大阪市大の挑戦Challenge of OCU在学生の声Student Voice

複合分子化学：ハイブリッド錯体システムの創成
化学科  森内 敏之先生  板崎 真澄先生

自然が創りあげたナノテクノロジーを応用することにより、機能創発的な分子配列制御法を確立

するとともに、変幻自在な機能特性を有するハイブリッド錯体システムの創成を目指して研究を

行っています。本研究室では生体関連分子・機

能性金属錯体・π共役系分子の機能を融合した

複合分子システムの開発に関する研究を展開し

ています。特に、遷移金属錯体による有機分子変

換反応の開発も行っており、地球上に豊富に存

在する鉄やバナジウムを金属中心とする錯体を

用いて、その特長を活用した有機合成反応を見

出し、触媒機構の全貌を明らかにすることにも重

点を置いています。

理論の成り立ちを学び、
物事の真理を紐解きます。

興味のあった宇宙について学びたいと理学部

に入学。高校までの“問題を解く”ための物理

ではなく、一つひとつの現象や理論、その成り

立ちの過程まで掘り下げ “物事

の真理”を探究できるのが魅

力です。物理のほか数学や

生物学など幅広く学びを深

め、宇宙全体の重力の研究

に携わることが目標です。

在学生の声Student Voice

物理学科 4年生  古田 悠真
大阪教育大学附属高等学校
池田校舎卒業

Q& A
前期入試にある「理科選択制度（定員9名）」とは、所属学科を定めずに理学部に入学する制度です。物理、化学、生物、地球それぞれの学問領域につ
いて広く学び、1年終了時に所属学科を決定します。自分の適性を見極めて進路を決めたい人には注目すべき制度です。受験時には「理科選択」と他
の学科を併願することも可能です。

理科選択制度とは
何ですか？

数学科 物理学科

化学科 生物学科

地球学科

想像を創造に変える
化学の力で夢のある未来を
切り開きましょう。

Professor’s MESSAGE
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博士
（理学）

修士
（理学）

フラットな関係性の中、
周囲から刺激を受け
視野が広がりました。

卒業生紹介Study Program

Curriculum

過半数の卒業生が大学院に進学して、より高度な学問研究を目指します。科学的な思考力と実践力は21世紀の社会に貢献することでしょう。各種
製造業、官公庁、教員に加えて、ソフトウエア、報道、出版など情報や通信産業からの求人も増えており、卒業後の進路は広範囲です。豊かな感性を
もって多様な問題に対処できる人材を現代社会は求めています。卒業後はあらゆる分野で活躍できるでしょう。

卒業後はどのような
進路がありますか？

Q& A
何といっても、世界をリードする最先端の研究を行い、それを教育にも生かしているのが特長です。5学科でミクロの世界から宇宙に至る幅広い自然科
学の分野をカバーし、自由な学風の下でレベルの高い研究を進めています。また、教員1人当たりの1学年の学生数が1.7人と少なく、それぞれの学生に
合ったきめ細かな教育を行っています。さらに、学校推薦型選抜や編入学制度を設け、社会の変化に合わせて多様な人材を受け入れています。

本学理学部の特長は
何ですか？

Q& A

全学共通科目

専門科目

数物系（数学分野、物理学分野）、物質分子系、生物地球系の3専攻を擁する理学研究科は、全国で最も早く博士課程が設置された研究科の
一つで、最先端の研究により優れた業績をおさめてきました。多くの修了生が大学や国公立研究所をはじめ、民間企業など国内外で活躍しています。

大学院 理学研究科

ゼミナール
後期特別研究

講義・演習科目
前期特別研究

前期博士課程前期博士課程
 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

※1：3年次への編入学ができます（化学科のみ）。　※2：成績優秀者は、3年次に大学院を受験することができます。　※3：物理学科は、「特別実験・特別理論演習」です。 上記授業名は開講科目の一部です。

基礎的な数理科学を修得し、
多様な分野の学びを通じて
多面的な見方を身に付ける。

専門分野について
理論・知識・技術を
正しく修得する。

専門的な講義や実験を通じ、
問題解決能力や結果の考察力、
報告に関する能力を養う。

研究室に所属し、
自ら立てたテーマに基づき
最先端の研究を行う。

 年次3

学士
（理学）

学士課程学士課程 後期博士課程後期博士課程

数物系専攻（数学分野、物理学分野）／物質分子系専攻／生物地球系専攻
特別研究※3

現在、空調機メーカーにて材料の用途探索の
業務に携わっています。専門性の高い技術部
門や市場に近いマーケット部門の方と、密にコ
ミュニケーションをとって進める仕事です。在学
中は、市大ならではの世代を超えて交流できる
フラットな雰囲気のなかで、非常に専門性の高
い分野の先生方や先輩方と接することができ
ました。理解が難しい領域の技術についても、
気後れすることなくお話させていただいた当時
の経験が、現在の業務に生かされていると感じ
ます。特に物理学科は先生方と気軽にお話しや
すく、また多様な分野の先生方がいらっしゃる
ため、さまざまな物理学の最先端に触れ、刺激
を受けられる環境。皆さんの学びたいことが
きっと見つかるでしょう！

※4：通常は4月入学ですが、10月入学制度もあります（前期博士課程は外国人留学生、後期博士課程は一般、社会人、外国人留学生）。
◆成績優秀者は、前期博士課程の在学期間（標準2年）および、後期博士課程の在学期間（標準3年）を短縮することができます。
◆一定の条件を満たした場合、在学年限（前期博士課程は4年、後期博士課程は6年）の範囲内で長期履修が認められる長期履修制度があります。

10月入学 ※4 10月入学 ※4

位相数学Ⅰ

専門生物学実験A・Ｂ

地球学野外実習A・B

基礎物理学実験Ⅰ・Ⅱ、基礎化学実験Ⅰ・Ⅱ

現代数学における「距離」についての基本的な考
え方を学びます。

基礎的な物理現象について理解を深めるととも
に、基本的な測定機器の取り扱い、実験手法を
学びます。

卒業研究を始めるために必要な化学実験の技
術と考え方を修得します。

生物学科の全研究室で担当します。さまざまな生
物材料にふれ、幅広い生命現象への理解を深め
ます。観察や実験操作の基本と実際を学びなが
ら、卒業研究のための技術と考え方を修得します。

合宿方式で、主要な地質現象が観察される地域
の野外見学と調査を行います。地質図や地質柱
状図などの作成方法を学ぶとともに、結果をまと
め、発表する能力を養います。

位相数学Ⅰ

2年次

専門生物学実験A・Ｂ

3年次

地球学野外実習A・B

1・2年次

自然界のあらゆる所に数理的な構造が潜んでい
ます。その探求の中で数学は成長し、現在の姿に
なりました。その現代数学の基礎概念を修得する
ことを目標とした教育を行います。微積分と行列、
群や位相といった基本的事項を自分の思考の道
具とするまでじっくり時間をかけ、さらに特別研究
における教員との真剣な議論を通して、個性を生
かし自由に考えること、アイディアを実現する過程
を自ら歩むことの悦びと大切さを学びます。

数学科

数理
構造論

数理
解析学

基礎
物理学

宇宙・高エネルギー
物理学

物性
物理学

物理
化学

有機
化学

無機
化学

生物分子
機能学

生体機能
生物学

自然誌
機能
生物学

基礎物理学実験Ⅰ・Ⅱ

1・2年次

自然界を支配する基本的な法則を物理学の両
輪である理論と実験の両面から学びます。一貫し
たカリキュラムにより、基礎の古典物理から現代
物理に至る専門知識を学び、最先端の研究を通
じて論理的な思考力を養い、その研究方法の修
得を目指します。

物理学科

基礎化学実験Ⅰ・Ⅱ

1・2年次

物質の基本単位である原子や分子の構造と、
それらが相互作用して起こる化学反応などの
現象を理解し、物質を自由自在に扱おうという
のが化学という学問です。国際的かつ自由な雰
囲気の下で、化学の基礎から先端までを、幅広
く学びます。

化学科

生物学は、急速な発展を遂げつつある学問です。
本学科では、生体分子を対象とした生化学・生物
物理学などから、細胞や器官を対象とした分子生
物学・細胞学・発生学・生理学、さらに、個体や個
体群を対象とした生態学・進化学までの幅広い
分野で、最先端の教育と研究を行っています。

生物学科

地殻を中心とする固体地球の総合的理解を目
指し、鉱物単位から全地球規模までの広範な対
象について、基礎的・応用的な教育研究をしてい
ます。このような研究教育活動を通して、人類の
活動や生存条件と密接に結びつく現在の地球
環境の把握と未来の予測に貢献しています。

地球学科

環境
地球学

地球物質
進化学

Ⅰ

Ⅰ・Ⅱ

・ 実解析・複素解析学
・ 応用数学
・ 偏微分方程式論

・ 確率論
・ 微分幾何学

・ 超低温物理学
・ 光物性物理学
・ 生体・構造物性物理学

・ 素励起物理学
・ レーザー量子物理学
・ 電子相関物理学

・ 量子機能物質学
・ 分子物理化学
・ 生命物理化学

・ 構造生物化学 
・ 光物理化学 ・ 人類紀自然学

・ 地球情報学

・ 地球物質学
・ 地球史学

・ 分子変換学
・ 有機反応化学
・ 合成有機化学

・ 物性有機化学
・ 精密有機化学

・ 生体分子設計学
・ 機能化学

・ 複合分子化学
・ 先端分析化学

・ 宇宙線物理学 
・ 宇宙・素粒子実験物理学
・ 高エネルギー物理学
・ 重力波実験物理学

・ 代数系
・ 多様体論

・ 表現論
・ 位相幾何学

・ 素粒子論
・ 原子核理論

・ 宇宙物理
・ 数理物理

・ 都市地盤構造学

・ 岩石学

・ 動物機能生態学
・ 植物機能生態学

・ 情報生物学
・ 植物進化適応学

・ 動物機能生物学
・ 植物機能生物学

・ 細胞機能学

・ 生体高分子機能学
・ 生体低分子機能学

・ 代謝調節機能学

※1 ※2

宮本 由美

理学部 物理学科
2018年3月卒業

ダイキン工業
株式会社
ダイキン情報技術大学

3332 OSAKA CITY UNIVERSITY OSAKA CITY UNIVERSITY

理
学
部



最新のテクノロジーと豊かな知識を駆使し
可能性あふれる未来を創造する。

2
多様化・高度化する時代の要請に的確に対応

できる人材を育成するため、「機械」「電子・物

理」「電気情報」「化学バイオ」「建築」「都市」と

いった幅広い領域をカバーする6学科で、さま

ざまな難問に立ち向かう力を培います。

21世紀の多岐にわたる
難問に立ち向かう6学科の学び

3
原子レベルの観察ができる顕微鏡や建築

構造物の強度を測る装置など、各専門分野

に最先端機器を完備。最新の研究設備と

少人数制によるきめ細かな研究指導で、一

人ひとりの「やってみたい」を叶える豊かな

学びが可能です。

専門を深める充実した
研究環境と少人数教育

1
「工学」とは、人々の安全で快適な暮らしや人

類の夢を実現するためのしくみを生み出す学

問。本学部では、豊かな生活を創るためのモ

ノづくりに必要な幅広い知識と、高度なテク

ノロジーに対応していく力を身に付けます。

より良い暮らしを実現するための
知識と技術を身に付ける

学びの特長

http://www.eng.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2653工学部

Faculty of Engineering

大阪市大の挑戦Challenge of OCU在学生の声Student Voice

地盤工学分野（防災から環境まで）
都市学科  大島 昭彦先生

大阪地域では海溝型の南海トラフ地震と直下型

の上町断層帯地震による沖積砂層の液状化被

害が予想されています。そこで、地盤情報を集約

して作成した「250mメッシュ地盤モデル」によっ

て液状化危険度マップを求めています。また、そ

の対策として「地下水位低下工法」を適用するこ

と、さらに地下水を有効利用する方策も提案して

います。以上のような地下水制御による地盤防災

と環境保全に関する研究を行っています。

社会の発展に欠かせない
先端技術を学べる学科です。

コードを書くことで作業の自動化やアプリの

開発などができるプログラミングの学びに夢

中です。ロボットのシミュレーションなど豊富

に用意されている実践演習を通じて、実際

に手を動かして学びを深めて

います。将来はロボットや人

工知能の開発に携わり、先

端技術を通して社会に

貢献したいです。

在学生の声Student Voice

電気情報工学科 2年生

小川 唯
帝塚山学院泉ヶ丘高等学校卒業

Q& A
日本最大級の公立大学に設置された本学部は全国的に高い知名度と教育研究実績を持ち、創設時から基礎と応用の結合を重んじる教育理念の下、優秀な人材を
多数育成しています。教員1人当たりの学生数が1学年2～3名と少なく、きめ細やかな指導が可能。関連する専門基礎科目を幅広く受講できるカリキュラムで、専門領
域を堅持しつつその幅を広げることができます。さらに、プレゼンテーション能力に優れた自立的技術者・研究者の育成にも力を注いでいます。

他大学の工学部と比べて
どんな特長がありますか？

地震・豪雨による
自然災害に備える対策を
一緒に研究しよう！

Professor’s MESSAGE

機械工学科 電子・物理工学科

電気情報工学科 化学バイオ工学科

建築学科 都市学科

大阪・神戸地域の液状化危険度マップ
（PL値が大きいほど危険度が高い）

3534 OSAKA CITY UNIVERSITY OSAKA CITY UNIVERSITY
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身に付けた多角的な視点と
探究心を生かして
独創的なアイデアを
生み出していきたいです。

法山 千穂

工学部 建築学科
2014年3月卒業
工学研究科 都市系専攻
2016年3月修了

株式会社
大林組

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

いまや情報ネットワークは社会を支える重要なイン
フラとして、当たり前のように使われています。この講
義では、遠く離れた、お互いに知らない機械同士
が、どのようにして情報を正確にやり取りしているの
か、その考え方・本質を中心に、屋外演習や例を交
えながら分かりやすく説明します。

材料力学では、さまざまな材料を安全かつ適材適所
で使用するために必要な知識を習得します。変形を扱
わなかった高校までの剛体の力学から大きく前進し、
外から与えられた力によって材料はさまざまな形に変
形します。社会における材料力学の貢献を実感しなが
ら、材料と機械のつながりを楽しく学んでください。

ネットワーク論 材料力学Ⅰ
阿多 信吾先生 内田 真先生

全学科で教員免許（高校一種・工業）を取得できる可能性があります。また、P12‐13の表に示すように、危険物取扱者、建築士、測量士などの受験資
格等を得ることが可能な学科があります。ただし、これらの免許・受験資格等の取得には、資格ごとに定められた科目を在学中に修得することが必要で
す。また、卒業後に所定の実務経験を経ることが必要なものもあります。卒業することのみで資格が取得できるわけではありません。

どのような資格が
取得できますか？

Q& A
本学部の実績は、産業界、広くは社会から高く評価されており、卒業生は企業、国、自治体などに就職して大いに活躍しています。また、卒業生の4人に3人の
割合で大学院に進学し、修士（工学）あるいは博士（工学）の学位を取得します。大学院修了者の多くは、国や企業等で研究、技術開発に携わり、社会や
人 の々生活の進展・発展に貢献しています。博士（工学）の学位を取得するために、企業等に勤務しながら社会人学生として大学院に入学する人もいます。

卒業後の進路にはどのような
ものがありますか？

Q& A

全学共通科目

機械物理系専攻、電子情報系専攻、化学生物系専攻、都市系専攻の4つの専攻で、世界の先端技術研究の一翼を担い時代をリードする高度専
門技術者・研究者を育成します。少人数教育と高い研究水準により、民間企業、研究機関、官公庁などで活躍する優れた人材を輩出しています。

大学院 工学研究科

前期博士課程前期博士課程
 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

● 機能創成科学教育研究センターは、電子情報系、化学生物系、機械物理系の3専攻の内の6分野で構成
されています。分野間の連携、外部との連携を通じて、材料科学、材料技術の立場から持続可能な
社会の実現に貢献します。あわせて将来を担う人材を育成します。

● 医工・生命工学教育研究センターは、健康・長寿社会の実現に必要な再生医療やがん治療に資する最
先端医療工学技術の基盤構築を目指します。異分野教員が連携し“スマートエイジングシティ”における
医工学分野でのイノベーションとそれを牽引する人材育成に貢献します。

● 都市科学教育研究センターでは、自然科学・社会科学・工学の融合による俯瞰的見地から、都市におけ
る人間活動と自然・生活・産業の変容の関係性を探求します。研究・教育を通じ、未来社会の目指す姿を
描き、その具現化に向けた社会システム創造に貢献します。

工学研究科では３つの教育研究センターを設置し、
工学に基づいた先進的な都市環境の実現を目指して、
分野横断的にさまざまな活動をしています！

TOPICS

※1：飛び級入学制度＝成績優秀者は、学部3年次に大学院を受験することができます。

自然科学をはじめとする
基礎・教養を
幅広く学ぶ。

専門に展開できる
基礎知識を
バランスよく学ぶ。

応用や演習科目などを
通じて研究の
土台を養う。

専門性、独自性を
重視した学びを発展させ
卒業研究に取り組む。

 年次3 ※1

学士
（工学）

学士課程学士課程 後期博士課程後期博士課程

博士
（工学）

修士
（工学）

ゼミナール
後期特別研究

講義・演習科目
前期特別研究

機械物理系専攻／電子情報系専攻／化学生物系専攻／都市系専攻
※2：年限短縮制度＝成績優秀者は、前期博士課程の在学期間（標準2年）を1年短縮して後期博士課程に進学することができます。また、後期博士課程の成績優秀者は、在学期間（標準3年）を1～2年短縮して修了することができます。
※3：通常は4月入学ですが、10月入学制度もあります（前期博士課程は外国人留学生、後期博士課程は一般、社会人、外国人留学生）。

10月入学 ※3 10月入学 ※3

現在、株式会社大林組に勤務し、建築設計に携わっ
ています。仕事ではデザイン検討や図面作成だけで
なく、チームの取りまとめ、客先へのプレゼン等も行
います。大学院では、大学で学んできた多角的視点
を要する都市・建築デザインの知識を応用しつつ、
小学校のトイレ改修・遊具の計画・高齢者シェアハ
ウスの提案等を行い、多様な人 と々の関わりの中で
コミュニケーション力、プロジェクトの推進力を学ん
できました。入社後は推進力だけでなくスピード感
が求められ、短い時間の中で独創的なアイデアを生
み出す能力を鍛えている最中です。学ぶのではなく、
探究心を持ちながら新たなアイデアを生みだす人材
が市大から輩出されることを楽しみにしています。

基礎教育科目 専門教育科目

※2 ※2

機械工学は、エネルギー、環境、ロボット、マテリアル、
航空・宇宙、輸送、医療など、幅広い産業分野で必要
とされる基盤的学問分野であり、高度な社会的ニー
ズに応える柔軟な応用力、それを支える確かな基礎
知識と将来を担う専門知識が求められます。環境・
エネルギー、システムダイナミクス、マテリアルデザイン
のそれぞれを主体とした先端的な3つの教育分野が
連携し、広く深い知識の習得を目指します。

機械工学科

研究分野

電子工学、電気工学および物理工学は、携帯電話、コン
ピュータなどの現代社会を支える電子機器、情報・通
信機器、計測機器の開発やレーザー、半導体、さらに
光通信などの先端技術の開発に不可欠な学問です。
本学科では、これらについて物理学的基礎から応用
まで幅広く学ぶためのカリキュラムを提供。また、未来
に向けた多様な研究を通して新しい技術を切り開くこ
とができる技術者と研究者を育成します。

電子・物理工学科

電気情報工学科は、電気工学、電子工学、情報工
学、通信工学、計算機科学などを基礎とし、幅広い
科学技術を融合した新しい学科。ここから発する技
術は、新たな先端技術領域を生み出すと同時に、現
代社会の産業基盤、生活基盤として必要不可欠と
なっています。電気・電子・情報・通信などの問題に
対する適応能力を養成し、未知の問題を自らの手で
解決していく自主性と独創性を養成します。

電気情報工学科

・ 環境エネルギー領域（環境熱工学、熱プロセス工学、流体工学）
・ システムダイナミクス領域（機械力学、材料数理工学、ロボッ
ト工学、動力システム工学）
・ マテリアルデザイン領域（生産加工工学、材料物性工学、
材料機能工学、材料知能工学）
・ 共通領域（応用数学、機械工作室）

研究分野
・ 物質機能工学領域 （光機能工学分野、数理工学分野、
表面機能工学分野）
・ エネルギー機能工学領域 （パワーエレクトロニクス、プラ
ズマ工学）

研究分野
・ エレクトロニクス領域（光電子工学、スマートエネルギー
工学、システム制御工学、スマートセンシング工学）
・ 情報処理領域（情報システム工学、情報処理工学、知識 
情報処理工学）
・ 情報通信領域（情報ネットワーク工学、情報通信工学、
マルチメディア工学）
・ 応用システム領域（分散システム工学、情報基盤工学、
知識情報システム工学、空間情報システム工学）

私たちの生活や地球環境を支えている全ての科学
技術は、化学や物理、生物などの多様な学問が織り
なす知的ワールドの中で成り立っています。本学科で
は、化学・食品・医療・材料・環境・エネルギーなどの
分野で基幹を成している化学と生命科学の基礎科
目を効率よく学べるように、また学生が志望する進路
に合わせて選択し専門的に学べるように機能的にデ
ザインされたカリキュラムを提供します。

化学バイオ工学科

研究分野

建築はさまざまな環境づくりを通して人間と密接に
関わり社会を形成する、重要かつ大きな可能性を有
した分野です。本学科は芸術・学術・技術に立脚した
「総合建築教育」が特色。成熟期を迎えた社会の要
求や課題を的確に把握し、理論的かつ実践的に対
応しうるデザイナーやエンジニアの育成を目指しま
す。さらに、都市学科との連携によって、より幅広く
「建築」から「都市」までを学修することもできます。

建築学科

都市固有の歴史と文化を継承・発展させながら自然
と調和した、豊かで安全・安心な「環境都市」の創出
を目指して、グローバルな視野に立ちローカルな実
問題に対処できる複眼的な視点を備えたプランナー
とエンジニアを育成する教育を行います。3つの専門
領域を軸とし、環境都市づくりのために必要な要素
技術と、それらを総合的に利用し計画・設計・保全す
る技術に関する多面的なカリキュラムを提供します。

都市学科

・ エネルギー物質化学領域（無機工業化学、物理分析化学）
・ 分子科学領域（有機・高分子化学 、機能分子化学、材料化学）
・ 化学バイオプロセス工学領域（反応化学工学、生物化学工学）
・ バイオサイエンス領域（生体機能工学、生物分子工学）
・  バイオエンジニアリング領域（細胞工学、生体材料工学、
創薬生命工学）

研究分野
・ 構造領域（建築構造、建築防災、建築材料）　
・ 環境領域（建築環境）　
・  計画領域（建築デザイン、建築計画、建築史、建築構法）
・ 共通領域（図形科学）

研究分野
・ 都市デザイン領域（都市計画、交通計画、交通環境）
・ 環境創生領域（熱環境、熱エネルギー設備、水圏生態工
学、水圏環境工学、水処理工学、廃棄物リサイクル）
・ 安全防災領域（複合構造、コンクリート構造、橋梁工学・鋼
構造、地盤環境工学、地盤防災工学、河海工学、水理学）

卒業研究

学部ごとの
注目情報を
お届け
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最先端知識と技術をもって
全人的な医療人を育成する。

2
早期臨床実習（1～3年次に実施）で附属

病院や教育協力病院などで現場に触れ、

実際の医療を体験します。実習を通じて医

学・医療の最先端知識と技術を体感し、全

人的な医療人の育成を目指します。

1年次から現場に出て、
最先端の知識と技術を体感する

3
大阪市にある唯一の医学部医学科として、

これまで5,137人の卒業生を輩出。近年

の目覚ましい医学・医療の発展に対応し、

社会に貢献していく学びを提供するため、

教育・研究・診療体制の改革に取り組んで

います。

21世紀の医学・医療に
対応した豊かな学び

1
医師に必要な高度な医療知識［智］はもち

ろん、勇気をもって信念を貫く技術と行動

力［勇］を修得し、人の悩みや痛みを深く温

かく受け入れる慈愛の心［仁］を育みます。

これらを基本理念に据えたカリキュラムを

設置しています。

「智・仁・勇」を
理念としたカリキュラム

学びの特長

http://www.med.osaka-cu.ac.jp/
06-6645-3611医学部医学科

School of Medicine

大阪市大の挑戦Challenge of OCU在学生の声Student Voice

希少難病の新規診断・治療法の開発
医学研究科 発達小児医学  濱崎 考史先生

小児科では、希少難病を抱え生活されているお子さんの診療に携わっています。個々の疾患はま

れなため社会の認知が低く、研究者も少ないため、その診断法や治療法の開発は残念ながら進ん

でいません。一方で、遺伝子解析技術はもちろん

のこと、生体物質を網羅的に分析できる質量分

析技術の急速な発展に伴い、多くの希少難病の

研究に光が当たるようになってきました。新生児

マススクリーニングの拡大もその一例であり、現

在われわれは、学部を超え、多くの研究機関と連

携して新しい技術を希少疾患克服に応用する研

究を続けています。

知識と技術が医療の
現場でつながり、
スキルとして身に付きます。

人の命を救う仕事がしたいと医学科を志望。

授業では常に新しい発見があり、得た知識を

実習で生かせたときや、実習での経験を授業

で再確認できたときに成長を

感じます。患者さん一人ひとり

と向き合い、医療現場で連

携して治療ができる医師

を目指して、学びを深め

ていきたいです。

在学生の声Student Voice

医学科 4年生  松本 崚介
東大寺学園高等学校卒業

Q& A
医学部医学科の入学試験は2009年度より、従来の分離分割方式から変更し、一般選抜前期日程で募集しています。
2019年度より、新たに総合型選抜・学校推薦型選抜での募集も行っています。
詳細については、医学部Webサイト（URL：http://www.med.osaka-cu.ac.jp/admission/index.shtml）をご覧ください。

医学科では、どのような
入試を行っていますか？

子供たちの健やかな成長を
支える社会の実現へ
共に活動しましょう！

Professor’s MESSAGE
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恵まれた環境の中、
実践的な手技や
深い知識が
身に付きます。

北川 大貴

医学部 医学科
2017年3月卒業

地方独立行政法人
大阪市民病院機構
大阪市立
総合医療センター

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

基礎医学では、まず人体の構造と機能のしくみを分子から個体レベルまで総合的

に学修します。次に、病気の概念や細菌、ウイルス、医動物などの病原性とその感染

機序、生体の免疫機構や薬物療法の基礎を学びます。社会医学では、健康事象の

地域的・経年的分布、生活環境要因の健康への影響、地域・国・世界の保健システ

ム、法的問題や心身への影響など、健康を取り巻く社会的要因について学びます。

その後、基礎・社会医学系の各講座を選択し、教員の指導の下で特定のテーマに

ついて学生が自ら研究する「修業実習」に進みます。

子育てとキャリアアップの両立を目指して

女性医師や看護師などの女性医療人が、出産・子育てをしながらも仕事を継続できるように、病児保育室の開設や子育て中の女性医師の短時間勤務
を実施し、「女性医師・看護師支援センター」が窓口となってそのマネジメントにあたっています。また離・退職した女性医療人に向けて復帰研修プログラム
なども提供し、女性医療人を取り巻く社会への働きかけを行っています。

SSCは、医学・看護学生、研修医、看護師、ならびに全ての病院職員にシミュレーション医療教育を

実施する施設で、さまざまな手技に関する講習会を定期的に開催しています。その中でも、学生が

インストラクターを務める「AED講習会」は大変好評で、「学生たちの学習効果からみても有用」と多

方面から評価されています。毎年、他学部学生や近隣住民、医学部を目指す高校生らも受講してお

り、学生が「Teaching is Learning」を体験する場となっています。

スキルスシミュレーションセンター（SSC）

基礎・社会医学教育
1年次より早期臨床実習を行い、一般病院や診療所で実際の医療現場を体験しま

す。また、関連施設を使用した心肺蘇生法実習も実施しています。3～4年次にかけ

て臓器別講義や臨床スターター実習で共用試験（CBT・OSCE※）に向けた準備を

します。本格的な臨床実習は4年次の終わり頃から始まり、5年次には附属病院の

各診療科、6年次には教育協力病院でそれぞれ実習を行い、幅広い臨床技能を修

得します。実習先の病院・診療科の選択と調整は、学生の自主性を尊重しています。

海外の施設での臨床実習も可能で、毎年、数名の学生が参加しています。

臨床医学教育

修業実習は、基礎医学の全科目修了後に実施され
ます。約3カ月間、基礎医学の教室・研究室に配属
され、特定のテーマについて、基礎系教員の指導の
下、研究に取り組みます。実習を通じて、自ら課題を
発見し、適切な解決方法を導き出す研究態度の基
礎を身に付けることを目的としています。

外来型CC※では、将来どの診療科でも必要な医療
面接や診療記録を実践的に学びます。学生は外来
部門で実習を行い、症例検討会で受け持った患
者さんの症例について報告し、プレゼンテーション
スキルを磨きます。本実習で修得したことをベース
に、より専門的な臨床実習（5年次：ユニット型CC、
6年次：選択型CC）に進んでいきます。

基礎･社会医学教育 臨床医学教育
分子病態学　徳永 文稔先生 総合医学教育学　首藤 太一先生

高齢化社会に対応して、老化の現象の研究、老年疾患の原因解明と治療法の開発を行うために、1998年に老年医学研究部門が開設され、
2000年には老年医科学大講座となりました。老化に関する分子制御、免疫学、遺伝子制御、脳・神経系、生体調節物質などの基礎研究や高齢者
に多い腫瘍疾患や循環器血管の病気の研究や認知症研究、専門教育を行っています。

高齢化社会に向けて
医学部での取り組みは？

Q& A
学部を卒業後、医師国家試験に合格すれば、医師免許を取得することができます。医師免許により医療行為はできますが、臨床経験が
少ないので、研修医療機関で2年間の初期臨床研修を行うことが必要です。さらに、後期臨床研修として専門医（内科系、外科系など）の
コースに進むことにより、医師としての臨床経験を積みます。また、大学院へ進み、博士の学位を取得するコースを選択することもできます。

６年間の学部を卒業すれば、
すぐに医師になれるのですか？

Q& A

全学共通科目 社会医学教育

基礎医学教育 臨床医学教育

博士課程では、社会が求める医学・医療のさまざまな問題に対応するため、都市医学や老年医学、遺伝子治療などの分野やがん専門医師養成
のためのコースを設置。高度な専門知識と技術を持つ医師や医学研究者、医療従事者を養成します。

大学院 医学研究科

修士課程修士課程

 年次1 ※1

 年次1·2

 年次2  年次4  年次5  年次6

TOPICS

学部ごとの
注目情報を
お届け

医学部医学科のココもCHECK!

医学の基盤となる
知識を学び、蓄える。

知識と技術をさらに向上させ
医療人としての
心構えを身に付ける。

臨床実習で現場を経験し
高度な判断力や
行動力を養う。

 年次3

学士
（医学）

学士課程学士課程

博士
（医学）

基礎医科学専攻※2

臨床医科学専攻

本学では低学年のうちから臨床現場に触れる
機会が多いです。臨床現場では採血など、患者
様に侵襲的な手技を要する場面に遭遇します。
恵まれたことに本学にはSSCがあり、納得のい
くまで手技の練習をすることができます。臨床
経験を積むことによって煩雑な座学への理解も
より深まります。加えて非常に立地が良く、切磋
琢磨する同志や先輩・後輩、先生方と輝かしい
日々を過ごすことができます。本学での経験や
得た知識、人脈は、かけがえのない財産です。
充実したキャンパスライフを満喫し、皆様と共
に働ける日が来ることを楽しみにしております。

医
師
国
家
試
験

大学院基礎医科学専攻への進学を希望する学生が登録可能です。大学院準備コース※1：

 年次1  年次2  年次3  年次4

他学部
卒業生（4年）
社会人

他学部
卒業生（4年）
社会人 修士

（医学）
医科学専攻

初期臨床研修（卒後2年）初期臨床研修（卒後2年）初期臨床研修（卒後2年）初期臨床研修（卒後2年）初期臨床研修（卒後2年）

大学院準備コースを修了し、所定の条件を満たした学生は最短10年で博士号が取得できます。MD-PhDコース※2：

※CBT: Computer Based Test 医学知識と問題解決能力を、コンピュータを用いて評価する試験
　OSCE: Objective Structured Clinical Examination 態度・臨床技能を客観的に評価する試験

医学部の附属施設

▶ 医学部附属病院
電子カルテを含む病院情報システムや高度先端
医療を支える最新鋭の診断・治療設備と優秀な教
員・医師・医療技術職員・看護師によって高度医
療を実施するとともに、優れた医師の養成と、先端
医療の研究開発を行っています。

▶ 附属刀根山結核研究所
結核をはじめとする抗酸菌感染症における分子機
序の解明、さらに、新規診断法や治療法の開発な
ど、戦略的制圧研究に貢献しています。

▶ 医学情報センター
大学内外の研究者や医療関係者へ、医学・医療に
関する最新情報を積極的に提供しています。

▶ 医療研修センター
医師や看護師をはじめ医療関係職員等が、より質
の高い保健・医療の提供を目指し、多様な研修を
行っています。

▶ 学術情報総合センター医学分館
医学雑誌・図書・マルチメディアを豊富に揃えています。

▶ 高度融合画像解析支援センター
最先端の画像解析・診断装置の高度活用を目指
して、診療部門を越えた情報や技術の共有を実現
し、装置の操作や画像の評価に関して支援を行う
組織です。

附属病院 医学分館

※CC…クリニカル・クラークシップ：診療参加型臨床実習

総合医学教育学・総合診療センター　首藤 太一先生

博士課程博士課程

修業実習 臨床実習
（外来型CC）
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幅広い教養と高い倫理観を備え、
豊かな心で人々の健康に寄与する。

2
高度医療や少子高齢社会に対応し、大阪

市立大学医学部附属病院など多様な実習

施設で学びます。学術情報総合センター医

学分館やスキルスシミュレーションセン

ターなども利用できます。

社会の変化に即した
看護を学ぶ豊かな学習環境

3
看護学の学問体系を構築できる教育・研

究者、看護の質を改善するための組織的指

導を行う実践者を育成する大学院研究科

への進学が可能。看護学の発展に寄与す

る力を養います。

時代に対応できる看護実践者・
教育者・研究者を育成する研究科

1
看護学科では、幅広い教養と倫理的態度、

豊かな人間性を兼ね備え、科学的思考に

基づいた判断力や高度な実践能力を持っ

た看護職者を育成する充実のカリキュラム

を設置しています。

洞察力と判断力に優れた、
感受性豊かな看護職者を育成

学びの特長

http://www.nurs.osaka-cu.ac.jp/nurs/
06-6645-3511医学部看護学科

School of Nursing

大阪市大の挑戦Challenge of OCU

女性が安心して子育てできる、
健康に過ごせるための支援を考える
母性看護学領域  玉上 麻美先生

少子高齢化の社会の中、晩婚化による高齢で

の出産や不妊治療などの医学の発展により、

女性を取り巻く環境が大きく変化を続けていま

す。社会や環境の変化が、妊娠することや子育

てをすることにどのような影響を及ぼしている

か、またどのような支援が求められているかを

研究しています。助産師として、女性が安心して

妊娠、出産、子育てができるために、また、看護

者として患者さんやその家族が健康に過ごせる

ために何ができるかを探求し、女性と赤ちゃん

そして家族に貢献したいと思っています。

Q& A 看護学科ではあらゆる人々が前向きに自立した生活をするための援助をします。講義・演習・実習を通して、豊かな教養と看護技術の
基礎を修得し、それぞれの生活全体を捉えて、問題解決していくシステムや援助を具体化する方法を学びます。

医学部看護学科では、
どのようなことを学ぶのですか？

看護とは何か、
看護職者として何ができるのかを
ともに探求しませんか

Professor’s MESSAGE

看護学科 4年生  柳原 理子
四天王寺高等学校卒業

在学生の声Student Voice

臨床現場で役立つ実践的な
スキルが身に付きました。

最先端の医療について附属病院での実習

を通して実践的に学べるという環境が本学

の魅力。医学科の学生とのチーム医療の授

業もあり、臨床現場で役立つ知識と技術を

確実に身に付けることがで

きています。これらを生か

し、患者さんやその家族に

寄り添える看護師を目

指しています。
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医学部看護学科のココもCHECK!

博士
（看護学）

修士
（看護学）

体系的な看護の学びや
知識の積み重ねが
現場での看護に
生きています。

山本 達典

医学部 看護学科
2009年3月卒業

大阪市立大学
医学部附属病院
看護主任

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

卒業後の資格・進路
本学科の所定の単位を取得すれば、看護師と保健師*になるための国家
試験受験資格が得られます。また、本学科を卒業した人は助産師学校への
進学、養護教諭の養成課程や大学院への進学も可能です。
卒業生は、大阪市立大学医学部附属病院や国公立・私立の病院、保健
センター、企業、学校等へ看護師や保健師として就職しています。看護師
の国家試験の結果は、開設以来合格率ほぼ100%です。

医学部看護学科・大学院看護学研究科では、充実した実践的な看護教育を行うために、大阪市立

大学医学部附属病院看護部とユニフィケーションし、看護部に所属する看護師を「臨床特任講師」

として採用し、教員と臨床特任講師による教育を行っています。臨床特任講師は、臨床の最前線で活

躍する現役看護師ですので、学生は演習や実習を通して、看護の基本的な技術や先進医療を担う看

護師の役割について学ぶことができます。

教育体制の特色

老年看護学を学ぶ最初の科目です。老年期の人々
の健康や生活の特徴、ライフスタイルや環境を考慮
した生活支援など、老年看護学の基本的な視点や
考え方を学びます。高齢者施設の見学、リフトや車
椅子などの福祉用具の体験なども行います。

この科目は専門科目群「看護学の理論と実践」に
含まれ、3年次前期に学びます。地域で生活する
人々の健康増進とＱＯＬの向上に寄与する公衆衛
生看護全般について学習します。また、公衆衛生看
護の歴史的過程を踏まえて、公衆衛生看護におけ
る実践活動の理念と目的、課題を通して、公衆衛
生看護学について理解を深めます。

老年看護学概論 公衆衛生看護学概論
白井 みどり先生 横山 美江先生

本学の所定の単位を取得すれば、看護師と保健師になるための国家試験受験資格が得られます（ただし、保健師教育課程の履修は、
学内選抜による定員制です）。また、本学を卒業した人は助産師学校や大学院への進学も可能です。

卒業後の資格や進路には
どのようなものがありますか？

Q& A大阪市立大学は総合大学であるため、さまざまな学部の学生との交流が可能であり、人間・医療・看護について深く、広く学ぶことが
できます。

他の看護系大学とは
どのような違いがありますか？

Q& A

全学共通科目

専門基礎科目

専門科目

生命の尊厳と人間理解に基づき、複雑化・高度化する医療保健福祉分野における専門性の高い看護実践能力と看護の教育、研究能力を有
する人材を育成します。

大学院 看護学研究科

※2

生活看護学分野※1
臨床看護学分野※2

前期博士課程前期博士課程
 年次1  年次1·2  年次1～3 年次2  年次4

TOPICS

学部ごとの
注目情報を
お届け

看護の基盤を学ぶ。
早い段階から
医療の現場を体験する。

看護の統合と発展について
学ぶ。

社会の医療ニーズに対応できるように
看護の理論に基づき、
看護職者としての必要な基礎力を養う。

 年次3

学士
（看護学）

学士課程学士課程 後期博士課程後期博士課程

看護学の基盤 看護学の理論と実践
保健師教育課程選抜 看護の統合と発展

学生時代に、それまでは漠然と考えていた看
護を学問として考えることを知り、系統だった
知識体系という考え方に触れることができま
した。手術室で勤務を開始してからは学習内
容の多さから、知識の整理が難しく感じたり、
手術看護に戸惑うこともありました。しかし、
働き続けていくうちに、看護学であるという基
礎は変わらないということや、学生時代に触
れることができた過去の知識の積み重ねであ
るという考え方が、目の前の患者様に良い医療
を提供するために必要だと実感できています。
今後も、この経験を大事にして看護に励んで
いきます。

看
護
師
国
家
試
験
・
保
健
師
国
家
試
験

生活看護支援システム領域※3

看護支援システム領域※4

がん看護支援領域
慢性看護支援領域
看護支援基礎科学領域

※1：基礎、公衆衛生、老年、在宅　※2：がん・急性、慢性、精神、母性、小児、看護支援基礎科学　※3：基礎、地域、老年、在宅　※4：精神、母性、小児

＊ 保健師教育課程の履修は学内選抜による定員制
（2019年度卒業生実績）

94.7% 100%

看護師国家試験看護師国家試験 保健師国家試験保健師国家試験

（ 全国平均91.5% ）（ 全国平均91.5% ）（ 全国平均89.2% ）（ 全国平均89.2% ）

専門科目

・ 基礎看護学
・ 臨地実習（早期体験実習／基礎看護学実習）

看護学の
基盤

・ 成人看護学
・ 母性看護学
・ 老年看護学

・ 小児看護学
・ 精神看護学
・ 在宅看護学

・ 公衆衛生看護学
・ 臨地実習（各論実習）

看護学の
理論と
実践

本学科では、高度医療および少子・高齢化社会に対応するために多様な実習施設を整備しています。大阪市内中心部という恵まれた環境を十二分に生かし、隣接する

大阪市立大学医学部附属病院をはじめ、市内の保健福祉センター、地域包括支援センター、訪問看護ステーション等多くの施設で充実した臨地実習を行います。

・ 人間科学　　・ 健康基礎医学　　・ 保健社会学　　・ 医療援助学専門基礎科目
看護の
統合と
発展

・ 看護学研究方法論
・ 国際看護論
・ 統合看護実習

・ 看護マネジメント
・ 卒業研究
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身近な暮らしや健康を科学し、
人々の生活の質と幸福を考える。

2
「生活」を科学するためには理論的考察に

とどまらず、実体験を通して、現実社会へ応

用していく方法を学ぶことが大切です。実

験・実習・フィールドワークなど、学内外での

実践の場を数多く用意しています。

実体験を通じて、現実社会への
応用方法を学ぶカリキュラム

3
健康・環境・福祉の各分野において専門的

教育と研究を行い、総合的な視野で捉える

力を培います。グローバルな視野を養う国

際交流や生活者の視点で地域貢献活動を

行い、社会に還元しています。

幅広い視野で捉える力を養い、
社会に還元する多様なプログラム

1
人間生活と取り巻く事象を研究し、生活の

質の向上と人間らしく生きるための条件を

科学的に研究する生活科学という学問を、

「食品栄養科学科」「居住環境学科」「人間

福祉学科」の3学科構成で学びます。

人々の暮らしを科学的に
研究する3学科の学び

学びの特長

https://www.life.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-2803生活科学部

Faculty of Human Life Science

大阪市大の挑戦Challenge of OCU

食を介した健康寿命延伸へ、小さな生き物からの挑戦
食品栄養科学科  中台 枝里子先生

超高齢社会に突入した今、健康寿命の延伸は喫

緊の課題です。私たちは、老化に伴うQOL（生活

の質）の低下や免疫力低下を緩和するための食

を介したサポートを目指して研究を行っていま

す。老化の基礎研究モデルとして、体長わずか

1mmほどの線虫C.エレガンスという生き物を

使っています。小さな体ですが、ヒトの遺伝子のう

ち60-70%ほどを有し、餌を食べたら規則正しく

排便をし、記憶や学習もできます。センチュウから

ヒトの健康寿命延伸へ、一緒に挑戦しませんか？

Q& A
健康増進のために食品栄養分野の専門家として活躍できます。所定の単位を修得すれば、卒業と同時に「栄養士免許」や「栄養教諭免許」、「家庭科
教諭免許」を取得することができ、「管理栄養士」国家試験受験資格が得られます。これらの資格を生かして、病院、保健所、学校、その他各種施設で
専門的な仕事に就くことができます。また、食品関連産業で活躍することや、「食品衛生監視員」になる道も開かれています。

食品栄養科学科の
卒業後は？

食品の持つ力、
最新の科学で
一緒に解明してみませんか？

Professor’s MESSAGE

在学生の声Student Voice

健康をつくる栄養素の学びの
奥深さに魅せられました。

食文化や栄養、調理、体の仕組みなど、食に

ついて多様な面から学んでいます。食品の

栄養素は分子単位で体に影響を及ぼすこと

に興味があり、深く学びたいと考えています。

管理栄養士の資格取得を目

指しながら、食に関する知識

を日々の食生活でも実践

し、人生に生かしていき

たいです。

食品栄養科学科 3年生

東野 颯
静岡県立磐田南高等学校卒業

食品栄養科学科 居住環境学科居住環境学科

人間福祉学科
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全学共通科目

学科基礎科目 専門科目 専門応用科目 卒業研究

修士
（生活科学／学術）

博士
（生活科学／学術）

幅広い領域で活躍する
在学中の仲間や
教授とのつながりが、
一生の財産です。

春田 滉弥

生活科学部
居住環境学科
2014年3月卒業

大和ハウス工業
株式会社
企画開発設計部
ホテル・高層建築グループ

講義紹介 卒業生紹介Study Program

Curriculum

QOLプロモーター育成による地域活性化
生活科学部では、従来取り組んできた生活科学各分野のスペシャリスト養成に加えて、俯瞰的視点を持ち、各生活要素を統合・再構成する能力を修養さ
せるために、生活科学におけるジェネラリスト「QOLプロモーター」教育の充実を図っています。本学部の教育目的である「生活や社会の問題解決に有為な
人材の養成」に資することが目的です。そのため、QOLプロモーション演習を中核として、本学部3学科の学生・教員が学部横断的に展開する教育プログラ
ムを実施し、この取り組みを通じてQOLプロモーターの育成を行います。

2年次の後期の設計製図実習で、小規模集合住宅
「都市に住む」と、「地域に開かれた保育園」の2つ
の課題に取り組みます。そこに住む人や使う人がど
のような生活や活動を展開するのかを想定し、それ
を保障する空間を計画することを大切にしていま
す。15年間継続している学生の自主展覧会「芽流
展」で、その成果を発表しています。

日本の家族は、現在、過渡期の中にあります。共働
きのカップルが増えたり、結婚しない人や結婚して
も子どもを持たない人が増えたりすることによって、
かつては「当たり前」だった家族の姿はゆっくりと
「当たり前」ではなくなっています。家族社会学の講
義では、これからの新しい日本の家族の姿を考え
ます。

設計製図Ⅱ
家族社会学小伊藤 亜希子先生、松下 大輔先生、

中野 茂夫先生、渡部 嗣道先生 松木 洋人先生

国家資格である「社会福祉士」の受験資格を得ることができます。大学院に進学すると、「臨床心理士」の受験資格なども取得できます。また、
「公認心理師」受験資格に必要なカリキュラムを提供しています。卒業後は、公務員として児童相談所、福祉事務所、家庭裁判所などに勤めた
り、ソーシャルワーカー、発達相談員、カウンセラーなどとして、病院、各種の相談機関、高齢者・障がい者福祉施設などで活躍したりしています。

人間福祉学科で取得できる資格は？
また、就職先は？

Q& A
住まいを中心とする居住環境の計画、管理に関する理論をはじめ、新しい技術を研究開発する実験、居住環境等のフィールドワーク、デザ
イン・センスを磨く制作実習や設計製図など幅広いジャンルの講義や演習が提供されています。自分に最も適した専門分野を選択して居
住環境を創造する能力を養うことができます。教員とのマンツーマンによる卒業研究・制作では、専門知識の応用力を磨きます。

居住環境学科ではどのような
ことが学べるのですか？

Q& A

4つの履修コースからなる生活科学研究科は、さまざまな生活問題を学際的、複合的に解明して解決することのできる、幅広い知識・能力と応用
力を持った専門職業人と研究者の育成を目指しています。修了者はそれぞれの分野に関わる民間企業、研究機関、官公庁で活躍しています。

大学院 生活科学研究科

後期特別研究講義・演習科目
前期特別研究

 年次1  年次1  年次2 年次1  年次2  年次3 年次2  年次4

生活科学部のココもCHECK!

※：長期履修学生制度＝一定の条件を満たした場合、長期履修が認められることがあります。適用していない履修コースもあります。

自然科学、住宅設計、
心理と福祉の基礎を学び、
社会への見識を深める。

専門科目を軸に、
実験・実習に備えて
知識や技能を修得する。

ゼミ活動や
多様な実地体験を通じて
応用力や実践力を磨く。

卒業研究（論文または設計）の
課題に取り組みながら、
キャリア実現を目指す。

 年次3

学士
（生活科学）

学士課程学士課程

食・健康科学コース／居住環境学コース／総合福祉科学コース／臨床心理学コース

本学生活科学研究科には発達心理学や臨床心理学に基づき、さまざまな心の問題の解決過程を共にす

る、地域に開かれた心理臨床室があります。1950年代より「児童相談室」「児童・家族相談所」と名称を変

えながら、大阪市・近隣都市の市民への発達支援や心理相談を

行い、私たちの心や、家族が本来持っている成長のエネルギーを

回復する場を提供してきました。このような地域貢献活動は2017

年度150回以上の個人心理面接と500回を超えるグループ面接

に及んでいます。臨床心理学の基礎研究機関としての役割だけ

でなく、心の専門家を目指す大学院生の専門職養成施設として、

多くの人材を社会に送り出しています。

地域に開かれた 心の育ちに寄り添う心理臨床室
TOPICS

心理臨床室

本学では「住まい」や「まちづくり」について、生
活にかかわるさまざまな実践的な学びがありま
す。建築家を相手にしたプレゼンテーションや、
手仕事の跡が残る手書きでの設計製図など、
自らの手を動かし得た知識は、実感を伴い身に
付きました。卒業後はこれらの経験を生かし建
築士として活躍しています。時には同志と知見
を交換しながら、自らが世に発信した成果を議
論し、切磋琢磨しています。学ぶ領域が幅広い
ため、多様な分野で活躍する卒業生や教授・
建築家の方 と々今でも交流を持てることは一
生の財産です。本学で学び、自らの手で将来の
道を切り開いてください。

バイオサイエンスを通じて健全な食生活とは何かを学
び、食品と栄養に関する基礎的・実践的な知識を身に
付けた「食」の専門家を目指します。食品の成分や栄
養価などの特性に加えて、安全性の確保から調理と
給食経営に至るまでを体系的に学び、食品の栄養素
や機能を活用して、国レベルの健康増進施策からベッ
ドサイドでの食事療法まで対応できる基礎能力を培
います。消費者の立場から食品の利用と生産を考える
能力、また疾病の予防や健康の維持・増進のための
食生活を指導する能力を養います。

食品栄養科学科

居住空間を中心に生活機器やインテリア、まちづく
りに至るまで、生活者の視点から企画・デザインし、
かつ適切に維持管理できる専門家を目指します。
文化・芸術から技術・設計に至るまで文科系・理科
系という枠を越えた幅広い領域を網羅し、研究や
設計の第一線で活躍する教授陣が豊富な講義・
演習メニューを提供しています。所定の科目の履修
により、卒業と同時に1級建築士、及び2級建築士の
受験資格が得られます。

居住環境学科

人間のウェルビーイングという視点から、個人・家族
への心理的・福祉的支援の在り方、地域・社会の在
り方について科学的に考察します。加えて、社会福祉
士や公認心理師の国家試験受験資格取得に必要
なカリキュラムを提供しており、行政機関・福祉施設・
医療施設・コミュニティなど国内外のさまざまな実践
現場で活躍できる人材を養成します。実習・演習では
対人援助のコミュニケーション力を養うほか、実践を
振り返り洞察していく力も重視しています。

人間福祉学科

主な授業科目 主な授業科目 主な授業科目

【専門基礎科目】
・ 食品有機化学
・ 生化学
・ 食品衛生学　
・ 食品機能化学
・ 微生物学

・ 公衆衛生学　
・ 食品学
・ 調理科学
・ 栄養生命情報学　
・ 解剖生理学

・ 病態生理学
・ 生体防御学　
・ 社会保健学
・ 分子栄養学 等

・ 居住環境学概論
・ 色彩学
・ 基礎デザイン実習
・ 構造力学
・ 建築一般構造
・ 建築材料学　
・ 居住環境工学
・ 建築設備
・ 人間工学　
・ 防災･安全科学
・ インテリア計画学
・ 生活機器学
・ 居住福祉工学

・ 都市計画
・ 住居計画学　
・ 住居企画･経営論
・ 住文化史　
・ 住生活論
・ デザインワークショップ
・ CAD／CGデザイン演習
・ 感性情報学　
・ 環境システム設計及び実験
・ 設計製図Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
・ 学外セミナー 等

・人間福祉学概論
・社会福祉原理論　
・ソーシャルワーク原論
・社会保障論　
・児童福祉論
・障害者福祉論
・高齢者福祉論
・公的扶助論
・介護学
・社会開発学
・家族社会学
・社会福祉権利擁護論
・共生社会論

・社会福祉行財政論
・医療福祉論
・社会調査法
・地域福祉論
・ソーシャルワーク論
・ソーシャルワーク演習
・ソーシャルワーク実習
・発達臨床心理学
・発達心理学
・感情・人格心理学
・心理学的支援法Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ
・教育臨床学
・心理的アセスメント

【専門科目】
・ 給食経営管理論
・ 栄養生理学
・ 応用栄養学
・ 臨床栄養学
・ 病態栄養学　

・ 栄養教育プログラミング論
・ 公衆栄養学　
・ 栄養教育カウンセリング論
・ 食品栄養情報学　
・ 学校栄養教育論 等

・心理学実験
・発達臨床心理学実習
・心理演習
・福祉心理学
・健康・医療心理学
・公認心理師の職責
・産業・組織心理学
・司法・犯罪心理学 等

学部ごとの
注目情報を
お届け

後期博士課程後期博士課程前期博士課程前期博士課程
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世界的に「都市の時代」が到来していますが、先進国では、人口の減少、高齢化、産業の空洞化が同時進展
し、公共需要はますます増大するにもかかわらず、財政が緊迫する「都市の危機の時代」となっています。
これには「クリエイティブでスマートな解決」が必要で、革新（イノベーション）と持続可能性（サスティナ
ビリティ）が求められます。博士前期課程では、参加型授業（ワークショップ、演習、研究指導）等を通じて、
都市の課題解決ができる高度専門職、指導的人材や実務的研究者を養成します。

2020年度から開設された博士後期課程では、行政、ＮＰＯ、プランナー、ビジネス、医療・福祉などの市民公
益活動等の主要なセクターに属する人々が、新しい知見を開拓し、さらにそれを体系化・学術化・深化させる
ような、高度な企画立案能力と研究能力を涵養し、創造的で高い倫理的識見を備えた実務的研究者を
養成します。講義、演習、研究指導の３ステップで、論文作成能力を涵養します。

創造都市研究科は、都市経営研究科の前身となる研究科であり、2003年の開設以降、社会人を中心に
千人を超える修了生を輩出してきました。現在では、博士（後期）課程を中心に教育が行われています。

※修士課程は2017年度に、博士（後期）課程は2019年度に募集を停止しています。

都市の課題解決を探る
高度な専門家やリーダー、実務型研究者の道へ。

2
交通至便な梅田サテライトで開講。博士前

期課程は、平日夜2日と土曜だけで修了可能

です※。参加型科目が多く、ワークショップ

→課題演習等→研究指導（論文作成）の

3段階で構成されています。

市大で培われた社会人大学院の
参加型システムを継承

3
まちづくり、地域再生、マーケティング、公民

連携／PFI、公共経営、都市計画、アートプ

ロジェクト、都市行政、法務、ベンチャー、

AI、医療、福祉など、多様な研究に対応し

た科目群を用意しています。

多種多様で新しい
専門科目群を用意

1
付加価値の高い地域再生政策が求められ

る昨今、行政運営の課題、人材育成、法や

制度の設計の研究が必要になっています。

また、AIなど新産業の振興や医療・福祉の

経営改善などの研究を深めます。

都市の課題解決を
支援する人材を養成

学びの特長

http://www.gsum.osaka-cu.ac.jp/
06-6605-3508都市経営研究科

Graduate School of Urban Management

大阪市大の挑戦

ICT資本の生産性、ICT資本の経済・経営領域の応用
都市ビジネスコース  近 勝彦先生

情報が経済や経営にどのような効果をもた

らすかを研究してきました。より具体的に

は、情報資本やICT資本が経済成長にど

のように寄与し、生産性の向上をもたらす

かということについてです。また、コンテンツ

およびさまざまな財の価値の測定を行い、

現在はその手法の高度化のために、データ

マイニングやテキストマイニングの意義や

課題を研究しています。

Challenge of OCU

多様な講義やディスカッションを通じて、
経営の考え方が広がりました。

都市ビジネスコース 2年生 

鈴木 健史
NA企画株式会社（NA設計） 代表取締役社長

在学生の声Student Voice

建築設計事務所と建築物の調査会社を営んで

おり、経営上の課題解決の手法を学ぶために入

学。ワークショップでは異業種のさまざまな年

代の社会人と意見交換ができ、アイデアの

幅が広がっています。経営経験と知識を

融合させ、時代の変化に臨機応変に対

応できる経営者を目指していきます。

創造都市研究科（募集停止）
Graduate School for Creative Cities

Study Program

都市経営専攻

修士
（都市経営）

博士前期課程博士前期課程
 年次1  年次2

講義、課題演習等

ワークショップ 研究指導

都市経営専攻

博士
（都市経営）

博士後期課程博士後期課程
 年次1  年次2  年次3

講義、演習

研究指導

情報経済学から、
IoT、ビッグデータ、
AI問題を考えましょう。

Professor’s MESSAGE

博士前期課程 ① 都市政策・地域経済コース　② 都市行政コース　③ 都市ビジネスコース　④ 医療・福祉イノベーション経営コース

※ 医療・福祉イノベーション経営コースを除く。

講義紹介

情報経済論、データマイニング、e-マー

ケティングを学ぶ授業です。多岐にわた

るように見えますが、その底流には一貫

した基礎理論があります。それは情報

の不確実性や情報の非対称性です。社

会人を中心とする学生はさまざまな

テーマで研究していますが、いずれも不

確実な情報を扱うという問題が必ず内

在しているので、その観点から諸課題を

探求・解決する方法を学びます。

情報経済論
近 勝彦先生
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中嶋 哲也
経済成長理論および不況理論の研究

岡澤 亮介
マクロ経済学、制度と経済成長、公共選択論

北原 稔
応用ミクロ経済学

中島 義裕
理論・実証・計算機実験による市場の進化的理解

内藤 克幸
経済成長、所得格差、公共選択

中村 英樹
国内不平等、機械化の影響

中川 満
単位根分析に対する構造変化の影響に関する研究

橋本 文彦
人間の感覚知覚情報処理の実験研究によるモデル構築

若森 みどり
カール・ポランニー研究、
社会的共通資本とコモンズの思想研究、経済思想史

中村 健吾
マックス・ヴェーバー研究、欧州統合と国民国家、
シティズンシップと人権

齋藤 幸平
「資本論」研究、環境政治経済学

杉田 菜穂
日本を中心とする人口問題と社会政策の歴史研究

塩谷 昌史
ロシア地域研究、近代統計制度の比較経済史

松本 淳
公的年金制度改革、年金課税、日本の社会保障制度と
租税制度の関係について

柴田 淳
生産から消費に至るまでの分業と価格形成メカニズムの分析

辻 賢二
金融契約に関する理論モデル分析

小川 亮
地方財政および都市・地域政策に関する実証研究

浦西 秀司
公益事業の規制政策に関する計量分析

滋野 由紀子
日本経済と家計行動の相互関連

髙塚 創
空間経済の諸問題に関する研究

黒田 雄太
教育政策に関する実証研究

五十川 大也
実証産業組織論、イノベーションに関する実証研究

朴 一
朝鮮半島地域研究、日韓・日朝関係論、国際労働移動及び
移民労働者に関する実証研究

彭 浩
海外貿易と国内の産業構造の相互関連、
貿易制度・商人組織の史的研究

森脇 祥太
アジア諸国を対象とした経済発展の比較研究

久保 彰宏
国際マクロ経済分析

岩波 由香里
国際制度を通じた国家間協力に関する国際政治経済分析

有賀 敏之
多国籍企業・グローバル企業、国際貿易体制に関する研究

金子 勝規
タイ地域研究、ASEAN経済論、社会開発および
社会福祉に関する実証分析

阿部 昌樹
法実現過程の経験的研究、法の社会理論

安竹 貴彦
近世における江戸法・大坂法の比較研究、
明治初年の刑事法・刑事訴訟

石井 真一
企業間提携に関する研究

小林 哲
マーケティング理論・戦略論

翟 林瑜
企業の財務政策と資本市場

中瀬 哲史
日本電力産業経営史、大阪を中心とした産業集積地域の
歴史的考察、生産システムの歴史的考察

山田 仁一郎
事業創造の経営戦略と企業統治、
アントレプレナーシップと人材育成

吉村 典久
コーポレート・ガバナンス（企業統治）の制度・実態・規範に
関わる研究

李 捷生
日本企業と中国企業の経営と労使関係に関する研究

王 東明
中国の資本市場に関する研究

小沢 貴史
市場環境のダイナミクスと戦略・組織

高田 輝子
大規模金融データ解析：群衆行動解析と相転移予測

王 亦軒
人的資源管理と組織

清田 匡
ドイツの金融実務と金融理論の発展、地域経済と地域金融

神野 光指郎
アメリカの金融システムの歴史

鈴木 洋太郎
多国籍企業の立地展開と国際分業

高橋 信弘
ソフトウェア産業における海外へのアウトソーシング

田口 直樹
産業技術発展と産業競争力に関する研究

藤井 輝明
近代社会と統計の役割、社会的変化の統計的実証

藤塚 吉浩
大都市衰退地区の再生に関する研究

本多 哲夫
地域・中小企業の発展と自治体政策

宮川 壽夫
コーポレートファイナンス理論に関する実証的研究

除本 理史
地域環境政策、環境再生のまちづくり、
環境被害の責任と費用負担

圓丸 哲麻
小売市場における消費者行動、コミュニティ消費

北野 友士
自己資本比率規制を軸としたイギリスにおける金融制度
および金融機関に関する研究

立見 淳哉
産業集積地域の発展と制度・慣行の役割に関する研究

牧 良明
日本自動車産業の歴史的発展過程に関しての研究

松永 桂子
地域経済、都市と地方の持続発展に関する研究

石川 博行
会計情報と株価の関連性に関する理論的・実証的研究

向山 敦夫
企業の社会環境情報開示の理論と実務（社会環境会計論）

浅野 信博
ディスクロージャー行動の経済的影響

小形 健介
グローバル経済下の会計規制に関する研究

廣瀬 喜貴
公会計におけるテキスト分析および実験研究

卜 志強
原価管理と業績管理に関する研究

岡野 浩
グローバル企業における製品開発マネジメントの
欧州・アジア展開、アメーバ経営

経済学部･経済学研究科グローバル・コミュニケーション副専攻
（GC副専攻：Global Communication minor）

　グローバル・コミュニケーション副専攻（GC副専攻）は、入学した学部・学科で主専攻をしっかり学び

つつ、もっと外国語（英語）で学べるようになりたいと考えている意欲ある中上級者のためのプログラムです。

　GC副専攻の受講者は、できるだけ早いうちに海外研修に参加することが求められます（必須）。

GC副専攻の正式登録者に対して、カナダのビクトリア大学のグローバル研修「GC_Int」（2年次夏休み

実施）が用意されています。「GC_Int」に参加し、グローバルな視点から学修することにより、英語のスキル

をバランスよく伸ばすことができます。また、「GC_Int」以外にも、本学にはさまざまな交流協定先への

研修プログラムがあり、積極的な参加が求められます。

人権副専攻（HR副専攻）は、人権（Human Rights）をキーワードに、国際人権基準について深く学び、

多様な人 と々互いを尊重しながら協力・協働できるリーダーの育成を目指す教育プログラムです。

講義と参加型ワークショップを組み合わせ、「気づき」と「知識」の両面から理解を深め、人権に対する

現代社会のバックラッシュや新しいレイシズム等の現象を取り上げ議論していきます。

ビクトリア大学ELC（English Language Centre）外観

副専攻プログラム副専攻プログラム
（2020年4月1日現在）

人権副専攻
（HR副専攻：Human Rights minor）

地域の「再生・賦活」「安全・安心」の達成にアプローチする
　コミュニティ再生副専攻（CR副専攻）は、都市や地域社会が抱える多様化・複合化した課題に向き合い、その解決の方策や理論を、学部の枠を超えて

学生が教員とともに、実際の現場で学修するプログラムです。積極的に地域社会をデザインしたりコーディネートする知識・行動力を備えた人材の育成を

目指しています。CR副専攻は、「地域実践演習」「アゴラセミナーⅠa/Ⅰb」「アゴラセミナーⅡ」「CR認定専門科目」の科目群から成り立っており、「地域活性」

「環境・防災」「地域福利」「地理・空間」「地域・文化資源」などの複数の分野の視点に立って授業が展開されます。

地域実践演習では、まず地域に飛び込み、その地域
の課題を自分たちの目・耳で識ることから始まり、その課
題に対して、正面から取り組む姿勢や方法を学びます。
授業は、複数の分野から一つを選択します。
（1・2年次/共通教育科目）

アゴラセミナーⅠa/Ⅰbでは、広く5分野全ての現場
に赴き、「すごい人やすごい現場に出会う」ことを出発点
に、実践家の多彩で卓越した活動に間近で接しながら、
交流や意見交換を重ねて課題を明確化していきます。
（2年次～）

アゴラセミナーⅡでは、CR副専攻での学びの集大成
として、学生自身が地域課題・テーマを設定し、課題解決
に向けて調査や活動を行い、現場との接し方やアウトカム
の出し方、社会への伝え方を身に付けていきます。
（3年次～）

CR認定専門科目では、大阪市立大学の
各学部・学科で開講されている「地域」に関連
する専門科目を、学部の垣根を越えて、幅広く
学ぶことができます。これにより、地域課題解
決の専門的知識を習得します。

コミュニティ再生副専攻
（CR副専攻：Community Regeneration minor）

授業の流れ

広く、深く、自発的な学修でさらに自らを磨きたい学生のために

商学部・経営学研究科

教員研究テーマ 一覧
Research Fields

ここでは、教員の研究テーマを学部ごとに紹介します。興味ある研究テーマを探すための参考にしてください。

渡邊 賢
出入国管理行政と外国人の人権・公務員の労働基本権

阿部 和文
憲法（特にプレスの自由）

重本 達哉
行政代執行をはじめとする伝統的な行政上の
義務履行確保制度の現代的意義､墓地埋葬法

高田 倫子
裁判所による行政統制、権力分立における裁判所の地位

三島 聡
警察活動の透明性、裁判員裁判の評議

金澤 真理
中止未遂論、社会内処遇制度の比較研究

徳永 元
刑事責任の基礎理論、適法行為の期待可能性論

松倉 治代
自己負罪拒否特権、供述拒否権

森山 浩江
契約法および家族法

杉本 好央
日独仏契約法制の歴史的研究

藤井 徳展
ヨーロッパ諸法を対象とした契約法・担保法の比較法研究

坂口 甲
日独給付障害法研究

吉原 知志
区分所有、共有、団体を通じた財産法の研究

高橋 英治
日独会社法の比較研究、企業結合法の研究、
コーポレート・ガバナンスの比較法的研究、
ヨーロッパ会社法の研究

小柿 徳武
企業統治における監査および開示制度

仲 卓真
同族会社と会社法、金融商品取引法

鶴田 滋
民事訴訟における多数当事者訴訟・訴訟追行権・判決効に
関する研究

岡成 玄太
財産管理と民事手続法、当事者論

根本 到
日独労働契約法の研究

川村 行論
年金法制における資産管理・運用の法規範

渕川 和彦
買手独占の研究、
デジタル・プラットフォーム市場の規制に関する研究

桐山 孝信
国際組織の活動が国際法の発展に及ぼす影響

国友 明彦
法適用通則法の解釈、国籍法

中井 愛子
国際法の形成過程、法の地域統合、国際法と国内法の関係

勝田 卓也
陪審制度、米国最高裁判例研究

守矢 健一
ドイツ近現代法史研究

王 晨
民法の比較研究、中国法全般

稗田 健志
先進民主主義諸国の政治経済・社会保障政策

字羽野 明子
ルネサンス・初期近代のヨーロッパ政治思想史

野田 昌吾
戦後ドイツの政治体制

永井 史男
東南アジアの国際関係、東南アジア諸国の中央・地方関係、
タイの政治行政

手塚 洋輔
過誤と帰責をめぐる政治行政分析、戦後行政の史的研究

原田 裕彦
租税法律主義の自由主義的側面

法学部･法学研究科

新設!

国際基準の「人権」を学び、
平等社会のためのリーダーとなる
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教員研究テーマ 一覧 Research Fields

文学部･文学研究科 加藤 健司
表面張力が関わる流動現象、
流動抵抗を抑制した高効率伝熱促進法の開発

脇本 辰郎
界面活性剤溶液の特異流動および波力発電システムの開発

川合 忠雄
機械システムの評価・診断に関する研究

今津 篤志
福祉ロボット、動力学を利用したロボットなどの研究

金崎 順一
光に対する物質の応答、
時空間極限光計測・精密光加工技術の開発

川上 洋司
抗菌性金属、微生物腐食

瀧山 武
自動車パワートレイン統合制御による燃費と排出ガスの最適化

高田 洋吾
アクアロボットや橋梁検査ロボットの開発、
ロボットのモデリングや血流の数値解析

逢坂 勝彦
複合材料／高分子材料のヘルスモニタリング、
複合材料の接着接合

中谷 隼人
炭素繊維複合材料構造の損傷許容性評価およびスマート化

山崎 友裕
超音波による複合材料の損傷評価、
探傷用電磁超音波センサの開発

大島 信生
磁気粘性流体を用いた制振技術、
複合材料の知的成形技術の開発

兼子 佳久
ナノ多層膜、先進走査型電子顕微鏡法、
超微細粒組織制御、金属疲労

内田 真
不均一変形の評価とモデル化、
材料の階層性に基づく力学特性の解明

横川 善之
ミクロからメソサイズの構造を制御したセラミックス
および医用・歯科材料、環境材料の開発

 電子情報系（電子・物理工学、電気情報工学）
重川 直輝
半導体新機能デバイスの構成・作製と
パワーエレクトロニクス応用開拓

武智 誠次
高速・高エネルギー粒子検出器の開発

白藤 立
新規プラズマ生成法の開発とその材料プロセシングへの応用

村治 雅文
電気を用いた生体情報計測

田中 健司
電界発光素子、複合構造薄膜の生成と応用

中山 正昭
半導体量子構造とナノ薄膜における
光と物質の相互作用と光機能性

竹内 日出雄
超高速分光を用いた半導体物性物理の解明と
テラヘルツ電磁波特性の制御

福田 常男
物質表面での機能制御と新規デバイス創製

菜嶋 茂喜
ミリ波から赤外光領域までの
広帯域電磁波計測システムの開発と応用

小林 中
イオン化過程および電子放出過程における電子スピン制御

金 大貴
半導体ナノ粒子・酸化物薄膜の作製とその光機能性

寺井 章
低次元電子系の量子相転移および非線形光学応答

杉田 歩
量子カオスと量子情報

梁 剣波
表面活性化接合法により作成するワイドギャップ半導体とナ
ローギャップ半導体からなるヘテロ接合の基礎的物性解明と
パワーデバイスへの応用

呉 準席
プラズマ計測に基づいた低温大気圧プラズマを用いた材料プロ
セス、バイオ、農業、医療に関する研究

宮崎 大介
三次元ディスプレイ、三次元計測、光情報処理、生体光計測

野口 博史
センサシステムによる非拘束人間計測とそのヘルスケア応用

矢野 英雄
超低温物理学：量子液体の相互作用と位相欠陥

杉﨑 満
時間と空間の極限で陽になる物理現象の探索

鐘本 勝一
有機半導体の光・スピン・デバイス物性

小原 顕
超低温物理学：量子液体中の音波の伝播

西川 裕規
物性理論：強相関電子系、量子輸送

竹内 宏光
量子流体力学：量子気体および
量子液体の流体静力学と流体動力学

 化学
佐藤 和信
分子性有機磁性化合物の電子状態、電子磁気共鳴分光法、
分子スピン量子コンピュータ

手木 芳男
分子磁性と有機スピン系の光励起状態および分子素子の研究

細川 千絵
光摂動による細胞内分子機能の解明

八ッ橋 知幸
高強度超短パルスレーザーと分子との相互作用

迫田 憲治
光の量子性を取り入れた顕微分光法の開発と
複雑分子系への応用

塩見 大輔
結晶性有機固体の磁性・磁気共鳴

宮原 郁子
タンパク質の立体構造と機能

吉野 治一
低次元伝導体の輸送現象と高効率熱電材料の探索

豊田 和男
分子の磁性・励起状態に関する理論化学・計算化学

藤原 正澄
量子ナノフォトニクスに立脚した
革新的分子機能計測法の開拓とその応用

小嵜 正敏
高機能精密巨大分子の創出

佐藤 哲也
触媒を用いた有機合成反応の開発

品田 哲郎
高度生体応答物質の合成研究

西村 貴洋
触媒的不斉合成反応の開発

森本 善樹
合成有機化学・天然物有機化学

臼杵 克之助
生物有機化学：生物活性物質の構造決定・合成・機能解析

坂口 和彦
反応活性種の設計・制御と分子変換法の開発

舘 祥光
生体の機能解明と分子構造の精密制御による
機能分子の創成、開発

西川 慶祐
高活性天然有機化合物の合成と新規合成手法の開発

篠田 哲史
分子認識素子の開発と機能

坪井 泰之
ナノ・マイクロ分析化学・分光計測とプラズモニクス

中島 洋
金属タンパク質を基盤とする機能性材料の開発

森内 敏之
ハイブリッド錯体システムの創成

西岡 孝訓
機能性錯体および無機材料の設計

三宅 弘之
動的超分子錯体の創成と機能化

板崎 真澄
遷移金属錯体による分子変換反応の開発

三枝 栄子
分子認識素子の集積化と機能性材料の開発

柚山 健一
光の力学作用を利用した物質操作手法の開発と顕微計測

 生物学
安房田 智司
魚類の繁殖戦略についての行動生態学的研究

伊東 明
植物の更新過程と多種共存機構

伊藤 和央
酵素の構造・機能相関と調節およびその応用

植松 千代美
花の色と形の分子生物学

厚井 聡
植物の多様性と適応進化

幸田 正典
脊椎動物の行動生態学と認知行動学

後藤 慎介
動物の季節適応の生理学

小宮 透
動物発生の分子生物学

小柳 光正
光受容タンパク質の構造と機能の多様性

曽我 康一
環境要因による植物の成長と形態形成

寺北 明久
シグナル伝達タンパク質の構造と機能の多様性

中村 太郎
分裂酵母における有性生殖の分子メカニズム

名波 哲
植物の性表現と個体群維持機構

藤田 憲一
薬剤耐性機構を標的とする生理活性物質

藤原 郁子
細胞骨格のダイナミクスと運動能に関する研究

渕側 太郎
動物社会のリズム生態学

増井 良治
DNA修復と翻訳後修飾の分子機構

水野 寿朗
中胚葉誘導における細胞間相互作用

宮田 真人
モリクテス綱細菌における三種の運動メカニズムとその起源

山口 良弘
細菌におけるアポトーシス様細胞死の生理的役割

山田 敏弘
植物の進化発生学と古植物学

若林 和幸
植物細胞壁の構造と機能

 地球学
升本 眞二
地質情報の定式化と表現方法

山口 覚
地震発生域（断層・スラブ周辺）の構造・状態

三田村 宗樹
都市地質学：大阪平野の地盤特性

原口 強
地質工学：地質災害とヒューマンインパクト

井上 淳
第四紀地質学：人と自然の相互関係史

根本 達也
地質情報の共有と利活用方法

益田 晴恵
地殻表層部の水循環に伴う物質移動

江﨑 洋一
地球環境変遷史：化石刺胞動物の系統

篠田 圭司
X線回折法と分光法を用いた鉱物の研究

奥平 敬元
地殻ダイナミクス：下部地殻の変成・変形作用

柵山 徹也
マグマ生成・分化とマントル熱・物質循環過程

足立 奈津子
礁生態系の変遷様式と地球表層環境の変動

 機械物理系（機械工学）
西村 伸也
ソーラークーリング、
ヒートアイランド対策技術の開発など環境熱工学に関する研究

伊與田 浩志
過熱水蒸気および高湿度空気の高度利用研究
（湿度制御、乾燥、食品加工など）

増田 勇人
相変化を伴う複雑な熱流動現象の解明と応用

阿部 健
偏微分方程式論

伊師 英之
リー群の表現論、非可換調和解析

大仁田 義裕
微分幾何学、調和写像論

尾角 正人
可積分系と表現論

加藤 信
大域解析学（多様体の幾何解析）

金信 泰造
結び目理論

小池 貴之
複素幾何学、多変数函数論

佐野 昂迪
L関数の特殊値と岩澤理論

砂川 秀明
双曲型および分散型の非線形偏微分方程式

高橋 太
変分法、非線形偏微分方程式論

田丸 博士
等質空間の微分幾何学

西尾 昌治
ポテンシャル論

橋本 光靖
可換環論と不変式論

濵野 佐知子
複数解析、多変数関数論

古澤 昌秋
保型表現と保型Ｌ函数

宮地 兵衛
Hecke環の表現論と圏化

山名 俊介
モジュラー形式とL関数

吉田 雅通
エルゴード理論、力学系に基づく作用素環論

物理学
石原 秀樹
相対論的宇宙物理学

糸山 浩
場の量子論および弦理論

中尾 憲一
重力理論および宇宙論

櫻木 弘之
原子核理論：核反応理論、核物質中の有効相互作用

浜端 広充
プラズマ中の非線形磁気流体波と乱流

有馬 正樹
クォーク模型とハドロン間相互作用

丸 信人
超対称性、高次元理論に基づく標準模型を超える物理

森山 翔文
弦理論とゲージ理論の数理

神田 展行
重力波検出実験、重力波宇宙物理学

清矢 良浩
高エネルギー物理学、ニュートリノ・ミューオンの物理

荻尾 彰一
高エネルギー宇宙線物理学、高エネルギー天文学

山本 和弘
ニュートリノ物理、ミューオン物理、陽子・反陽子物理

中野 英一
素粒子実験物理、宇宙線観測

常定 芳基
超高エネルギー宇宙線物理学

岩崎 昌子
素粒子実験物理学

伊藤 洋介
重力波宇宙物理学・天文学

石川 修六
超低温物理学：量子液体の相転移現象と量子渦

坪田 誠
物性理論：量子流体

小栗 章
物性理論：電子系の多体効果、量子輸送

井上 慎
量子エレクトロニクス実験：レーザー冷却とボース凝縮

 哲学歴史学
仲原 孝
宗教学、宗教哲学、西洋近代哲学史

高梨 友宏
近現代ドイツ美学、近代日本の芸術論

土屋 貴志
倫理学（倫理学基礎論、医療倫理学、人権論、道徳教育論）

佐金 武
分析哲学、形而上学、時間論

仁木 宏
中世の都市史、地域社会論

岸本 直文
古墳時代史

佐賀 朝
近代大阪の都市社会史

磐下 徹
日本古代史（郡司制度の研究、古記録の註釈）

齊藤 紘子
近世の藩領社会・地域社会、都市社会

平田 茂樹
中国近世の政治史・社会史

渡辺 健哉
中国近世・近代の都市史、文化史

上野 雅由樹
オスマン帝国史

北村 昌史
近現代ドイツ社会史

草生 久嗣
ビザンツ帝国宗教史

向井 伸哉
中世フランス史、村落史、国制史

 人間行動学
石田 佐恵子
文化社会学、映像社会学、メディア文化研究

伊地知 紀子
生活世界の社会学、地域社会学、朝鮮地域研究

川野 英二
社会政策の社会学、比較社会学

笹島 秀晃
都市社会学、文化社会学、歴史社会学

平山 亮
家族社会学、老年社会学、ジェンダー研究

池上 知子
社会心理学、社会的認知、社会的アイデンティティと偏見

山 祐嗣
認知心理学、思考と推論、認知と文化

川邉 光一
生理心理学、
学習・記憶を中心とした高次認知機能の脳内機構

佐伯 大輔
学習心理学、行動分析学、意思決定

添田 晴雄
比較教育学、教育メディアとしての音声・文字、特別活動

柏木 敦
日本教育史、教育制度政策史

森 久佳
教育方法学、カリキュラム論、教師論

辻野 けんま
教育経営学、学校経営・教育行政論

島田 希
教育方法学、授業研究

大場 茂明
都市地理学、ドイツ地域社会

水内 俊雄
都市社会地理学、政策支援NPO研究、近現代都市研究

山﨑 孝史
政治地理学、沖縄研究

祖田 亮次
人文地理学・東南アジア地域研究

木村 義成
地理情報科学

 言語文化学
丹羽 哲也
日本語文法、主として現代語

小林 直樹
中世文学、主として説話伝承

久堀 裕朗
近世文学、主として人形浄瑠璃

奥野 久美子
近代文学、主として芥川龍之介を中心とする大正期文学

山本 真由子
中古文学、漢文学、和歌の研究

張 新民
映像文化を中心とする中国近現代の文化論

大岩本 幸次
近世を中心とした音韻論

高橋 未来
中国古典文学、主として唐代の詩文

田中 孝信
19世紀イギリス文学と文化、特にヴィクトリア朝小説

イアン・リチャーズ
英語圏の文化研究

古賀 哲男
20世紀アメリカ文学・文化、批評理論

豊田 純一
認知言語学、歴史言語学、文化人類学

内丸 公平
シェイクスピア、英語教育史

高井 絹子
20世紀ドイツ文学

長谷川 健一
18・19世紀のドイツ文化・文学

信國 萌
現代ドイツ語学、言語学

福島 祥行
コミュニケーション論、会話分析、言語教育学、劇場論

白田 由樹
19世紀末フランス文化、文学

原野 葉子
20世紀フランス文学および文化研究

井狩 幸男
心理言語学、神経言語学、応用言語学

山﨑 雅人
満洲語研究、
アジア諸言語の認知類型論による言語地理学研究

田中 一彦
意味論、語用論

辻 香代
英語教育学、第二言語習得論

 文化構想学
野末 紀之
イギリス19世紀末文化研究、文体論

高島 葉子
ケルト文化圏研究、物語文学の比較研究

増田 聡
ポピュラー音楽研究、著作権論

海老根 剛
文化理論、映画論、近現代ドイツ研究

松浦 恆雄
中国近現代の文学と演劇

多和田 裕司
文化人類学、マレーシアの地域研究

堀 まどか
国際日本研究、比較文学研究、境界者の文学

小田中 章浩
フランス演劇、比較演劇

菅原 真弓
日本美術史、文化資源学、博物館学

天野 景太
観光学、観光文化論、都市社会文化論

沼田 里衣
臨床音楽学、即興音楽研究

野崎 充彦
朝鮮古典文学および文化史(民俗信仰など)に関する研究

 数学
秋吉 宏尚
双曲幾何と3次元多様体論

仕幸 英治
磁気工学およびスピントロニクスを用いた
デバイス創製に関する研究

蔡 凱
ネットワークシステムの分散制御理論に関する研究

高橋 秀也
3次元画像入出力、ウェアラブルコンピュータ、
ヘッドマウントディスプレイ、
医用画像など生体モニタリングシステム、医用システム

吉本 佳世
生体モニタリングシステム、医用システム

中島 重義
遺伝的アルゴリズム、神経回路網、画像認識、
加速度センサの医療応用

田窪 朋仁
自律移動ロボット、移動マニピュレーション、UAV、脚ロボット

上野 敦志
人工知能、ロボットの学習

岡 育生
無線および光通信における高能率符号化方式ならびに
変復調方式

阿多 信吾
高速データ転送、トラヒック計測、ネットワーク、性能評価など

原 晋介
無線通信システムにおける信号処理応用

辻岡 哲夫
無線・光通信方式、誤り訂正符号、コンピュータネットワーク

安倍 広多
分散システムと基盤ソフトウェアに関する研究

石橋 勇人
分散システムとネットワークに関する研究

大西 克実
ネットワーク環境上の計算機を
効率的に利用することに関する研究

村上 晴美
情報検索、人工知能、ユーザインタフェースに関する研究

吉田 大介
空間情報を対象としたWebサービスと
クラウド情報基盤に関する研究

永田 好克
地理情報システムを活用した
タイ国北東部農村の変容に関する研究

 化学生物系（化学バイオ工学）
山田 裕介
活性点構造が明らかな固体触媒材料の研究

有吉 欽吾
新規蓄電材料の研究と次世代蓄電池への応用

畠中 康夫
光学活性触媒の開発と触媒的不斉合成への展開

南 達哉
分子触媒を用いる有機合成反応の研究

辻 幸一
X線・電子線を用いた微小部・微量・元素分析法に関する開発
研究

米谷 紀嗣
高温高圧流体の特性、反応、光化学に関する研究

堀邊 英夫
ポリマーアロイや感光性高分子に関する研究

佐藤 絵理子
高分子の精密合成と高機能・高性能有機材料への展開

小畠 誠也
光機能材料の設計・合成・物性評価に関する研究

北川 大地
フォトクロミック分子を用いた光機能材料の創生

北村 昌也
補因子結合タンパク質の構造機能相関、
有用物質の遺伝子工学的生産

中西 猛
高機能人工抗体の開発研究

五十嵐 幸一
医薬等の結晶化技術・バイオマス

長﨑 健
バイオポリマーをベースとする医用材料の創製

東 秀紀
天然生理活性物質の合成とその応用

立花 亮
核酸医薬の開発、エクソソーム医薬の開発

東 雅之
有用細胞の構築とバイオ産業への展開

立花 太郎
バイオ医薬品の創製

尾島 由絋
細胞機能制御に基づくバイオプロセスの効率化

 都市系（建築学、都市学）
谷口 与史也
各種構造要素の力学特性、立体骨組構造の耐震性能

吉中 進
空間構造の応答制御、シェルの形状決定に関する研究

谷口 徹郎
自然風の下での非定常な風力特性に関する研究

梅宮 典子
建築・都市環境の適応的評価に関する研究

岸本 嘉彦
室内熱湿気環境のパッシブ制御、熱水分移動に伴う壁体の劣
化機構

宮本 佳明
建築設計、建築設計論、土建空間概念を用いた包括的景観形成

倉方 俊輔
日本近現代建築史に関する研究

徳尾野 徹
都市型住宅・住宅地・集住体の計画論

西野 雄一郎
ストック再生の設計・計画技術の開発、
空間づくりのプロセスデザイン

鈴木 裕介
鉄筋コンクリート構造、木質骨組構造の耐震性能評価

石山 央樹
都市計画・建築計画、木質科学、建築構造・材料に関する研究

鬼頭 宏明
鋼・コンクリート複合構造の力学特性と合理的設計法

角掛 久雄
コンクリート構造物の力学特性

山口 隆司
美しい橋の開発、部材接合技術、橋の設計・性能評価技術

林 厳
FRP部材の信頼性評価、
各種構造材料による橋梁のモニタリング

大島 昭彦
地盤・地下水環境に関わる問題の研究、
宅地の地盤調査と基礎工法

山田 卓
自然斜面の風化と安定問題、地盤の地震時挙動に関する諸問題

内田 敬
情報通信技術を用いた都市活動・交通行動分析

吉田 長裕
都市交通の安全と環境の評価方法に関する研究

重松 孝昌
沿岸域の物質循環機構の解明と環境修復、都市の広域複合災害

中條 壮大
波・流れと輸送現象、災害リスク評価・持続可能性評価と適応策

嘉名 光市
都市計画、都市デザイン、景観論、環境都市計画の計画技術開発

蕭 閎偉
まちづくりの効果に関する検証、都市デザイン・開発制度の実証
的研究

西岡 真稔
都市の熱環境調整、エネルギーの有効利用技術

鍋島 美奈子
都市エネルギー消費と熱環境に関する空間分析評価

相馬 明郎
水圏生態系の機構解明、社会・生態システムの予測・評価 

遠藤 徹
都市沿岸域における環境悪化構造の解明と
水辺の都市型自然再生

貫上 佳則
水環境保全技術と資源・エネルギー回収システムの評価

水谷 聡
廃棄物の適正処理とリサイクルに伴う環境影響評価

ベンカテッシュ・ラガワン
オープンソース空間情報システムの開発と都市情報への応用

米澤 剛
時空間情報を用いた都市の空間モデリングと持続可能性

 共通分野（応用数学）
松岡 千博
非線形力学系にカオス理論・数値解析・流体力学における
渦層ダイナミクス

小林 祐貴
幾何学、グラフ理論などの数理に基づいた
建築・都市の設計手法の探求

 共通分野（機械工作室）

理学部･理学研究科

工学部･工学研究科

5554 OSAKA CITY UNIVERSITY OSAKA CITY UNIVERSITY
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医学部医学科･医学研究科加藤 健司
表面張力が関わる流動現象、
流動抵抗を抑制した高効率伝熱促進法の開発

脇本 辰郎
界面活性剤溶液の特異流動および波力発電システムの開発

川合 忠雄
機械システムの評価・診断に関する研究

今津 篤志
福祉ロボット、動力学を利用したロボットなどの研究

金崎 順一
光に対する物質の応答、
時空間極限光計測・精密光加工技術の開発

川上 洋司
抗菌性金属、微生物腐食

瀧山 武
自動車パワートレイン統合制御による燃費と排出ガスの最適化

高田 洋吾
アクアロボットや橋梁検査ロボットの開発、
ロボットのモデリングや血流の数値解析

逢坂 勝彦
複合材料／高分子材料のヘルスモニタリング、
複合材料の接着接合

中谷 隼人
炭素繊維複合材料構造の損傷許容性評価およびスマート化

山崎 友裕
超音波による複合材料の損傷評価、
探傷用電磁超音波センサの開発

大島 信生
磁気粘性流体を用いた制振技術、
複合材料の知的成形技術の開発

兼子 佳久
ナノ多層膜、先進走査型電子顕微鏡法、
超微細粒組織制御、金属疲労

内田 真
不均一変形の評価とモデル化、
材料の階層性に基づく力学特性の解明

横川 善之
ミクロからメソサイズの構造を制御したセラミックス
および医用・歯科材料、環境材料の開発

 電子情報系（電子・物理工学、電気情報工学）
重川 直輝
半導体新機能デバイスの構成・作製と
パワーエレクトロニクス応用開拓

武智 誠次
高速・高エネルギー粒子検出器の開発

白藤 立
新規プラズマ生成法の開発とその材料プロセシングへの応用

村治 雅文
電気を用いた生体情報計測

田中 健司
電界発光素子、複合構造薄膜の生成と応用

中山 正昭
半導体量子構造とナノ薄膜における
光と物質の相互作用と光機能性

竹内 日出雄
超高速分光を用いた半導体物性物理の解明と
テラヘルツ電磁波特性の制御

福田 常男
物質表面での機能制御と新規デバイス創製

菜嶋 茂喜
ミリ波から赤外光領域までの
広帯域電磁波計測システムの開発と応用

小林 中
イオン化過程および電子放出過程における電子スピン制御

金 大貴
半導体ナノ粒子・酸化物薄膜の作製とその光機能性

寺井 章
低次元電子系の量子相転移および非線形光学応答

杉田 歩
量子カオスと量子情報

梁 剣波
表面活性化接合法により作成するワイドギャップ半導体とナ
ローギャップ半導体からなるヘテロ接合の基礎的物性解明と
パワーデバイスへの応用

呉 準席
プラズマ計測に基づいた低温大気圧プラズマを用いた材料プロ
セス、バイオ、農業、医療に関する研究

宮崎 大介
三次元ディスプレイ、三次元計測、光情報処理、生体光計測

野口 博史
センサシステムによる非拘束人間計測とそのヘルスケア応用

矢野 英雄
超低温物理学：量子液体の相互作用と位相欠陥

杉﨑 満
時間と空間の極限で陽になる物理現象の探索

鐘本 勝一
有機半導体の光・スピン・デバイス物性

小原 顕
超低温物理学：量子液体中の音波の伝播

西川 裕規
物性理論：強相関電子系、量子輸送

竹内 宏光
量子流体力学：量子気体および
量子液体の流体静力学と流体動力学

 化学
佐藤 和信
分子性有機磁性化合物の電子状態、電子磁気共鳴分光法、
分子スピン量子コンピュータ

手木 芳男
分子磁性と有機スピン系の光励起状態および分子素子の研究

細川 千絵
光摂動による細胞内分子機能の解明

八ッ橋 知幸
高強度超短パルスレーザーと分子との相互作用

迫田 憲治
光の量子性を取り入れた顕微分光法の開発と
複雑分子系への応用

塩見 大輔
結晶性有機固体の磁性・磁気共鳴

宮原 郁子
タンパク質の立体構造と機能

吉野 治一
低次元伝導体の輸送現象と高効率熱電材料の探索

豊田 和男
分子の磁性・励起状態に関する理論化学・計算化学

藤原 正澄
量子ナノフォトニクスに立脚した
革新的分子機能計測法の開拓とその応用

小嵜 正敏
高機能精密巨大分子の創出

佐藤 哲也
触媒を用いた有機合成反応の開発

品田 哲郎
高度生体応答物質の合成研究

西村 貴洋
触媒的不斉合成反応の開発

森本 善樹
合成有機化学・天然物有機化学

臼杵 克之助
生物有機化学：生物活性物質の構造決定・合成・機能解析

坂口 和彦
反応活性種の設計・制御と分子変換法の開発

舘 祥光
生体の機能解明と分子構造の精密制御による
機能分子の創成、開発

西川 慶祐
高活性天然有機化合物の合成と新規合成手法の開発

篠田 哲史
分子認識素子の開発と機能

坪井 泰之
ナノ・マイクロ分析化学・分光計測とプラズモニクス

中島 洋
金属タンパク質を基盤とする機能性材料の開発

森内 敏之
ハイブリッド錯体システムの創成

西岡 孝訓
機能性錯体および無機材料の設計

三宅 弘之
動的超分子錯体の創成と機能化

板崎 真澄
遷移金属錯体による分子変換反応の開発

三枝 栄子
分子認識素子の集積化と機能性材料の開発

柚山 健一
光の力学作用を利用した物質操作手法の開発と顕微計測

 生物学
安房田 智司
魚類の繁殖戦略についての行動生態学的研究

伊東 明
植物の更新過程と多種共存機構

伊藤 和央
酵素の構造・機能相関と調節およびその応用

植松 千代美
花の色と形の分子生物学

厚井 聡
植物の多様性と適応進化

幸田 正典
脊椎動物の行動生態学と認知行動学

後藤 慎介
動物の季節適応の生理学

小宮 透
動物発生の分子生物学

小柳 光正
光受容タンパク質の構造と機能の多様性

曽我 康一
環境要因による植物の成長と形態形成

寺北 明久
シグナル伝達タンパク質の構造と機能の多様性

中村 太郎
分裂酵母における有性生殖の分子メカニズム

名波 哲
植物の性表現と個体群維持機構

藤田 憲一
薬剤耐性機構を標的とする生理活性物質

藤原 郁子
細胞骨格のダイナミクスと運動能に関する研究

渕側 太郎
動物社会のリズム生態学

増井 良治
DNA修復と翻訳後修飾の分子機構

水野 寿朗
中胚葉誘導における細胞間相互作用

宮田 真人
モリクテス綱細菌における三種の運動メカニズムとその起源

山口 良弘
細菌におけるアポトーシス様細胞死の生理的役割

山田 敏弘
植物の進化発生学と古植物学

若林 和幸
植物細胞壁の構造と機能

 地球学
升本 眞二
地質情報の定式化と表現方法

山口 覚
地震発生域（断層・スラブ周辺）の構造・状態

三田村 宗樹
都市地質学：大阪平野の地盤特性

原口 強
地質工学：地質災害とヒューマンインパクト

井上 淳
第四紀地質学：人と自然の相互関係史

根本 達也
地質情報の共有と利活用方法

益田 晴恵
地殻表層部の水循環に伴う物質移動

江﨑 洋一
地球環境変遷史：化石刺胞動物の系統

篠田 圭司
X線回折法と分光法を用いた鉱物の研究

奥平 敬元
地殻ダイナミクス：下部地殻の変成・変形作用

柵山 徹也
マグマ生成・分化とマントル熱・物質循環過程

足立 奈津子
礁生態系の変遷様式と地球表層環境の変動

 機械物理系（機械工学）
西村 伸也
ソーラークーリング、
ヒートアイランド対策技術の開発など環境熱工学に関する研究

伊與田 浩志
過熱水蒸気および高湿度空気の高度利用研究
（湿度制御、乾燥、食品加工など）

増田 勇人
相変化を伴う複雑な熱流動現象の解明と応用

阿部 健
偏微分方程式論

伊師 英之
リー群の表現論、非可換調和解析

大仁田 義裕
微分幾何学、調和写像論

尾角 正人
可積分系と表現論

加藤 信
大域解析学（多様体の幾何解析）

金信 泰造
結び目理論

小池 貴之
複素幾何学、多変数函数論

佐野 昂迪
L関数の特殊値と岩澤理論

砂川 秀明
双曲型および分散型の非線形偏微分方程式

高橋 太
変分法、非線形偏微分方程式論

田丸 博士
等質空間の微分幾何学

西尾 昌治
ポテンシャル論

橋本 光靖
可換環論と不変式論

濵野 佐知子
複数解析、多変数関数論

古澤 昌秋
保型表現と保型Ｌ函数

宮地 兵衛
Hecke環の表現論と圏化

山名 俊介
モジュラー形式とL関数

吉田 雅通
エルゴード理論、力学系に基づく作用素環論

物理学
石原 秀樹
相対論的宇宙物理学

糸山 浩
場の量子論および弦理論

中尾 憲一
重力理論および宇宙論

櫻木 弘之
原子核理論：核反応理論、核物質中の有効相互作用

浜端 広充
プラズマ中の非線形磁気流体波と乱流

有馬 正樹
クォーク模型とハドロン間相互作用

丸 信人
超対称性、高次元理論に基づく標準模型を超える物理

森山 翔文
弦理論とゲージ理論の数理

神田 展行
重力波検出実験、重力波宇宙物理学

清矢 良浩
高エネルギー物理学、ニュートリノ・ミューオンの物理

荻尾 彰一
高エネルギー宇宙線物理学、高エネルギー天文学

山本 和弘
ニュートリノ物理、ミューオン物理、陽子・反陽子物理

中野 英一
素粒子実験物理、宇宙線観測

常定 芳基
超高エネルギー宇宙線物理学

岩崎 昌子
素粒子実験物理学

伊藤 洋介
重力波宇宙物理学・天文学

石川 修六
超低温物理学：量子液体の相転移現象と量子渦

坪田 誠
物性理論：量子流体

小栗 章
物性理論：電子系の多体効果、量子輸送

井上 慎
量子エレクトロニクス実験：レーザー冷却とボース凝縮

 哲学歴史学
仲原 孝
宗教学、宗教哲学、西洋近代哲学史

高梨 友宏
近現代ドイツ美学、近代日本の芸術論

土屋 貴志
倫理学（倫理学基礎論、医療倫理学、人権論、道徳教育論）

佐金 武
分析哲学、形而上学、時間論

仁木 宏
中世の都市史、地域社会論

岸本 直文
古墳時代史

佐賀 朝
近代大阪の都市社会史

磐下 徹
日本古代史（郡司制度の研究、古記録の註釈）

齊藤 紘子
近世の藩領社会・地域社会、都市社会

平田 茂樹
中国近世の政治史・社会史

渡辺 健哉
中国近世・近代の都市史、文化史

上野 雅由樹
オスマン帝国史

北村 昌史
近現代ドイツ社会史

草生 久嗣
ビザンツ帝国宗教史

向井 伸哉
中世フランス史、村落史、国制史

 人間行動学
石田 佐恵子
文化社会学、映像社会学、メディア文化研究

伊地知 紀子
生活世界の社会学、地域社会学、朝鮮地域研究

川野 英二
社会政策の社会学、比較社会学

笹島 秀晃
都市社会学、文化社会学、歴史社会学

平山 亮
家族社会学、老年社会学、ジェンダー研究

池上 知子
社会心理学、社会的認知、社会的アイデンティティと偏見

山 祐嗣
認知心理学、思考と推論、認知と文化

川邉 光一
生理心理学、
学習・記憶を中心とした高次認知機能の脳内機構

佐伯 大輔
学習心理学、行動分析学、意思決定

添田 晴雄
比較教育学、教育メディアとしての音声・文字、特別活動

柏木 敦
日本教育史、教育制度政策史

森 久佳
教育方法学、カリキュラム論、教師論

辻野 けんま
教育経営学、学校経営・教育行政論

島田 希
教育方法学、授業研究

大場 茂明
都市地理学、ドイツ地域社会

水内 俊雄
都市社会地理学、政策支援NPO研究、近現代都市研究

山﨑 孝史
政治地理学、沖縄研究

祖田 亮次
人文地理学・東南アジア地域研究

木村 義成
地理情報科学

 言語文化学
丹羽 哲也
日本語文法、主として現代語

小林 直樹
中世文学、主として説話伝承

久堀 裕朗
近世文学、主として人形浄瑠璃

奥野 久美子
近代文学、主として芥川龍之介を中心とする大正期文学

山本 真由子
中古文学、漢文学、和歌の研究

張 新民
映像文化を中心とする中国近現代の文化論

大岩本 幸次
近世を中心とした音韻論

高橋 未来
中国古典文学、主として唐代の詩文

田中 孝信
19世紀イギリス文学と文化、特にヴィクトリア朝小説

イアン・リチャーズ
英語圏の文化研究

古賀 哲男
20世紀アメリカ文学・文化、批評理論

豊田 純一
認知言語学、歴史言語学、文化人類学

内丸 公平
シェイクスピア、英語教育史

高井 絹子
20世紀ドイツ文学

長谷川 健一
18・19世紀のドイツ文化・文学

信國 萌
現代ドイツ語学、言語学

福島 祥行
コミュニケーション論、会話分析、言語教育学、劇場論

白田 由樹
19世紀末フランス文化、文学

原野 葉子
20世紀フランス文学および文化研究

井狩 幸男
心理言語学、神経言語学、応用言語学

山﨑 雅人
満洲語研究、
アジア諸言語の認知類型論による言語地理学研究

田中 一彦
意味論、語用論

辻 香代
英語教育学、第二言語習得論

 文化構想学
野末 紀之
イギリス19世紀末文化研究、文体論

高島 葉子
ケルト文化圏研究、物語文学の比較研究

増田 聡
ポピュラー音楽研究、著作権論

海老根 剛
文化理論、映画論、近現代ドイツ研究

松浦 恆雄
中国近現代の文学と演劇

多和田 裕司
文化人類学、マレーシアの地域研究

堀 まどか
国際日本研究、比較文学研究、境界者の文学

小田中 章浩
フランス演劇、比較演劇

菅原 真弓
日本美術史、文化資源学、博物館学

天野 景太
観光学、観光文化論、都市社会文化論

沼田 里衣
臨床音楽学、即興音楽研究

野崎 充彦
朝鮮古典文学および文化史(民俗信仰など)に関する研究

 数学
秋吉 宏尚
双曲幾何と3次元多様体論

 居住環境学
永村 一雄
温熱環境解析と省エネルギーのための熱環境計画

森 一彦
居住福祉環境設計に関する研究

渡部 嗣道
住宅の保全方法および新構法の研究

小伊藤 亜希子
子ども・家族の住生活に関する研究

松下 大輔
行動計測に基づく設計方法の研究

瀧澤 重志
情報・数理と居住空間の関係の探求

中野 茂夫
建築都市空間に関する計画学的研究

酒井 英樹
居住環境の安全・快適性に関する研究

上田 博之
高齢者住居および住居人類学に関する研究

福田 美穂
生活空間の史的研究

小池 志保子
住空間デザインの研究

ファーナム クレイグ
空調設備と熱的快適性に関する研究

生田 英輔
居住環境の防災・安全に関する研究

岡本 滋史
木造建築の構造性能に関する研究

西岡 基夫
生活弱者を中心とした機器・環境に関する人間工学的研究

加登 遼
ウォーカビリティに着目した人口減少する居住環境のデザイン研究

 総合福祉・心理臨床科学
中井 孝章
教育臨床学、進化人間行動学

三船 直子
精神病理・発達障がいの研究、心理療法の研究

岡田 進一
社会福祉学および地域ケアに関する研究

所 道彦
家族の多様化に対応した社会保障の理論・政策研究

堀口 正
社会開発・中国経済・生活改善

大西 次郎
医療ソーシャルワーク、精神科ソーシャルワーク、
多職種連携

篠田 美紀
高齢期の心理臨床に関する研究、心理療法の研究

長濵 輝代
母子心理臨床の研究、心理療法の研究

野村 恭代
コミュニティにおけるコンフリクト・マネジメント手法に
関する研究、居住福祉に関する研究

松木 洋人
家族社会学、子育て支援に関する社会学的研究

鵜川 重和
高齢者の生活と健康に関する疫学研究

垣田 裕介
貧困の実態分析と社会政策の在り方に関する研究

後藤 佳代子
青年期の心理臨床実践および青年期心性についての研究

鵜浦 直子
ソーシャルワークにおける権利擁護の研究

清水 由香
精神障害者の地域生活支援サービスのあり方に関する研究

弘田 洋二
パーソナリティー・アセスメントおよび心理療法関係の研究

中島 尚美
地域を基盤とした子ども家庭福祉に関する研究

畠山 典子
保健師活動に関する研究・地域看護に関する研究、母子保健
に関する研究、地域減災に関する研究

白井 みどり
認知症高齢者の環境支援に関する研究、シーティングなど高
齢者の生活機能向上に向けた研究

佐々木 八千代
高齢者の健康づくりに関する研究、認知症高齢者の環境支援
に関する研究

（在）河野 あゆみ
高齢者のフレイル、介護予防、地域包括ケアシステム、地域見
守りに関する研究

岡本 双美子
在宅看取り、グリーフケア、意思決定支援、
訪問看護の経営に関する研究

作田 裕美
がん看護学、急性期看護学、災害看護学

村川 由加理
急性期看護学、がん看護学、災害看護学

山口 曜子
慢性看護、患者教育（睡眠・生体リズム）、看護基礎教育・看護
教育に関する研究

趙 崇来
心不全患者に対する研究、
看護基礎教育・看護教育に関する研究

松田 光信
統合失調症をもつ当事者のための心理教育、精神障害者の地
域生活支援、プログラム評価

（精）河野 あゆみ
統合失調症をもつ当事者に対する看護に関する研究、精神科
看護師に対する教育研究

玉上 麻美
周産期の育児支援に関する研究、流産を経験した女性・不妊
症女性への看護に関する研究

和木 明日香
ツボ指圧刺激が分娩時間にもたらす影響と安全性の検証、国
際保健・看護教育に関する研究

平谷 優子
小児看護学、家族看護学に関する研究

塩井 淳
動脈硬化・血管石灰化の発症機構、老化とカルシウム、
慢性腎臓病・腎線維化の発症機構

藤田 寿一
生化学、分子生物学および細胞生物学的手法を用いた癌細胞
の増殖や転移に関する基礎的研究

 食・健康科学
羽生 大記
慢性肝疾患、脂肪肝患者における栄養学的評価と治療、
高齢者の栄養学的評価と治療

由田 克士
健康増進と生活習慣病予防に関する公衆栄養学的研究、
栄養疫学

佐伯 茂
コレステロール代謝に関する分子栄養学的研究

増田 俊哉
ポリフェノールなど植物性フェノール成分の有機化学

中台 枝里子
食品因子や微生物による生体調節作用に関する
分子生理学的研究

和田 崇之
病原微生物の伝播・拡散に関する遺伝子解析と
分子疫学・生態学的研究

古澤 直人
化学物質の食品残留に関する研究

市川 直樹
エネルギー代謝調節系に関する生化学・分子生物学的研究

小島 明子
生活習慣病の予防に関する病態栄養学および栄養機能科学
的研究

金 東浩
リポタンパク質代謝に関する分子栄養学的研究

安井 洋子
テーラーメード栄養指導に関する臨床栄養学的研究

福村 智恵
生活習慣病予防と栄養・食生活支援に関する研究

早見 直美
思春期・青年期の食行動と栄養教育法に関する研究

 感覚・運動機能医学講座
鶴田 大輔
自己免疫性水疱症の発症機序解明研究、
毛髪再生科学、乾癬発症機序解明研究

本田 茂
網膜硝子体疾患、未熟児網膜症、神経眼科

角南 貴司子
内耳障害（特に平衡機能）、中耳疾患の臨床的研究、
音声言語認知の基礎研究 

後藤 剛夫
頭蓋底外科手術法の開発 頭蓋底微小解剖研究、
経鼻内視鏡手術法の開発 

中村 博亮
脊椎外科、低侵襲脊椎外科、側弯症、骨粗鬆症脊椎疾患

元村 尚嗣
再建外科、マイクロサージェリー、皮膚悪性腫瘍に対する集学
的治療、悪性黒色腫、皮膚難治性潰瘍に対する集学的治療、
義眼床再建 

橋本 隆
皮膚の遺伝関連性希少難治性疾患8群の臨床研究、
自己免疫性水疱症の新規自己抗体の同定と網羅的診断法の確立、
自己免疫性水疱症の自己抗体のクラススイッチ機序の研究、
人工知能(ディープラーニング)による蛍光抗体法自動診断法の開発、
各種自己免疫性水疱症のレジストリ作成、
CRISPR-Cas9法によるラミニガンマ1ノックアウトHaCaT細胞
を用いた抗ラミニンガンマ1類天疱瘡の自己抗原の解析

中嶋 弘一
STATファミリーの活性制御機序の解明と制御技術開発

菅原 弘二
円形脱毛症および乾癬の病態解析に関する研究、内因性カン
ナビノイドが皮膚付属器・粘膜に与える影響に関する研究、肥
満細胞の機能解析、かゆみに関する研究

小澤 俊幸
光線力学療法(PDT)による感染症治療の研究

河野 剛也
眼外傷、眼循環、黄斑疾患、加齢黄斑変性

阪本 浩一
小児機能性難聴、聴覚情報処理障害（APD)の臨床的研究、
アレルギー性疾患の臨床的研究 

寺井 秀富
医用デバイス開発、脊椎・脊髄外科、骨再生医学、側弯症

星 学
骨軟部腫瘍、転移性骨腫瘍、ナビゲーション手術

岡田 充弘
末梢神経障害における神経栄養血管の血流量の解析、
皮弁開発と解剖学的検索、手外科、末梢神経外科、微小血管外科 

羽多野 隆治
外傷、熱傷に対する集学的治療、悪性黒色腫

高見 俊宏
脊髄腫瘍、脊髄機能回復、脊椎生体力学

今西 久幹
瘢痕性脱毛症、皮膚悪性腫瘍における上皮間葉転換について
の研究、爪乾癬の病態に関する研究

中井 浩三
皮膚の病態生理学におけるフリーラジカル・活性酸素の役割に
ついての研究、アトピー性皮膚炎と乾癬の病態解明と治療法の
開発、皮膚老化と癌についての研究

山本 学
加齢黄斑変性、網膜レーザー治療、網膜硝子体手術

田上 瑞記
網膜硝子体手術、眼炎症疾患、眼腫瘍、眼窩疾患

高野 さくらこ
感音難聴・耳鳴の臨床的研究と聴覚生理 

森迫 拓貴
後頭蓋窩の静脈解剖についての研究 

宇田 武弘
てんかんの外科治療、
脳波および脳磁図による臨床神経生理に関する研究

内藤 堅太郎
脊椎脊髄疾患の画像診断および外科治療 

有馬 大紀
脳腫瘍における栄養血管の解剖学的研究

一ノ瀬 努
解剖と病理学的所見に基づく血管外科手術の開発と教育 

鴫原 良仁
脳波および脳磁図による臨床神経生理に関する研究

中条 公輔
グリオーマの外科治療

箕田 行秀
膝関節外科、股関節外科、人工関節、バイオマテリアル、
バイオメカニクス、コンピューター支援手術

橋本 祐介
スポーツ整形外科、骨、軟骨、靭帯再生、バイオメカニクス

大田 陽一
軟骨代謝（関節軟骨変性予防）、
骨代謝、骨形成タンパクを用いた骨再生、膝、股関節外科

星野 雅俊
低侵襲脊椎外科、骨粗鬆症、臨床疫学

池渕 充彦
関節外科におけるNavigatic System、整形外科・リハビリテー
ション分野における医工連携、Wearable加速度計による歩行
解析、リハビリテーション分野での機械学習

鈴木 亨暢
脊椎外科、低侵襲脊椎外科、脊椎脊髄腫瘍、骨再生・神経再生、
黄色靭帯肥厚メカニズムの解明 

洲鎌 亮
股関節外科、膝関節外科、人工関節、
コンピューター支援手術、インプラント開発

平山 公美子
網膜硝子体疾患、レーザー治療

大石 賢弥
頭頚部癌の臨床的研究

 医療管理医学講座
日下部 哲也
薬事行政、レギュラトリーサイエンス、医療イノベーション創出、
研究倫理

首藤 太一
医学教育学、総合診療学

掛屋 弘
細菌および真菌感染症の診断と治療に関する研究・感染制御
に関する研究

新谷 歩
臨床研究における質を担保した効率的な生物統計データ
マネージメント手法の開発

真田 昌爾
臨床研究・治験における効果的な研究開発計画戦略とその支
援手法の開発

立石 千晴
レギュラトリーサイエンス、医療イノベーション創出、研究倫理

竹本 恭彦
医学教育学、総合診療学、心血管機能評価学、循環器学、分
子生物学、臨床薬理学の橋渡し研究

栩野 吉弘
医学教育学、総合診療学、呼吸器内科学、睡眠医学

山口 悦子
医療安全管理・患者安全学全般、医療の品質管理に関する研
究、芸術＆デザインの質・安全管理に関する研究

斯波 将次
健康情報科学領域における実証デザインに関する研究

吉田 寿子
臨床研究における階層ベイズモデルの適用についての研究

鎌田 紀子
医学教育学、総合診療学、消化器内科学、炎症性腸疾患

豊田 宏光
医学教育学、総合診療学、整形外科学、脊椎脊髄外科学、
骨粗鬆症、骨生体材料

並川 浩己 
医学教育学、総合診療学、感染症学、臨床疫学 

山田 康一
耐性菌の疫学研究・抗菌薬適正使用に関する研究

藤井 比佐子
臨床研究体制構築に関する研究、健常人を対象とする臨床研
究の効率的な実施システムの構築に関する研究

高橋 佳苗
小規模臨床試験の統計的デザインおよび解析に関する研究

加葉田 大志朗
観察研究における統計手法の開発と教育

今井 匠
経時観察データを用いた因果推論手法の研究

熊谷 たまき
看護教育に関する研究、患者家族と医療者関係に関する研
究、職場環境に関する研究

森木 ゆう子
患者家族の特性・看護師の能力・システムの相互関係に関する
研究、看護師の倫理的行動に関する研究

三宮 有里
看護教育に関する研究、看護職のキャリア形成に関する研究

横山 美江
ネウボラに関する研究、児童虐待予防に関する研究、母子保健
に関する国際比較研究、発育・発達に関する研究、多胎児にお
ける虐待予防のための介入研究、国際双生児研究、保健師活
動に関する研究

西垣 五月
小児内分泌疾患に関する病態生理の解明

鞍作 克之
前立腺癌に対する免疫療法および遺伝子療法・尿路上皮癌に
対する化学療法・ED、男性不妊症

長沼 俊秀
血液浄化法・腎移植・アフェレシス・動脈硬化・血管石灰化・発
展途上国への医療支援

岩井 友明
腎移植領域における臨床研究

玉田 聡
転移性腎癌に対する治療、癌関連疲労に関する基礎的研究

井口 太郎
前立腺癌遺伝子多型、尿路結石症発症機序の解明、泌尿器
における酸化ストレスの役割

山﨑 健史
腹腔鏡手術

加藤 実
転移性尿路上皮癌患者に対する免疫治療、
複合免疫療法の基礎研究、前立腺がんの基礎研究

春日 彩季
小児アレルギー疾患に関する臨床研究、病態解明

 外科学講座
大平 雅一
食道癌・胃癌の外科治療、外科代謝栄養、門脈圧亢進症の病
態と外科治療

柴田 利彦
心臓弁膜症手術の低侵襲化へ向けての研究

六車 一哉
胃癌に対する外科治療・化学療法および集学的治療

久保 正二
肝胆膵疾患の病態と外科治療、肝移植、外科感染症

高島 勉
乳癌の薬物療法 

西山 典利
呼吸器疾患、縦隔疾患の病態と外科的治療

中岡 達雄
小児外科術後患者の長期予後、
低出生体重児の胎便性疾患に対する治療法

李 栄柱
食道癌に対する胸腔鏡手術をはじめとする外科治療及び
集学的治療 

田中 浩明
胃癌に対する外科治療と微小環境の解析に基づく治療開発

豊川 貴弘
胃癌・食道癌に対する外科治療と集学的治療

永原 央
大腸癌化学療法における個別化治療、大腸癌に対する腹腔鏡
手術、炎症性腸疾患の外科治療

澁谷 雅常
大腸癌における癌微小環境、
大腸癌化学療法におけるバイオマーカー

田村 達郎
胃癌・食道癌における外科治療と栄養療法

天野 良亮
局所進行膵癌の根治を目指した集学的治療の確立・肝胆膵悪
性疾患に対する栄養療法の可能性

竹村 茂一
肝癌、膵癌、胆道癌の外科治療、胆道癌の化学療法、肝硬変の
進行抑制、膵癌の早期診断、生体肝移植

田中 肖吾
肝胆膵領域悪性腫瘍に対する外科治療、腹腔鏡下手術、術後
合併症の予防

木村 健二郎
膵臓癌に対するPDX（患者腫瘍組織モデル）を用いた個別化
医療の確立。膵・胆道癌における癌関連線維芽細胞をター
ゲットとした治療戦略

野田 諭
乳癌ならびに内分泌腫瘍に対する集学的治療

柏木 伸一郎
乳癌の悪性形質獲得に関わる微小環境制御の臨床的検証

藤井 弘通
末梢血管の外科治療 

高橋 洋介
心房細動患者における房室弁逆流の手術治療

森崎 晃正
大動脈弁閉鎖不全症、大動脈基部疾患の手術治療

泉 信博
肺悪性腫瘍、縦隔腫瘍、気腫性肺疾患の外科治療

月岡 卓馬
悪性腫瘍に対する気道再建手術、肺癌に対する集学的治療

武田 景敏
神経疾患および神経変性疾患の高次脳機能障害

松原 三佐子
肝線維化および肝がんにおける肝星細胞形質転換の意義

LE THUY THI THANH
肝臓と膵臓の線維症および発癌におけるサイトグロビンの役割：
生産、メカニズム、治療応用から

紙森 公雄
大阪市立大学における冠動脈疾患患者を対象とした、
心血管イベント発現率を調査する単施設後ろ向き研究

川村 悦史
胆管癌、核医学

後藤 彩子
児童期精神障害の臨床研究 

 病態診断・生体機能管理医学講座
三木 幸雄
神経放射線診断学、脳MRI、下垂体の画像診断、脱髄疾患の
MRI

澁谷 景子
高精度放射線治療技術の開発、難治癌に対する新規放射線
療法レジメンの開発

大澤 政彦
悪性リンパ腫の病理

森 隆
全身麻酔薬・局所麻酔薬の新規薬理作用、全身麻酔メカニズム
および疼痛メカニズムの解明、新しい全身麻酔、鎮痛戦略の開発

溝端 康光
救急医療システム、外傷外科学

嶋田 裕之
認知症疾患の画像診断、認知症の診断治療、家族性アルツハ
イマー病

下野 太郎
放射線診断学全般（主にCTとMRIを駆使した生理学的検討と
臨床面での応用）

山本 晃
Interventional Radiology全般、門脈圧亢進症に対するIVR、
RFAおよび免疫RFA、腹部画像診断 

細野 雅子
がん患者をモデルとした個別化運動療法による医療・福祉連
携研究事業

河邉 讓治
臨床核医学（核医学治療学・核医学診断学）、臨床漢方医学
によるがん緩和医療

土屋 正彦
麻酔薬による活性酸素病態の調節、区域麻酔

山田 徳洪
急性肺障害、術後管理、低侵襲心臓手術の麻酔、虚血再灌流
障害

山本 啓雅
骨盤外傷、脊椎・脊髄損傷の病態と治療、災害医学

西村 哲郎
外傷外科学、蘇生学、医療機器開発、熱傷、救急医療人材の
国際トレーニング

福本 真也
生活習慣病の疫学研究、食事療法の臨床研究、バイオバンク
を活用した新規バイオマーカーの開発、重症下肢虚血に対す
る新規血管新生療法の開発

木村 達郎
呼吸器病学、腫瘍内科学、腫瘍疫学、
肺癌の基礎的・臨床的研究

中原 寛和
がんの基底膜浸潤の分子機構、口腔癌のウイルス療法、
周術期口腔ケアの有効性

城後 篤志
IVR学（門脈圧亢進症に起因する静脈瘤治療）・画像診断学

影山 健
Interventional Radiology、Diagnostic imaging (CT/MRI)

植木 愛
画像診断学（CT, MRI）

造酒 慶喬
難治癌に対する化学放射線療法レジメンの開発

井口 治男
再発転移癌に対する高精度放射線治療に関する探索研究

東山 滋明
臨床核医学（認知症核医学、腫瘍核医学）

和田 直樹
悪性リンパ腫の病理

松浦 正
電気生理学的手法を用いたイオンチャンネルに対する麻酔薬
の影響に関する研究、脂肪乳剤治療の作用機序、肥大心筋の
局所麻酔薬感受性の変化

矢部 充英
疼痛管理医学、術後悪心嘔吐対策、緩和医療 
 

田中 克明
静脈麻酔薬の薬物動態、麻酔管理とアウトカム解析、
卒前医学教育

末廣 浩一
周術期血行動態モニタリング、周術期Goal-directed therapy、
水素吸入の臨床応用

舟井 優介
麻酔薬の鎮痛メカニズム、脊髄後角のシナプス伝達

山﨑 広之
周術期体温管理、慢性痛のメカニズム

堀 耕太郎
Calsium-release activated calcium (CRAC) チャンネルの麻酔
における役割

内田 健一郎
外傷外科学、心臓血管外科学、救急外科、集中治療医学

中野 朱美
婦人科がん検診受診者の精度管理および疫学調査に関する研究

灘谷 祐二
消化管炎症および消化器癌の病態生理の解明、
消化管疾患におよぼす腸内細菌の影響の解明

藤井 英樹
肝臓病学、特に代謝性肝疾患の基礎的・臨床的研究 

寒川 悦次
画像診断学、Interventional Radiology (Vascular Intervention)

竹内 真規子
画像診断学（CT, MRI）

桑江 優子
軟部腫瘍の病理

 泌尿生殖・発達医学講座
古山 将康
骨盤底臓器の解剖学的支持機構の解析、生殖免疫医学

角 俊幸
婦人科腫瘍

濱崎 考史
iPS細胞を用いた、小児先天性代謝疾患の病態解明

内田 潤次
腎移植、薬剤性腎障害、慢性腎臓病、ABO血液型不適合腎移植、
腎移植レシピエントのフレイル、サルコペニア

橘 大介
胎児循環の生理と病的意義

安井 智代
婦人科悪性腫瘍・癌悪液質、女性排尿障害

時政 定雄
小児難治性悪性腫瘍に対する大量化学療法の検討、先天代
謝異常症に対する骨髄非破壊的造血細胞移植、小児急性リン
パ性白血病における白血病幹細胞の研究

徳原 大介
消化器疾患の病因・病態解明と予防・治療薬の開発、
粘膜免疫学

瀬戸 俊之
小児神経・代謝疾患の臨床研究、中枢神経感染症のウイルス
学的研究、臨床遺伝学、障がい学  

武本 佳昭
血液透析膜の生体適合性、人工臓器、腎不全疾患

三杦 卓也
哺乳動物の卵の加齢現象、顆粒膜細胞の内分泌機能、
合併症妊娠の病態解明

羽室 明洋
卵管水腫症例における卵管開口術の有効性と予後予測因子
となるバイオメーカーの検討

田原 三枝
陣痛発来および分娩進行のメカニズム

市村 友季
子宮間葉性腫瘍の自然史解明とその診断・治療、
婦人科腫瘍の病理像からみた病態解明 

橋口 裕紀
婦人科悪性腫瘍

福田 武史
癌悪液質の病態解明とその改善法、婦人科悪性腫瘍

笠井 真理
婦人科悪性腫瘍・子宮筋腫・子宮内膜症

山内 真
婦人科悪性腫瘍

川村 智行
小児糖尿病、腎臓病の病因・病態の研究

佐久間 悟
難治性てんかんの病態解明を目指した神経病理学・神経生理
学研究

大西 聡
新生児慢性肺疾患の病因・病態解明と予防・治療薬の解明、
多施設共同研究"左房容積および動脈管開存症評価"のサブ
研究としての動脈管開存症と慢性肺疾患の関連性

仕幸 英治
磁気工学およびスピントロニクスを用いた
デバイス創製に関する研究

蔡 凱
ネットワークシステムの分散制御理論に関する研究

高橋 秀也
3次元画像入出力、ウェアラブルコンピュータ、
ヘッドマウントディスプレイ、
医用画像など生体モニタリングシステム、医用システム

吉本 佳世
生体モニタリングシステム、医用システム

中島 重義
遺伝的アルゴリズム、神経回路網、画像認識、
加速度センサの医療応用

田窪 朋仁
自律移動ロボット、移動マニピュレーション、UAV、脚ロボット

上野 敦志
人工知能、ロボットの学習

岡 育生
無線および光通信における高能率符号化方式ならびに
変復調方式

阿多 信吾
高速データ転送、トラヒック計測、ネットワーク、性能評価など

原 晋介
無線通信システムにおける信号処理応用

辻岡 哲夫
無線・光通信方式、誤り訂正符号、コンピュータネットワーク

安倍 広多
分散システムと基盤ソフトウェアに関する研究

石橋 勇人
分散システムとネットワークに関する研究

大西 克実
ネットワーク環境上の計算機を
効率的に利用することに関する研究

村上 晴美
情報検索、人工知能、ユーザインタフェースに関する研究

吉田 大介
空間情報を対象としたWebサービスと
クラウド情報基盤に関する研究

永田 好克
地理情報システムを活用した
タイ国北東部農村の変容に関する研究

 化学生物系（化学バイオ工学）
山田 裕介
活性点構造が明らかな固体触媒材料の研究

有吉 欽吾
新規蓄電材料の研究と次世代蓄電池への応用

畠中 康夫
光学活性触媒の開発と触媒的不斉合成への展開

南 達哉
分子触媒を用いる有機合成反応の研究

辻 幸一
X線・電子線を用いた微小部・微量・元素分析法に関する開発
研究

米谷 紀嗣
高温高圧流体の特性、反応、光化学に関する研究

堀邊 英夫
ポリマーアロイや感光性高分子に関する研究

佐藤 絵理子
高分子の精密合成と高機能・高性能有機材料への展開

小畠 誠也
光機能材料の設計・合成・物性評価に関する研究

北川 大地
フォトクロミック分子を用いた光機能材料の創生

北村 昌也
補因子結合タンパク質の構造機能相関、
有用物質の遺伝子工学的生産

中西 猛
高機能人工抗体の開発研究

五十嵐 幸一
医薬等の結晶化技術・バイオマス

長﨑 健
バイオポリマーをベースとする医用材料の創製

東 秀紀
天然生理活性物質の合成とその応用

立花 亮
核酸医薬の開発、エクソソーム医薬の開発

東 雅之
有用細胞の構築とバイオ産業への展開

立花 太郎
バイオ医薬品の創製

尾島 由絋
細胞機能制御に基づくバイオプロセスの効率化

 都市系（建築学、都市学）
谷口 与史也
各種構造要素の力学特性、立体骨組構造の耐震性能

吉中 進
空間構造の応答制御、シェルの形状決定に関する研究

谷口 徹郎
自然風の下での非定常な風力特性に関する研究

梅宮 典子
建築・都市環境の適応的評価に関する研究

岸本 嘉彦
室内熱湿気環境のパッシブ制御、熱水分移動に伴う壁体の劣
化機構

宮本 佳明
建築設計、建築設計論、土建空間概念を用いた包括的景観形成

倉方 俊輔
日本近現代建築史に関する研究

徳尾野 徹
都市型住宅・住宅地・集住体の計画論

西野 雄一郎
ストック再生の設計・計画技術の開発、
空間づくりのプロセスデザイン

鈴木 裕介
鉄筋コンクリート構造、木質骨組構造の耐震性能評価

石山 央樹
都市計画・建築計画、木質科学、建築構造・材料に関する研究

鬼頭 宏明
鋼・コンクリート複合構造の力学特性と合理的設計法

角掛 久雄
コンクリート構造物の力学特性

山口 隆司
美しい橋の開発、部材接合技術、橋の設計・性能評価技術

林 厳
FRP部材の信頼性評価、
各種構造材料による橋梁のモニタリング

大島 昭彦
地盤・地下水環境に関わる問題の研究、
宅地の地盤調査と基礎工法

山田 卓
自然斜面の風化と安定問題、地盤の地震時挙動に関する諸問題

内田 敬
情報通信技術を用いた都市活動・交通行動分析

吉田 長裕
都市交通の安全と環境の評価方法に関する研究

重松 孝昌
沿岸域の物質循環機構の解明と環境修復、都市の広域複合災害

中條 壮大
波・流れと輸送現象、災害リスク評価・持続可能性評価と適応策

嘉名 光市
都市計画、都市デザイン、景観論、環境都市計画の計画技術開発

蕭 閎偉
まちづくりの効果に関する検証、都市デザイン・開発制度の実証
的研究

西岡 真稔
都市の熱環境調整、エネルギーの有効利用技術

鍋島 美奈子
都市エネルギー消費と熱環境に関する空間分析評価

相馬 明郎
水圏生態系の機構解明、社会・生態システムの予測・評価 

遠藤 徹
都市沿岸域における環境悪化構造の解明と
水辺の都市型自然再生

貫上 佳則
水環境保全技術と資源・エネルギー回収システムの評価

水谷 聡
廃棄物の適正処理とリサイクルに伴う環境影響評価

ベンカテッシュ・ラガワン
オープンソース空間情報システムの開発と都市情報への応用

米澤 剛
時空間情報を用いた都市の空間モデリングと持続可能性

 共通分野（応用数学）
松岡 千博
非線形力学系にカオス理論・数値解析・流体力学における
渦層ダイナミクス

小林 祐貴
幾何学、グラフ理論などの数理に基づいた
建築・都市の設計手法の探求

 共通分野（機械工作室）

永見 康明
表在型食道癌、早期消化器癌内視鏡切除、内視鏡治療、内視
鏡診断、食道狭窄

今西 康雄
骨粗鬆症、くる病、骨軟化症、副甲状腺機能亢進症、
慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常

中前 博久
①HLA半合致造血細胞移植
②造血幹細胞移植に伴う合併症の病態解析及び予防
③慢性骨髄性白血病 病態解析と治療

岩﨑 進一
産業精神医学、神経質 

宮脇 大
児童期精神障害の臨床研究 

安部 貴人
脳虚血における神経細胞障害メカニズム 

伊藤 朝広
心臓超音波を用いた構造的心疾患、弁膜症、心不全の病態解析

山崎 貴紀
血管内視鏡による動脈硬化性疾患の病態解析

渡辺 徹也
呼吸器病学、重症喘息の病態解明・制御、呼吸器内視鏡

打田 佐和子
肝臓病学および肝胆膵癌治療、
超音波を用いた新規画像診断法の開発 

萩原 淳司
消化器病学、肝胆膵癌の基礎的研究及び診断法、治療法の開発 

細見 周平
炎症性腸疾患の病態と治療 

大谷 恒史
消化管の炎症・癌および原因不明の消化管出血の病態と治療 

田中 史生
機能性消化管疾患、好酸球性消化管疾患、
胃食道逆流症の病態生理と治療

福永 周生
早期大腸腫瘍の内視鏡診療、
抗血栓薬と内視鏡治療、高齢者の内視鏡治療 

森岡 与明
糖尿病、肥満、動脈硬化、サルコペニア

森 克仁
腎臓病学、代謝学、糖尿病学

山田 真介
リウマチ学、
慢性疾患における睡眠障害と夜間血圧動態に関する研究 

越智 章展
糖尿病、糖尿病性腎症、
慢性腎不全患者の病態に影響を与える因子についての研究

藏城 雅文
高尿酸血症・内分泌代謝病学 

津田 昌宏
腎血行動態、糖尿病性腎症、高尿酸血症

仲谷 慎也
慢性腎臓病の病因病態生理に関する研究

康 秀男
血液疾患・造血幹細胞移植の疫学、
血液疾患患者における感染症の診断法と治療

西本 光孝
①造血幹細胞移植後の急性・慢性移植片対宿主病患者の病
　態生理の解析
②血液悪性疾患に対する新規細胞治療の開発

中嶋 康博
血液悪性腫瘍に対する免疫監視機構の研究および臨床応用 

片上 素久
ゲーム障害、インターネット依存障害

山内 常生
摂食障害、職場の精神障害 

出口 裕彦
産業精神医学、うつ病、双極性障害 

内田 健太郎
神経画像、器質性精神障害 

原田 朋子
摂食障害 

中尾 吉孝
緩和ケア

光岡 茂樹
呼吸器病学、腫瘍内科学、肺癌の基礎的・臨床的研究、QOL 

金田 裕靖
肺がん薬物療法、新規抗がん剤の臨床試験・早期開発（国際
治験など）、がんの分子標的治療、がん免疫療法

蔦田 強司
神経生理学的研究

福島 若葉
感染症、難病、肝疾患の疫学

吉川 貴仁
ヒトの生活習慣に関する医学・脳科学（無意識、ストレス、疲労、
食欲、食と運動のクロストーク）

岡﨑 和伸
運動トレーニングおよび環境適応による運動能および生理機
能の改善メカニズムに関する研究

石川 隆紀
急死の病態生理（ホルモン動態を中心に）、法中毒学・法医血
清学的検査法の開発、法医画像診断学

金子 幸弘
①難治性感染症に対する新たな診断および治療法の開発
　● 薬剤耐性菌の分子生物学的解析
　● 多剤耐性アシネトバクターを中心とする病原細菌の分子
　  疫学および新規治療薬開発
　● 高病原性肺炎桿菌感染症に対する新規治療戦略の開発
②応用研究、橋渡し研究 
　● ムーコル症の新規診断系の確立
　● 希少菌種の同定

金子 明
Global Malaria Eradication：南西太平洋ヴァヌアツおよびケ
ニア・ビクトリア湖島嶼モデルにおける撲滅対策実施、化学療
法、分子・血清疫学に関する研究

魏 民
環境化学発癌、発癌リスク評価、
発癌予防、膀胱癌の分子病理 

鈴木 周五
環境化学発癌、発癌リスク評価、膀胱癌および前立腺癌の病理

佐藤 恭子
糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の疫学、日系米国人の
糖尿病疫学、内臓脂肪の疫学、透析の疫学

大藤 さとこ
肝疾患、難病、感染症の疫学

横山 久代
糖・エネルギー代謝、高齢者の健康増進における運動の効果
に関する臨床的研究

福井 充
数理統計学、医学分野への応用、健康・疾病標価尺度の研究

綾田 稔
麻疹ウイルスの神経病原性と亜急性硬化性全脳炎の発症機構

仁木 満美子
休眠現象の解析および新規抗結核ワクチンの開発 

城戸 康年
病原体と宿主のエネルギー代謝相互作用、代謝リモデリング
を標的とした薬剤開発と早期探索的臨床開発（Neglected 
Tropical Disease、トリパノソーマ、マラリア、悪性腫瘍）、ゲノム
疫学による病原体とヒトの共進化

坪内 泰志
深海微生物由来の新規抗菌薬・抗ウイルス薬探索

梯 アンナ
化学発癌、分子病理学、発癌リスク評価、発癌予防、肝発癌の
メカニズム、非アルコール性脂肪肝炎、トランスレーショナル・リ
サーチ

上原 新一郎
生活習慣病の疫学

石井 聡
生活習慣形成の基盤となる神経メカニズムに関する
脳科学・医学研究

今井 大喜
環境ストレス負荷時の生理機能および運動能に関する研究

鈴木 雄太
身体運動のバイオメカニクス的研究

池田 知哉
急死の病態生理、血清学的検査の死後変化、
浮腫の病態生理および評価法の開発

CHIM WAI CHAN
ヴァヌアツ島嶼における持続可能なマラリア撲滅：
人の移動、伝播再興、疾病構造転換

加瀬 哲男
感染症の対策およびリスク評価

谷 直人
急死の病態生理、法医血液生化学、法医分子生物学、法医公
衆衛生学 

老沼 研一
病原性細菌の薬剤耐性機構および細胞間情報伝達機構（クオ
ラムセンシング）の解析

西内 由紀子
①非結核性抗酸菌のバイオフィルム形成メカニズムの解明
②非結核性抗酸菌の環境分布動態研究
③抗酸菌の病原性研究:抗酸菌と赤血球の相互作用

渡邊 美穂
神経細胞の病態生理、
血液－脳脊髄液関門の病態生理学的研究

廣川 達也
急死の病態生理、法医血液生化学、法中毒学

中釜 悠
遺伝性／先天性疾患および非感染性疾患(NCD)のグローバル
な社会経済的影響、寄生虫感染(マラリア、NTDs)の発達期に
おける影響と介入可能性、代謝リモデリングにみる不全心と感
染性病原体のアナロジー

柴田 幹子
腎疾患の疫学、生活習慣病の疫学

加賀谷 渉
分子疫学的手法によるマラリア伝播ダイナミクスの解明とマラ
リア撲滅に向けた介入研究

 老年医科学講座
植松 智
自然免疫、粘膜免疫、メタゲノム解析

富山 貴美
神経変性疾患の予防・診断・治療法の開発 

八代 正和
難治癌のトランスレーショナルリサーチ

佐藤 慎太郎
粘膜免疫学、自然免疫学、ウイルス学

庄司 哲雄
リポ蛋白代謝、糖尿病・腎不全の動脈硬化、
認知機能・サルコペニア

小島 裕正
細胞の運命を制御する情報伝達機序の解明

永田 友貴
内分泌代謝病と骨・ミネラル代謝異常・血管石灰化 

國本 浩之
細胞内シグナルによる遺伝子発現制御 

藤本 康介
自然免疫、粘膜免疫、メタゲノム解析

植松 美帆
神経学、イメージング、メタゲノム解析

梅田 知宙
変性性認知症の予防・診断・治療法の開発 

 臨床医科学専攻

 臓器器官病態内科学講座
葭山 稔
循環器病学、臨床心臓病学、
心臓研究における基礎と臨床のトランスレーショナルリサーチ 

川口 知哉
呼吸器病学、呼吸器疾患の診断・治療、
肺癌の基礎的・臨床的研究

河田 則文
肝臓病学、肝病態における遺伝子発現の解析、
肝胆膵癌の微小環境 

藤原 靖弘
消化管疾患の病態と治療

繪本 正憲
糖尿病・代謝内分泌疾患・腎疾患の病態と治療に関する研究

日野 雅之
血液悪性疾患の病態と治療、
造血幹細胞移植医療に関する研究

井上 幸紀
ストレスと精神疾患の関連（産業精神医学）、
摂食障害の病態生化学 

伊藤 義彰
神経変性疾患、
脳血管障害を中心に幅広く神経内科疾患を研究 

根来 伸夫
膠原病の病態と治療

泉家 康宏
心不全の新規治療標的の探索

岩田 真一
超音波を用いた弁膜症、動脈硬化、高血圧、心不全の病態解明 

江原 省一
血管内超音波、マルチスライスCT、
MRIによる急性冠症候群の病態解析

金澤 博
呼吸器病学、アレルギー病学、呼吸器疾患の診断・治療

浅井 一久
呼吸器病学、慢性気道炎症疾患の炎症機序の解明・制御、
呼吸器内視鏡

田守 昭博
肝臓病学、肝胆膵領域におけるヒト遺伝子多型の解析と臨床
応用、輸血学 

榎本 大
ウイルス性肝炎その他、
肝臓病におけるプレシジョン・メディシンの開発 

渡邉 俊雄
消化器炎症及び悪性疾患の病態生理の解明 

 基礎医科学専攻

 分子生体医学講座
冨田 修平
循環代謝学、生体の低酸素応答と疾患、血管生物学と疾患、
組織リモデリング

徳永 文稔
炎症・免疫シグナルの分子病態医化学

大谷 直子
肥満関連腸内細菌代謝物ががん微小環境に及ぼす影響、
細胞老化と細胞老化随伴分泌現象(SASP)の生体における役割

池田 一雄
肝硬変を代表とする臓器線維症に関する研究

水関 健司
神経生理学、睡眠の機能解析、海馬における情報処理、記憶
のメカニズム

広常 真治
中枢神経系構築のメカニズム、形態形成と細胞極性

中島 裕司
循環器系の発生生物学

塩田 正之
プロテオスタシス制御とがんの悪性化 

松原 勤
臓器老化と肝疾患に関する研究

吉田 佳世
哺乳動物のＤＮＡ損傷と修復機構の研究

松永 慎司
がん微小環境、腫瘍血管、薬物動態

及川 大輔
新規因子を介した炎症・免疫シグナルの制御機構解析と疾患

北西 卓磨
神経生理学、海馬における情報処理、シナプスの機能変化、
記憶のメカニズム

千葉 秀平
神経内非定型微小管の解析

金 明月
細胞内物質輸送の制御機構の解明

甲斐 理武
発生における集団的細胞移動の分子機構

山口 雄大
結核菌の休眠・潜伏に関する研究、循環器疾患の病態形成の
分子機序解明

德留 健太郎
低酸素ストレス、精神発達遅滞

寺脇 正剛
オートファジーを介した免疫応答制御機構と炎症性疾患発症
機構の解明

清水 康平
翻訳後修飾に着目した炎症性疾患とがんの分子病態学

山岸 良多
転写後調節を介したがん微小環境制御、細胞老化とmRNA代謝

神谷 知憲
共生細菌代謝物の生体恒常性維持に関する研究

高杉 征樹
加齢性疾患における細胞外マトリックスの役割、
細胞老化随伴分泌現象のメカニズム

宇留島 隼人
肝星細胞と肝臓構成細胞との相互作用の解明

湯浅 秀人
肝臓構成細胞が形成する細胞間ネットワークの解明

松本 英之
神経生理学、モチベーションと学習、報酬系の神経回路解析、
適応的行動の神経基盤

宮脇 寛行
神経生理学、睡眠の機能解析、記憶の形成と固定のメカニズム

松本 早紀子
神経内物質輸送の制御機構解明

東島 沙弥佳
ヒトはどのように尻尾を失くしたのか：有羊膜類における尾部
形態形成機構の解明

程 禕
がん微小環境における細胞間、分子間ネットワークの制御 

 都市医学講座
鰐渕 英機
環境化学発癌、発癌予防、膀胱癌の病理、分子病理

林 朝茂
糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の疫学、日系米国人の
糖尿病疫学、内臓脂肪の疫学、透析の疫学
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教員研究テーマ 一覧 Research Fields

医学部看護学科･看護学研究科

生活科学部･生活科学研究科

 居住環境学
永村 一雄
温熱環境解析と省エネルギーのための熱環境計画

森 一彦
居住福祉環境設計に関する研究

渡部 嗣道
住宅の保全方法および新構法の研究

小伊藤 亜希子
子ども・家族の住生活に関する研究

松下 大輔
行動計測に基づく設計方法の研究

瀧澤 重志
情報・数理と居住空間の関係の探求

中野 茂夫
建築都市空間に関する計画学的研究

酒井 英樹
居住環境の安全・快適性に関する研究

上田 博之
高齢者住居および住居人類学に関する研究

福田 美穂
生活空間の史的研究

小池 志保子
住空間デザインの研究

ファーナム クレイグ
空調設備と熱的快適性に関する研究

生田 英輔
居住環境の防災・安全に関する研究

岡本 滋史
木造建築の構造性能に関する研究

西岡 基夫
生活弱者を中心とした機器・環境に関する人間工学的研究

加登 遼
ウォーカビリティに着目した人口減少する居住環境のデザイン研究

 総合福祉・心理臨床科学
中井 孝章
教育臨床学、進化人間行動学

三船 直子
精神病理・発達障がいの研究、心理療法の研究

岡田 進一
社会福祉学および地域ケアに関する研究

所 道彦
家族の多様化に対応した社会保障の理論・政策研究

堀口 正
社会開発・中国経済・生活改善

大西 次郎
医療ソーシャルワーク、精神科ソーシャルワーク、
多職種連携

篠田 美紀
高齢期の心理臨床に関する研究、心理療法の研究

長濵 輝代
母子心理臨床の研究、心理療法の研究

野村 恭代
コミュニティにおけるコンフリクト・マネジメント手法に
関する研究、居住福祉に関する研究

松木 洋人
家族社会学、子育て支援に関する社会学的研究

鵜川 重和
高齢者の生活と健康に関する疫学研究

垣田 裕介
貧困の実態分析と社会政策の在り方に関する研究

後藤 佳代子
青年期の心理臨床実践および青年期心性についての研究

鵜浦 直子
ソーシャルワークにおける権利擁護の研究

清水 由香
精神障害者の地域生活支援サービスのあり方に関する研究

弘田 洋二
パーソナリティー・アセスメントおよび心理療法関係の研究

中島 尚美
地域を基盤とした子ども家庭福祉に関する研究

畠山 典子
保健師活動に関する研究・地域看護に関する研究、母子保健
に関する研究、地域減災に関する研究

白井 みどり
認知症高齢者の環境支援に関する研究、シーティングなど高
齢者の生活機能向上に向けた研究

佐々木 八千代
高齢者の健康づくりに関する研究、認知症高齢者の環境支援
に関する研究

（在）河野 あゆみ
高齢者のフレイル、介護予防、地域包括ケアシステム、地域見
守りに関する研究

岡本 双美子
在宅看取り、グリーフケア、意思決定支援、
訪問看護の経営に関する研究

作田 裕美
がん看護学、急性期看護学、災害看護学

村川 由加理
急性期看護学、がん看護学、災害看護学

山口 曜子
慢性看護、患者教育（睡眠・生体リズム）、看護基礎教育・看護
教育に関する研究

趙 崇来
心不全患者に対する研究、
看護基礎教育・看護教育に関する研究

松田 光信
統合失調症をもつ当事者のための心理教育、精神障害者の地
域生活支援、プログラム評価

（精）河野 あゆみ
統合失調症をもつ当事者に対する看護に関する研究、精神科
看護師に対する教育研究

玉上 麻美
周産期の育児支援に関する研究、流産を経験した女性・不妊
症女性への看護に関する研究

和木 明日香
ツボ指圧刺激が分娩時間にもたらす影響と安全性の検証、国
際保健・看護教育に関する研究

平谷 優子
小児看護学、家族看護学に関する研究

塩井 淳
動脈硬化・血管石灰化の発症機構、老化とカルシウム、
慢性腎臓病・腎線維化の発症機構

藤田 寿一
生化学、分子生物学および細胞生物学的手法を用いた癌細胞
の増殖や転移に関する基礎的研究

 食・健康科学
羽生 大記
慢性肝疾患、脂肪肝患者における栄養学的評価と治療、
高齢者の栄養学的評価と治療

由田 克士
健康増進と生活習慣病予防に関する公衆栄養学的研究、
栄養疫学

佐伯 茂
コレステロール代謝に関する分子栄養学的研究

増田 俊哉
ポリフェノールなど植物性フェノール成分の有機化学

中台 枝里子
食品因子や微生物による生体調節作用に関する
分子生理学的研究

和田 崇之
病原微生物の伝播・拡散に関する遺伝子解析と
分子疫学・生態学的研究

古澤 直人
化学物質の食品残留に関する研究

市川 直樹
エネルギー代謝調節系に関する生化学・分子生物学的研究

小島 明子
生活習慣病の予防に関する病態栄養学および栄養機能科学
的研究

金 東浩
リポタンパク質代謝に関する分子栄養学的研究

安井 洋子
テーラーメード栄養指導に関する臨床栄養学的研究

福村 智恵
生活習慣病予防と栄養・食生活支援に関する研究

早見 直美
思春期・青年期の食行動と栄養教育法に関する研究

 感覚・運動機能医学講座
鶴田 大輔
自己免疫性水疱症の発症機序解明研究、
毛髪再生科学、乾癬発症機序解明研究

本田 茂
網膜硝子体疾患、未熟児網膜症、神経眼科

角南 貴司子
内耳障害（特に平衡機能）、中耳疾患の臨床的研究、
音声言語認知の基礎研究 

後藤 剛夫
頭蓋底外科手術法の開発 頭蓋底微小解剖研究、
経鼻内視鏡手術法の開発 

中村 博亮
脊椎外科、低侵襲脊椎外科、側弯症、骨粗鬆症脊椎疾患

元村 尚嗣
再建外科、マイクロサージェリー、皮膚悪性腫瘍に対する集学
的治療、悪性黒色腫、皮膚難治性潰瘍に対する集学的治療、
義眼床再建 

橋本 隆
皮膚の遺伝関連性希少難治性疾患8群の臨床研究、
自己免疫性水疱症の新規自己抗体の同定と網羅的診断法の確立、
自己免疫性水疱症の自己抗体のクラススイッチ機序の研究、
人工知能(ディープラーニング)による蛍光抗体法自動診断法の開発、
各種自己免疫性水疱症のレジストリ作成、
CRISPR-Cas9法によるラミニガンマ1ノックアウトHaCaT細胞
を用いた抗ラミニンガンマ1類天疱瘡の自己抗原の解析

中嶋 弘一
STATファミリーの活性制御機序の解明と制御技術開発

菅原 弘二
円形脱毛症および乾癬の病態解析に関する研究、内因性カン
ナビノイドが皮膚付属器・粘膜に与える影響に関する研究、肥
満細胞の機能解析、かゆみに関する研究

小澤 俊幸
光線力学療法(PDT)による感染症治療の研究

河野 剛也
眼外傷、眼循環、黄斑疾患、加齢黄斑変性

阪本 浩一
小児機能性難聴、聴覚情報処理障害（APD)の臨床的研究、
アレルギー性疾患の臨床的研究 

寺井 秀富
医用デバイス開発、脊椎・脊髄外科、骨再生医学、側弯症

星 学
骨軟部腫瘍、転移性骨腫瘍、ナビゲーション手術

岡田 充弘
末梢神経障害における神経栄養血管の血流量の解析、
皮弁開発と解剖学的検索、手外科、末梢神経外科、微小血管外科 

羽多野 隆治
外傷、熱傷に対する集学的治療、悪性黒色腫

高見 俊宏
脊髄腫瘍、脊髄機能回復、脊椎生体力学

今西 久幹
瘢痕性脱毛症、皮膚悪性腫瘍における上皮間葉転換について
の研究、爪乾癬の病態に関する研究

中井 浩三
皮膚の病態生理学におけるフリーラジカル・活性酸素の役割に
ついての研究、アトピー性皮膚炎と乾癬の病態解明と治療法の
開発、皮膚老化と癌についての研究

山本 学
加齢黄斑変性、網膜レーザー治療、網膜硝子体手術

田上 瑞記
網膜硝子体手術、眼炎症疾患、眼腫瘍、眼窩疾患

高野 さくらこ
感音難聴・耳鳴の臨床的研究と聴覚生理 

森迫 拓貴
後頭蓋窩の静脈解剖についての研究 

宇田 武弘
てんかんの外科治療、
脳波および脳磁図による臨床神経生理に関する研究

内藤 堅太郎
脊椎脊髄疾患の画像診断および外科治療 

有馬 大紀
脳腫瘍における栄養血管の解剖学的研究

一ノ瀬 努
解剖と病理学的所見に基づく血管外科手術の開発と教育 

鴫原 良仁
脳波および脳磁図による臨床神経生理に関する研究

中条 公輔
グリオーマの外科治療

箕田 行秀
膝関節外科、股関節外科、人工関節、バイオマテリアル、
バイオメカニクス、コンピューター支援手術

橋本 祐介
スポーツ整形外科、骨、軟骨、靭帯再生、バイオメカニクス

大田 陽一
軟骨代謝（関節軟骨変性予防）、
骨代謝、骨形成タンパクを用いた骨再生、膝、股関節外科

星野 雅俊
低侵襲脊椎外科、骨粗鬆症、臨床疫学

池渕 充彦
関節外科におけるNavigatic System、整形外科・リハビリテー
ション分野における医工連携、Wearable加速度計による歩行
解析、リハビリテーション分野での機械学習

鈴木 亨暢
脊椎外科、低侵襲脊椎外科、脊椎脊髄腫瘍、骨再生・神経再生、
黄色靭帯肥厚メカニズムの解明 

洲鎌 亮
股関節外科、膝関節外科、人工関節、
コンピューター支援手術、インプラント開発

平山 公美子
網膜硝子体疾患、レーザー治療

大石 賢弥
頭頚部癌の臨床的研究

 医療管理医学講座
日下部 哲也
薬事行政、レギュラトリーサイエンス、医療イノベーション創出、
研究倫理

首藤 太一
医学教育学、総合診療学

掛屋 弘
細菌および真菌感染症の診断と治療に関する研究・感染制御
に関する研究

新谷 歩
臨床研究における質を担保した効率的な生物統計データ
マネージメント手法の開発

真田 昌爾
臨床研究・治験における効果的な研究開発計画戦略とその支
援手法の開発

立石 千晴
レギュラトリーサイエンス、医療イノベーション創出、研究倫理

竹本 恭彦
医学教育学、総合診療学、心血管機能評価学、循環器学、分
子生物学、臨床薬理学の橋渡し研究

栩野 吉弘
医学教育学、総合診療学、呼吸器内科学、睡眠医学

山口 悦子
医療安全管理・患者安全学全般、医療の品質管理に関する研
究、芸術＆デザインの質・安全管理に関する研究

斯波 将次
健康情報科学領域における実証デザインに関する研究

吉田 寿子
臨床研究における階層ベイズモデルの適用についての研究

鎌田 紀子
医学教育学、総合診療学、消化器内科学、炎症性腸疾患

豊田 宏光
医学教育学、総合診療学、整形外科学、脊椎脊髄外科学、
骨粗鬆症、骨生体材料

並川 浩己 
医学教育学、総合診療学、感染症学、臨床疫学 

山田 康一
耐性菌の疫学研究・抗菌薬適正使用に関する研究

藤井 比佐子
臨床研究体制構築に関する研究、健常人を対象とする臨床研
究の効率的な実施システムの構築に関する研究

高橋 佳苗
小規模臨床試験の統計的デザインおよび解析に関する研究

加葉田 大志朗
観察研究における統計手法の開発と教育

今井 匠
経時観察データを用いた因果推論手法の研究

熊谷 たまき
看護教育に関する研究、患者家族と医療者関係に関する研
究、職場環境に関する研究

森木 ゆう子
患者家族の特性・看護師の能力・システムの相互関係に関する
研究、看護師の倫理的行動に関する研究

三宮 有里
看護教育に関する研究、看護職のキャリア形成に関する研究

横山 美江
ネウボラに関する研究、児童虐待予防に関する研究、母子保健
に関する国際比較研究、発育・発達に関する研究、多胎児にお
ける虐待予防のための介入研究、国際双生児研究、保健師活
動に関する研究

西垣 五月
小児内分泌疾患に関する病態生理の解明

鞍作 克之
前立腺癌に対する免疫療法および遺伝子療法・尿路上皮癌に
対する化学療法・ED、男性不妊症

長沼 俊秀
血液浄化法・腎移植・アフェレシス・動脈硬化・血管石灰化・発
展途上国への医療支援

岩井 友明
腎移植領域における臨床研究

玉田 聡
転移性腎癌に対する治療、癌関連疲労に関する基礎的研究

井口 太郎
前立腺癌遺伝子多型、尿路結石症発症機序の解明、泌尿器
における酸化ストレスの役割

山﨑 健史
腹腔鏡手術

加藤 実
転移性尿路上皮癌患者に対する免疫治療、
複合免疫療法の基礎研究、前立腺がんの基礎研究

春日 彩季
小児アレルギー疾患に関する臨床研究、病態解明

 外科学講座
大平 雅一
食道癌・胃癌の外科治療、外科代謝栄養、門脈圧亢進症の病
態と外科治療

柴田 利彦
心臓弁膜症手術の低侵襲化へ向けての研究

六車 一哉
胃癌に対する外科治療・化学療法および集学的治療

久保 正二
肝胆膵疾患の病態と外科治療、肝移植、外科感染症

高島 勉
乳癌の薬物療法 

西山 典利
呼吸器疾患、縦隔疾患の病態と外科的治療

中岡 達雄
小児外科術後患者の長期予後、
低出生体重児の胎便性疾患に対する治療法

李 栄柱
食道癌に対する胸腔鏡手術をはじめとする外科治療及び
集学的治療 

田中 浩明
胃癌に対する外科治療と微小環境の解析に基づく治療開発

豊川 貴弘
胃癌・食道癌に対する外科治療と集学的治療

永原 央
大腸癌化学療法における個別化治療、大腸癌に対する腹腔鏡
手術、炎症性腸疾患の外科治療

澁谷 雅常
大腸癌における癌微小環境、
大腸癌化学療法におけるバイオマーカー

田村 達郎
胃癌・食道癌における外科治療と栄養療法

天野 良亮
局所進行膵癌の根治を目指した集学的治療の確立・肝胆膵悪
性疾患に対する栄養療法の可能性

竹村 茂一
肝癌、膵癌、胆道癌の外科治療、胆道癌の化学療法、肝硬変の
進行抑制、膵癌の早期診断、生体肝移植

田中 肖吾
肝胆膵領域悪性腫瘍に対する外科治療、腹腔鏡下手術、術後
合併症の予防

木村 健二郎
膵臓癌に対するPDX（患者腫瘍組織モデル）を用いた個別化
医療の確立。膵・胆道癌における癌関連線維芽細胞をター
ゲットとした治療戦略

野田 諭
乳癌ならびに内分泌腫瘍に対する集学的治療

柏木 伸一郎
乳癌の悪性形質獲得に関わる微小環境制御の臨床的検証

藤井 弘通
末梢血管の外科治療 

高橋 洋介
心房細動患者における房室弁逆流の手術治療

森崎 晃正
大動脈弁閉鎖不全症、大動脈基部疾患の手術治療

泉 信博
肺悪性腫瘍、縦隔腫瘍、気腫性肺疾患の外科治療

月岡 卓馬
悪性腫瘍に対する気道再建手術、肺癌に対する集学的治療

武田 景敏
神経疾患および神経変性疾患の高次脳機能障害

松原 三佐子
肝線維化および肝がんにおける肝星細胞形質転換の意義

LE THUY THI THANH
肝臓と膵臓の線維症および発癌におけるサイトグロビンの役割：
生産、メカニズム、治療応用から

紙森 公雄
大阪市立大学における冠動脈疾患患者を対象とした、
心血管イベント発現率を調査する単施設後ろ向き研究

川村 悦史
胆管癌、核医学

後藤 彩子
児童期精神障害の臨床研究 

 病態診断・生体機能管理医学講座
三木 幸雄
神経放射線診断学、脳MRI、下垂体の画像診断、脱髄疾患の
MRI

澁谷 景子
高精度放射線治療技術の開発、難治癌に対する新規放射線
療法レジメンの開発

大澤 政彦
悪性リンパ腫の病理

森 隆
全身麻酔薬・局所麻酔薬の新規薬理作用、全身麻酔メカニズム
および疼痛メカニズムの解明、新しい全身麻酔、鎮痛戦略の開発

溝端 康光
救急医療システム、外傷外科学

嶋田 裕之
認知症疾患の画像診断、認知症の診断治療、家族性アルツハ
イマー病

下野 太郎
放射線診断学全般（主にCTとMRIを駆使した生理学的検討と
臨床面での応用）

山本 晃
Interventional Radiology全般、門脈圧亢進症に対するIVR、
RFAおよび免疫RFA、腹部画像診断 

細野 雅子
がん患者をモデルとした個別化運動療法による医療・福祉連
携研究事業

河邉 讓治
臨床核医学（核医学治療学・核医学診断学）、臨床漢方医学
によるがん緩和医療

土屋 正彦
麻酔薬による活性酸素病態の調節、区域麻酔

山田 徳洪
急性肺障害、術後管理、低侵襲心臓手術の麻酔、虚血再灌流
障害

山本 啓雅
骨盤外傷、脊椎・脊髄損傷の病態と治療、災害医学

西村 哲郎
外傷外科学、蘇生学、医療機器開発、熱傷、救急医療人材の
国際トレーニング

福本 真也
生活習慣病の疫学研究、食事療法の臨床研究、バイオバンク
を活用した新規バイオマーカーの開発、重症下肢虚血に対す
る新規血管新生療法の開発

木村 達郎
呼吸器病学、腫瘍内科学、腫瘍疫学、
肺癌の基礎的・臨床的研究

中原 寛和
がんの基底膜浸潤の分子機構、口腔癌のウイルス療法、
周術期口腔ケアの有効性

城後 篤志
IVR学（門脈圧亢進症に起因する静脈瘤治療）・画像診断学

影山 健
Interventional Radiology、Diagnostic imaging (CT/MRI)

植木 愛
画像診断学（CT, MRI）

造酒 慶喬
難治癌に対する化学放射線療法レジメンの開発

井口 治男
再発転移癌に対する高精度放射線治療に関する探索研究

東山 滋明
臨床核医学（認知症核医学、腫瘍核医学）

和田 直樹
悪性リンパ腫の病理

松浦 正
電気生理学的手法を用いたイオンチャンネルに対する麻酔薬
の影響に関する研究、脂肪乳剤治療の作用機序、肥大心筋の
局所麻酔薬感受性の変化

矢部 充英
疼痛管理医学、術後悪心嘔吐対策、緩和医療 
 

田中 克明
静脈麻酔薬の薬物動態、麻酔管理とアウトカム解析、
卒前医学教育

末廣 浩一
周術期血行動態モニタリング、周術期Goal-directed therapy、
水素吸入の臨床応用

舟井 優介
麻酔薬の鎮痛メカニズム、脊髄後角のシナプス伝達

山﨑 広之
周術期体温管理、慢性痛のメカニズム

堀 耕太郎
Calsium-release activated calcium (CRAC) チャンネルの麻酔
における役割

内田 健一郎
外傷外科学、心臓血管外科学、救急外科、集中治療医学

中野 朱美
婦人科がん検診受診者の精度管理および疫学調査に関する研究

灘谷 祐二
消化管炎症および消化器癌の病態生理の解明、
消化管疾患におよぼす腸内細菌の影響の解明

藤井 英樹
肝臓病学、特に代謝性肝疾患の基礎的・臨床的研究 

寒川 悦次
画像診断学、Interventional Radiology (Vascular Intervention)

竹内 真規子
画像診断学（CT, MRI）

桑江 優子
軟部腫瘍の病理

 泌尿生殖・発達医学講座
古山 将康
骨盤底臓器の解剖学的支持機構の解析、生殖免疫医学

角 俊幸
婦人科腫瘍

濱崎 考史
iPS細胞を用いた、小児先天性代謝疾患の病態解明

内田 潤次
腎移植、薬剤性腎障害、慢性腎臓病、ABO血液型不適合腎移植、
腎移植レシピエントのフレイル、サルコペニア

橘 大介
胎児循環の生理と病的意義

安井 智代
婦人科悪性腫瘍・癌悪液質、女性排尿障害

時政 定雄
小児難治性悪性腫瘍に対する大量化学療法の検討、先天代
謝異常症に対する骨髄非破壊的造血細胞移植、小児急性リン
パ性白血病における白血病幹細胞の研究

徳原 大介
消化器疾患の病因・病態解明と予防・治療薬の開発、
粘膜免疫学

瀬戸 俊之
小児神経・代謝疾患の臨床研究、中枢神経感染症のウイルス
学的研究、臨床遺伝学、障がい学  

武本 佳昭
血液透析膜の生体適合性、人工臓器、腎不全疾患

三杦 卓也
哺乳動物の卵の加齢現象、顆粒膜細胞の内分泌機能、
合併症妊娠の病態解明

羽室 明洋
卵管水腫症例における卵管開口術の有効性と予後予測因子
となるバイオメーカーの検討

田原 三枝
陣痛発来および分娩進行のメカニズム

市村 友季
子宮間葉性腫瘍の自然史解明とその診断・治療、
婦人科腫瘍の病理像からみた病態解明 

橋口 裕紀
婦人科悪性腫瘍

福田 武史
癌悪液質の病態解明とその改善法、婦人科悪性腫瘍

笠井 真理
婦人科悪性腫瘍・子宮筋腫・子宮内膜症

山内 真
婦人科悪性腫瘍

川村 智行
小児糖尿病、腎臓病の病因・病態の研究

佐久間 悟
難治性てんかんの病態解明を目指した神経病理学・神経生理
学研究

大西 聡
新生児慢性肺疾患の病因・病態解明と予防・治療薬の解明、
多施設共同研究"左房容積および動脈管開存症評価"のサブ
研究としての動脈管開存症と慢性肺疾患の関連性

永見 康明
表在型食道癌、早期消化器癌内視鏡切除、内視鏡治療、内視
鏡診断、食道狭窄

今西 康雄
骨粗鬆症、くる病、骨軟化症、副甲状腺機能亢進症、
慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常

中前 博久
①HLA半合致造血細胞移植
②造血幹細胞移植に伴う合併症の病態解析及び予防
③慢性骨髄性白血病 病態解析と治療

岩﨑 進一
産業精神医学、神経質 

宮脇 大
児童期精神障害の臨床研究 

安部 貴人
脳虚血における神経細胞障害メカニズム 

伊藤 朝広
心臓超音波を用いた構造的心疾患、弁膜症、心不全の病態解析

山崎 貴紀
血管内視鏡による動脈硬化性疾患の病態解析

渡辺 徹也
呼吸器病学、重症喘息の病態解明・制御、呼吸器内視鏡

打田 佐和子
肝臓病学および肝胆膵癌治療、
超音波を用いた新規画像診断法の開発 

萩原 淳司
消化器病学、肝胆膵癌の基礎的研究及び診断法、治療法の開発 

細見 周平
炎症性腸疾患の病態と治療 

大谷 恒史
消化管の炎症・癌および原因不明の消化管出血の病態と治療 

田中 史生
機能性消化管疾患、好酸球性消化管疾患、
胃食道逆流症の病態生理と治療

福永 周生
早期大腸腫瘍の内視鏡診療、
抗血栓薬と内視鏡治療、高齢者の内視鏡治療 

森岡 与明
糖尿病、肥満、動脈硬化、サルコペニア

森 克仁
腎臓病学、代謝学、糖尿病学

山田 真介
リウマチ学、
慢性疾患における睡眠障害と夜間血圧動態に関する研究 

越智 章展
糖尿病、糖尿病性腎症、
慢性腎不全患者の病態に影響を与える因子についての研究

藏城 雅文
高尿酸血症・内分泌代謝病学 

津田 昌宏
腎血行動態、糖尿病性腎症、高尿酸血症

仲谷 慎也
慢性腎臓病の病因病態生理に関する研究

康 秀男
血液疾患・造血幹細胞移植の疫学、
血液疾患患者における感染症の診断法と治療

西本 光孝
①造血幹細胞移植後の急性・慢性移植片対宿主病患者の病
　態生理の解析
②血液悪性疾患に対する新規細胞治療の開発

中嶋 康博
血液悪性腫瘍に対する免疫監視機構の研究および臨床応用 

片上 素久
ゲーム障害、インターネット依存障害

山内 常生
摂食障害、職場の精神障害 

出口 裕彦
産業精神医学、うつ病、双極性障害 

内田 健太郎
神経画像、器質性精神障害 

原田 朋子
摂食障害 

中尾 吉孝
緩和ケア

光岡 茂樹
呼吸器病学、腫瘍内科学、肺癌の基礎的・臨床的研究、QOL 

金田 裕靖
肺がん薬物療法、新規抗がん剤の臨床試験・早期開発（国際
治験など）、がんの分子標的治療、がん免疫療法

蔦田 強司
神経生理学的研究

福島 若葉
感染症、難病、肝疾患の疫学

吉川 貴仁
ヒトの生活習慣に関する医学・脳科学（無意識、ストレス、疲労、
食欲、食と運動のクロストーク）

岡﨑 和伸
運動トレーニングおよび環境適応による運動能および生理機
能の改善メカニズムに関する研究

石川 隆紀
急死の病態生理（ホルモン動態を中心に）、法中毒学・法医血
清学的検査法の開発、法医画像診断学

金子 幸弘
①難治性感染症に対する新たな診断および治療法の開発
　● 薬剤耐性菌の分子生物学的解析
　● 多剤耐性アシネトバクターを中心とする病原細菌の分子
　  疫学および新規治療薬開発
　● 高病原性肺炎桿菌感染症に対する新規治療戦略の開発
②応用研究、橋渡し研究 
　● ムーコル症の新規診断系の確立
　● 希少菌種の同定

金子 明
Global Malaria Eradication：南西太平洋ヴァヌアツおよびケ
ニア・ビクトリア湖島嶼モデルにおける撲滅対策実施、化学療
法、分子・血清疫学に関する研究

魏 民
環境化学発癌、発癌リスク評価、
発癌予防、膀胱癌の分子病理 

鈴木 周五
環境化学発癌、発癌リスク評価、膀胱癌および前立腺癌の病理

佐藤 恭子
糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の疫学、日系米国人の
糖尿病疫学、内臓脂肪の疫学、透析の疫学

大藤 さとこ
肝疾患、難病、感染症の疫学

横山 久代
糖・エネルギー代謝、高齢者の健康増進における運動の効果
に関する臨床的研究

福井 充
数理統計学、医学分野への応用、健康・疾病標価尺度の研究

綾田 稔
麻疹ウイルスの神経病原性と亜急性硬化性全脳炎の発症機構

仁木 満美子
休眠現象の解析および新規抗結核ワクチンの開発 

城戸 康年
病原体と宿主のエネルギー代謝相互作用、代謝リモデリング
を標的とした薬剤開発と早期探索的臨床開発（Neglected 
Tropical Disease、トリパノソーマ、マラリア、悪性腫瘍）、ゲノム
疫学による病原体とヒトの共進化

坪内 泰志
深海微生物由来の新規抗菌薬・抗ウイルス薬探索

梯 アンナ
化学発癌、分子病理学、発癌リスク評価、発癌予防、肝発癌の
メカニズム、非アルコール性脂肪肝炎、トランスレーショナル・リ
サーチ

上原 新一郎
生活習慣病の疫学

石井 聡
生活習慣形成の基盤となる神経メカニズムに関する
脳科学・医学研究

今井 大喜
環境ストレス負荷時の生理機能および運動能に関する研究

鈴木 雄太
身体運動のバイオメカニクス的研究

池田 知哉
急死の病態生理、血清学的検査の死後変化、
浮腫の病態生理および評価法の開発

CHIM WAI CHAN
ヴァヌアツ島嶼における持続可能なマラリア撲滅：
人の移動、伝播再興、疾病構造転換

加瀬 哲男
感染症の対策およびリスク評価

谷 直人
急死の病態生理、法医血液生化学、法医分子生物学、法医公
衆衛生学 

老沼 研一
病原性細菌の薬剤耐性機構および細胞間情報伝達機構（クオ
ラムセンシング）の解析

西内 由紀子
①非結核性抗酸菌のバイオフィルム形成メカニズムの解明
②非結核性抗酸菌の環境分布動態研究
③抗酸菌の病原性研究:抗酸菌と赤血球の相互作用

渡邊 美穂
神経細胞の病態生理、
血液－脳脊髄液関門の病態生理学的研究

廣川 達也
急死の病態生理、法医血液生化学、法中毒学

中釜 悠
遺伝性／先天性疾患および非感染性疾患(NCD)のグローバル
な社会経済的影響、寄生虫感染(マラリア、NTDs)の発達期に
おける影響と介入可能性、代謝リモデリングにみる不全心と感
染性病原体のアナロジー

柴田 幹子
腎疾患の疫学、生活習慣病の疫学

加賀谷 渉
分子疫学的手法によるマラリア伝播ダイナミクスの解明とマラ
リア撲滅に向けた介入研究

 老年医科学講座
植松 智
自然免疫、粘膜免疫、メタゲノム解析

富山 貴美
神経変性疾患の予防・診断・治療法の開発 

八代 正和
難治癌のトランスレーショナルリサーチ

佐藤 慎太郎
粘膜免疫学、自然免疫学、ウイルス学

庄司 哲雄
リポ蛋白代謝、糖尿病・腎不全の動脈硬化、
認知機能・サルコペニア

小島 裕正
細胞の運命を制御する情報伝達機序の解明

永田 友貴
内分泌代謝病と骨・ミネラル代謝異常・血管石灰化 

國本 浩之
細胞内シグナルによる遺伝子発現制御 

藤本 康介
自然免疫、粘膜免疫、メタゲノム解析

植松 美帆
神経学、イメージング、メタゲノム解析

梅田 知宙
変性性認知症の予防・診断・治療法の開発 

 臨床医科学専攻

 臓器器官病態内科学講座
葭山 稔
循環器病学、臨床心臓病学、
心臓研究における基礎と臨床のトランスレーショナルリサーチ 

川口 知哉
呼吸器病学、呼吸器疾患の診断・治療、
肺癌の基礎的・臨床的研究

河田 則文
肝臓病学、肝病態における遺伝子発現の解析、
肝胆膵癌の微小環境 

藤原 靖弘
消化管疾患の病態と治療

繪本 正憲
糖尿病・代謝内分泌疾患・腎疾患の病態と治療に関する研究

日野 雅之
血液悪性疾患の病態と治療、
造血幹細胞移植医療に関する研究

井上 幸紀
ストレスと精神疾患の関連（産業精神医学）、
摂食障害の病態生化学 

伊藤 義彰
神経変性疾患、
脳血管障害を中心に幅広く神経内科疾患を研究 

根来 伸夫
膠原病の病態と治療

泉家 康宏
心不全の新規治療標的の探索

岩田 真一
超音波を用いた弁膜症、動脈硬化、高血圧、心不全の病態解明 

江原 省一
血管内超音波、マルチスライスCT、
MRIによる急性冠症候群の病態解析

金澤 博
呼吸器病学、アレルギー病学、呼吸器疾患の診断・治療

浅井 一久
呼吸器病学、慢性気道炎症疾患の炎症機序の解明・制御、
呼吸器内視鏡

田守 昭博
肝臓病学、肝胆膵領域におけるヒト遺伝子多型の解析と臨床
応用、輸血学 

榎本 大
ウイルス性肝炎その他、
肝臓病におけるプレシジョン・メディシンの開発 

渡邉 俊雄
消化器炎症及び悪性疾患の病態生理の解明 

 基礎医科学専攻

 分子生体医学講座
冨田 修平
循環代謝学、生体の低酸素応答と疾患、血管生物学と疾患、
組織リモデリング

徳永 文稔
炎症・免疫シグナルの分子病態医化学

大谷 直子
肥満関連腸内細菌代謝物ががん微小環境に及ぼす影響、
細胞老化と細胞老化随伴分泌現象(SASP)の生体における役割

池田 一雄
肝硬変を代表とする臓器線維症に関する研究

水関 健司
神経生理学、睡眠の機能解析、海馬における情報処理、記憶
のメカニズム

広常 真治
中枢神経系構築のメカニズム、形態形成と細胞極性

中島 裕司
循環器系の発生生物学

塩田 正之
プロテオスタシス制御とがんの悪性化 

松原 勤
臓器老化と肝疾患に関する研究

吉田 佳世
哺乳動物のＤＮＡ損傷と修復機構の研究

松永 慎司
がん微小環境、腫瘍血管、薬物動態

及川 大輔
新規因子を介した炎症・免疫シグナルの制御機構解析と疾患

北西 卓磨
神経生理学、海馬における情報処理、シナプスの機能変化、
記憶のメカニズム

千葉 秀平
神経内非定型微小管の解析

金 明月
細胞内物質輸送の制御機構の解明

甲斐 理武
発生における集団的細胞移動の分子機構

山口 雄大
結核菌の休眠・潜伏に関する研究、循環器疾患の病態形成の
分子機序解明

德留 健太郎
低酸素ストレス、精神発達遅滞

寺脇 正剛
オートファジーを介した免疫応答制御機構と炎症性疾患発症
機構の解明

清水 康平
翻訳後修飾に着目した炎症性疾患とがんの分子病態学

山岸 良多
転写後調節を介したがん微小環境制御、細胞老化とmRNA代謝

神谷 知憲
共生細菌代謝物の生体恒常性維持に関する研究

高杉 征樹
加齢性疾患における細胞外マトリックスの役割、
細胞老化随伴分泌現象のメカニズム

宇留島 隼人
肝星細胞と肝臓構成細胞との相互作用の解明

湯浅 秀人
肝臓構成細胞が形成する細胞間ネットワークの解明

松本 英之
神経生理学、モチベーションと学習、報酬系の神経回路解析、
適応的行動の神経基盤

宮脇 寛行
神経生理学、睡眠の機能解析、記憶の形成と固定のメカニズム

松本 早紀子
神経内物質輸送の制御機構解明

東島 沙弥佳
ヒトはどのように尻尾を失くしたのか：有羊膜類における尾部
形態形成機構の解明

程 禕
がん微小環境における細胞間、分子間ネットワークの制御 

 都市医学講座
鰐渕 英機
環境化学発癌、発癌予防、膀胱癌の病理、分子病理

林 朝茂
糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の疫学、日系米国人の
糖尿病疫学、内臓脂肪の疫学、透析の疫学
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オープンキャンパス
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教員研究テーマ 一覧 Research Fields

教育研究組織･附属施設

大学教育研究センター

都市研究プラザ

英語教育開発センター

都市健康･スポーツ研究センター

人権問題研究センター

大阪市立大学では、年間を通じてさまざまな行事が開催されます。
学生生活の思い出がたくさん作られています。

CAMPUS

● 創立記念日（6月1日）
● 対大阪府立大学
 総合競技大会
● 三大学体育大会

● ボート祭

● 入学式
● 前期授業開始
● 新入生歓迎祭
 「ふたば祭」
● 市大授業

● 夏季休業
● オープンキャンパス

● 前期試験

● 三大学学生研究討論会
● 学生国際交流会
● 冬季休業

● 大学祭「銀杏祭」

● 春季休業
● 卒業式

● 後期試験

April May June

July August September

October November December

January February March

5月

4月 4月

11月

12月

12月

入学式

3月 卒業式

学生国際交流会

毎年11月に、「銀杏祭」が催されます。
音楽ライブや各種模擬店などの多彩
な企画が行われるビッグイベン卜です。

大学祭「銀杏祭」

本学、一橋大学、神戸大学の学生が集
い、1951年から毎年開催されている文科
系討論会です。商学・経営学、経済学、法
学・政治学（社会学を含む）の3部門から
なり、相互の知的精神を刺激し合うと同
時に親睦を深める機会となっています。

三大学学生研究討論会

1889年、市立商業学校時代の「堂島川の水上
運動会」を原点とし、市大はもとより大阪の初夏
の風物詩として親しまれている伝統行事です。

ボート祭

飯吉 弘子
大学教育のあり方研究、高等教育論、大学教育史、教育学

西垣 順子
青年の発達保障と大学教育・大学評価、発達心理学

平 知宏
高大接続と大学教育、言語理解の認知科学

橋本 智也
Institutional Research (IR)・教育の質保証・言語学

渡辺 一志
種々刺激に対する生体応答に関する研究、アーチェリーに関す
る研究、都市防災における健康・体力に関する研究

荻田 亮
生理活性物質の代謝応答および
細胞の老化に関する基礎的応用的研究

岡崎 和伸
運動トレーニングおよび環境適応による運動能および
生理機能の改善メカニズムに関する研究

横山 久代
糖・エネルギー代謝、高齢者の健康増進における
運動の効果に関する臨床的研究

今井 大喜
環境ストレス負荷時の生理機能および運動能に関する研究

鈴木 雄太
身体運動の力学的評価に関する研究

古久保 さくら
近現代日本ジェンダー史、ジェンダー平等教育研究

阿久澤 麻里子
人権教育・啓発、国際人権基準・人権概念と市民意識、人権調査法

新ヶ江 章友
セクシュアルマイノリティの生の様式に関する研究、科学技術と
身体に関する研究

廣岡 浄進
部落問題論、近現代史、マイノリティ研究

水内 俊雄
都市社会地理学、政策支援NPO研究、近現代都市研究

岡野 浩
製品・サービスに関する「社会デザイン」、
都市間の国際ネットワークの構築

全 泓奎
東アジア都市の不利地域における
貧困住民・コミュニティによる地域再生論、居住福祉論

井狩 幸男
心理言語学、神経言語学、応用言語学

山崎 雅人
満洲語研究、アジア諸言語の認知類型論による言語地理学研究

田中 一彦
意味論、語用論

山本 修
認知言語学、認知文法

野田 三貴
英語教育、イギリス・ロマン派文学

辻 香代
英語教育学、第二言語習得に関する研究

天尾 豊
太陽光エネルギー変換のための人工光合成系の創製に関する
研究

吉田 朋子
人工光合成実現のための固体光触媒の創製、
放射光分光による機能性材料の物性分析

藤井 律子
光合成機能性分子の構造と光化学

田村 正純
高度資源変換のための触媒プロセスに関する研究

 都市政策・地域経済
遠藤 尚秀
公会計の観点から、自治体経営を含む公共経営とパブリック・ガ
バナンスの研究

小長谷 一之
都市の経済地域構造と都市政策・まちづくり・地域活性化に関
する研究

佐藤 道彦
まちづくりに関するイノベーションの研究

佐野 修久
公民連携等を通じた公共経営・地域経営に関する研究

永田 潤子
パブリックセクターの組織および人に関するマネジメントの研究

吉田 隆之
都市文化政策、文化資源論、アートプロジェクト論

 都市行政
髙野 恵亮　　
立法過程、行政の意志決定過程、行政手続きに関する研究

久末 弥生
国公有地や国公有財産に関する法制度、
災害時の国土安全保障法制 

五石 敬路
東アジアの社会政策に関する国際比較研究

水上 啓吾
都市財政および都市経営に関する研究、政府債務に関する国
際比較研究

 都市ビジネス
梅原 清宏
中小企業経営、ICTビジネスに関する研究

金井 一賴
アントレプレナーシップと産業クラスターおよびソーシャル・ベン
チャーに関する研究

新藤 晴臣
コーポレート・ベンチャリングと大学発ベンチャーに関する研究

近 勝彦
情報経済論、情報社会論、情報投資の評価技法に関する研究

村上 憲郎
AIとエネルギーの新産業論

小関 珠音
アントレプレナーシップ、
イノベーションと戦略的提携に関する研究

 医療・福祉イノベーション経営
阿久澤 麻理子
人権教育・啓発、国際人権基準・人権概念と市民意識、人権調
査法

岩崎 安伸　　
医療・福祉の国際比較、医療・福祉組織のリーダーシップおよ
び経営幹部コーチング

川村 尚也
多文化社会における知識創造経営・組織

新ヶ江 章友
セクシュアルマイノリティの生の様式に関する研究、科学技術と
身体に関する研究

服部 俊子
医療組織倫理の構築にむけた基礎的研究

都市経営研究科

数学や理科の好きな高校生のための市大授業
文学部を知りたい人のための市大授業～ひらけゆく世界 みえてくる人間～

大学の授業の雰囲気や学内の様子を体験してもらうために、理学部・文学部の教員がそれ
ぞれ模擬授業を行います。高校生・受験生の皆さんの最新の研究への興味や学習意欲を
さらに高めることを目的とし、開催しています。

 居住環境学
永村 一雄
温熱環境解析と省エネルギーのための熱環境計画

森 一彦
居住福祉環境設計に関する研究

渡部 嗣道
住宅の保全方法および新構法の研究

小伊藤 亜希子
子ども・家族の住生活に関する研究

松下 大輔
行動計測に基づく設計方法の研究

瀧澤 重志
情報・数理と居住空間の関係の探求

中野 茂夫
建築都市空間に関する計画学的研究

酒井 英樹
居住環境の安全・快適性に関する研究

上田 博之
高齢者住居および住居人類学に関する研究

福田 美穂
生活空間の史的研究

小池 志保子
住空間デザインの研究

ファーナム クレイグ
空調設備と熱的快適性に関する研究

生田 英輔
居住環境の防災・安全に関する研究

岡本 滋史
木造建築の構造性能に関する研究

西岡 基夫
生活弱者を中心とした機器・環境に関する人間工学的研究

加登 遼
ウォーカビリティに着目した人口減少する居住環境のデザイン研究

 総合福祉・心理臨床科学
中井 孝章
教育臨床学、進化人間行動学

三船 直子
精神病理・発達障がいの研究、心理療法の研究

岡田 進一
社会福祉学および地域ケアに関する研究

所 道彦
家族の多様化に対応した社会保障の理論・政策研究

堀口 正
社会開発・中国経済・生活改善

大西 次郎
医療ソーシャルワーク、精神科ソーシャルワーク、
多職種連携

篠田 美紀
高齢期の心理臨床に関する研究、心理療法の研究

長濵 輝代
母子心理臨床の研究、心理療法の研究

野村 恭代
コミュニティにおけるコンフリクト・マネジメント手法に
関する研究、居住福祉に関する研究

松木 洋人
家族社会学、子育て支援に関する社会学的研究

鵜川 重和
高齢者の生活と健康に関する疫学研究

垣田 裕介
貧困の実態分析と社会政策の在り方に関する研究

後藤 佳代子
青年期の心理臨床実践および青年期心性についての研究

鵜浦 直子
ソーシャルワークにおける権利擁護の研究

清水 由香
精神障害者の地域生活支援サービスのあり方に関する研究

弘田 洋二
パーソナリティー・アセスメントおよび心理療法関係の研究

中島 尚美
地域を基盤とした子ども家庭福祉に関する研究

畠山 典子
保健師活動に関する研究・地域看護に関する研究、母子保健
に関する研究、地域減災に関する研究

白井 みどり
認知症高齢者の環境支援に関する研究、シーティングなど高
齢者の生活機能向上に向けた研究

佐々木 八千代
高齢者の健康づくりに関する研究、認知症高齢者の環境支援
に関する研究

（在）河野 あゆみ
高齢者のフレイル、介護予防、地域包括ケアシステム、地域見
守りに関する研究

岡本 双美子
在宅看取り、グリーフケア、意思決定支援、
訪問看護の経営に関する研究

作田 裕美
がん看護学、急性期看護学、災害看護学

村川 由加理
急性期看護学、がん看護学、災害看護学

山口 曜子
慢性看護、患者教育（睡眠・生体リズム）、看護基礎教育・看護
教育に関する研究

趙 崇来
心不全患者に対する研究、
看護基礎教育・看護教育に関する研究

松田 光信
統合失調症をもつ当事者のための心理教育、精神障害者の地
域生活支援、プログラム評価

（精）河野 あゆみ
統合失調症をもつ当事者に対する看護に関する研究、精神科
看護師に対する教育研究

玉上 麻美
周産期の育児支援に関する研究、流産を経験した女性・不妊
症女性への看護に関する研究

和木 明日香
ツボ指圧刺激が分娩時間にもたらす影響と安全性の検証、国
際保健・看護教育に関する研究

平谷 優子
小児看護学、家族看護学に関する研究

塩井 淳
動脈硬化・血管石灰化の発症機構、老化とカルシウム、
慢性腎臓病・腎線維化の発症機構

藤田 寿一
生化学、分子生物学および細胞生物学的手法を用いた癌細胞
の増殖や転移に関する基礎的研究

 食・健康科学
羽生 大記
慢性肝疾患、脂肪肝患者における栄養学的評価と治療、
高齢者の栄養学的評価と治療

由田 克士
健康増進と生活習慣病予防に関する公衆栄養学的研究、
栄養疫学

佐伯 茂
コレステロール代謝に関する分子栄養学的研究

増田 俊哉
ポリフェノールなど植物性フェノール成分の有機化学

中台 枝里子
食品因子や微生物による生体調節作用に関する
分子生理学的研究

和田 崇之
病原微生物の伝播・拡散に関する遺伝子解析と
分子疫学・生態学的研究

古澤 直人
化学物質の食品残留に関する研究

市川 直樹
エネルギー代謝調節系に関する生化学・分子生物学的研究

小島 明子
生活習慣病の予防に関する病態栄養学および栄養機能科学
的研究

金 東浩
リポタンパク質代謝に関する分子栄養学的研究

安井 洋子
テーラーメード栄養指導に関する臨床栄養学的研究

福村 智恵
生活習慣病予防と栄養・食生活支援に関する研究

早見 直美
思春期・青年期の食行動と栄養教育法に関する研究

 感覚・運動機能医学講座
鶴田 大輔
自己免疫性水疱症の発症機序解明研究、
毛髪再生科学、乾癬発症機序解明研究

本田 茂
網膜硝子体疾患、未熟児網膜症、神経眼科

角南 貴司子
内耳障害（特に平衡機能）、中耳疾患の臨床的研究、
音声言語認知の基礎研究 

後藤 剛夫
頭蓋底外科手術法の開発 頭蓋底微小解剖研究、
経鼻内視鏡手術法の開発 

中村 博亮
脊椎外科、低侵襲脊椎外科、側弯症、骨粗鬆症脊椎疾患

元村 尚嗣
再建外科、マイクロサージェリー、皮膚悪性腫瘍に対する集学
的治療、悪性黒色腫、皮膚難治性潰瘍に対する集学的治療、
義眼床再建 

橋本 隆
皮膚の遺伝関連性希少難治性疾患8群の臨床研究、
自己免疫性水疱症の新規自己抗体の同定と網羅的診断法の確立、
自己免疫性水疱症の自己抗体のクラススイッチ機序の研究、
人工知能(ディープラーニング)による蛍光抗体法自動診断法の開発、
各種自己免疫性水疱症のレジストリ作成、
CRISPR-Cas9法によるラミニガンマ1ノックアウトHaCaT細胞
を用いた抗ラミニンガンマ1類天疱瘡の自己抗原の解析

中嶋 弘一
STATファミリーの活性制御機序の解明と制御技術開発

菅原 弘二
円形脱毛症および乾癬の病態解析に関する研究、内因性カン
ナビノイドが皮膚付属器・粘膜に与える影響に関する研究、肥
満細胞の機能解析、かゆみに関する研究

小澤 俊幸
光線力学療法(PDT)による感染症治療の研究

河野 剛也
眼外傷、眼循環、黄斑疾患、加齢黄斑変性

阪本 浩一
小児機能性難聴、聴覚情報処理障害（APD)の臨床的研究、
アレルギー性疾患の臨床的研究 

寺井 秀富
医用デバイス開発、脊椎・脊髄外科、骨再生医学、側弯症

星 学
骨軟部腫瘍、転移性骨腫瘍、ナビゲーション手術

岡田 充弘
末梢神経障害における神経栄養血管の血流量の解析、
皮弁開発と解剖学的検索、手外科、末梢神経外科、微小血管外科 

羽多野 隆治
外傷、熱傷に対する集学的治療、悪性黒色腫

高見 俊宏
脊髄腫瘍、脊髄機能回復、脊椎生体力学

今西 久幹
瘢痕性脱毛症、皮膚悪性腫瘍における上皮間葉転換について
の研究、爪乾癬の病態に関する研究

中井 浩三
皮膚の病態生理学におけるフリーラジカル・活性酸素の役割に
ついての研究、アトピー性皮膚炎と乾癬の病態解明と治療法の
開発、皮膚老化と癌についての研究

山本 学
加齢黄斑変性、網膜レーザー治療、網膜硝子体手術

田上 瑞記
網膜硝子体手術、眼炎症疾患、眼腫瘍、眼窩疾患

高野 さくらこ
感音難聴・耳鳴の臨床的研究と聴覚生理 

森迫 拓貴
後頭蓋窩の静脈解剖についての研究 

宇田 武弘
てんかんの外科治療、
脳波および脳磁図による臨床神経生理に関する研究

内藤 堅太郎
脊椎脊髄疾患の画像診断および外科治療 

有馬 大紀
脳腫瘍における栄養血管の解剖学的研究

一ノ瀬 努
解剖と病理学的所見に基づく血管外科手術の開発と教育 

鴫原 良仁
脳波および脳磁図による臨床神経生理に関する研究

中条 公輔
グリオーマの外科治療

箕田 行秀
膝関節外科、股関節外科、人工関節、バイオマテリアル、
バイオメカニクス、コンピューター支援手術

橋本 祐介
スポーツ整形外科、骨、軟骨、靭帯再生、バイオメカニクス

大田 陽一
軟骨代謝（関節軟骨変性予防）、
骨代謝、骨形成タンパクを用いた骨再生、膝、股関節外科

星野 雅俊
低侵襲脊椎外科、骨粗鬆症、臨床疫学

池渕 充彦
関節外科におけるNavigatic System、整形外科・リハビリテー
ション分野における医工連携、Wearable加速度計による歩行
解析、リハビリテーション分野での機械学習

鈴木 亨暢
脊椎外科、低侵襲脊椎外科、脊椎脊髄腫瘍、骨再生・神経再生、
黄色靭帯肥厚メカニズムの解明 

洲鎌 亮
股関節外科、膝関節外科、人工関節、
コンピューター支援手術、インプラント開発

平山 公美子
網膜硝子体疾患、レーザー治療

大石 賢弥
頭頚部癌の臨床的研究

 医療管理医学講座
日下部 哲也
薬事行政、レギュラトリーサイエンス、医療イノベーション創出、
研究倫理

首藤 太一
医学教育学、総合診療学

掛屋 弘
細菌および真菌感染症の診断と治療に関する研究・感染制御
に関する研究

新谷 歩
臨床研究における質を担保した効率的な生物統計データ
マネージメント手法の開発

真田 昌爾
臨床研究・治験における効果的な研究開発計画戦略とその支
援手法の開発

立石 千晴
レギュラトリーサイエンス、医療イノベーション創出、研究倫理

竹本 恭彦
医学教育学、総合診療学、心血管機能評価学、循環器学、分
子生物学、臨床薬理学の橋渡し研究

栩野 吉弘
医学教育学、総合診療学、呼吸器内科学、睡眠医学

山口 悦子
医療安全管理・患者安全学全般、医療の品質管理に関する研
究、芸術＆デザインの質・安全管理に関する研究

斯波 将次
健康情報科学領域における実証デザインに関する研究

吉田 寿子
臨床研究における階層ベイズモデルの適用についての研究

鎌田 紀子
医学教育学、総合診療学、消化器内科学、炎症性腸疾患

豊田 宏光
医学教育学、総合診療学、整形外科学、脊椎脊髄外科学、
骨粗鬆症、骨生体材料

並川 浩己 
医学教育学、総合診療学、感染症学、臨床疫学 

山田 康一
耐性菌の疫学研究・抗菌薬適正使用に関する研究

藤井 比佐子
臨床研究体制構築に関する研究、健常人を対象とする臨床研
究の効率的な実施システムの構築に関する研究

高橋 佳苗
小規模臨床試験の統計的デザインおよび解析に関する研究

加葉田 大志朗
観察研究における統計手法の開発と教育

今井 匠
経時観察データを用いた因果推論手法の研究

熊谷 たまき
看護教育に関する研究、患者家族と医療者関係に関する研
究、職場環境に関する研究

森木 ゆう子
患者家族の特性・看護師の能力・システムの相互関係に関する
研究、看護師の倫理的行動に関する研究

三宮 有里
看護教育に関する研究、看護職のキャリア形成に関する研究

横山 美江
ネウボラに関する研究、児童虐待予防に関する研究、母子保健
に関する国際比較研究、発育・発達に関する研究、多胎児にお
ける虐待予防のための介入研究、国際双生児研究、保健師活
動に関する研究

西垣 五月
小児内分泌疾患に関する病態生理の解明

鞍作 克之
前立腺癌に対する免疫療法および遺伝子療法・尿路上皮癌に
対する化学療法・ED、男性不妊症

長沼 俊秀
血液浄化法・腎移植・アフェレシス・動脈硬化・血管石灰化・発
展途上国への医療支援

岩井 友明
腎移植領域における臨床研究

玉田 聡
転移性腎癌に対する治療、癌関連疲労に関する基礎的研究

井口 太郎
前立腺癌遺伝子多型、尿路結石症発症機序の解明、泌尿器
における酸化ストレスの役割

山﨑 健史
腹腔鏡手術

加藤 実
転移性尿路上皮癌患者に対する免疫治療、
複合免疫療法の基礎研究、前立腺がんの基礎研究

春日 彩季
小児アレルギー疾患に関する臨床研究、病態解明

 外科学講座
大平 雅一
食道癌・胃癌の外科治療、外科代謝栄養、門脈圧亢進症の病
態と外科治療

柴田 利彦
心臓弁膜症手術の低侵襲化へ向けての研究

六車 一哉
胃癌に対する外科治療・化学療法および集学的治療

久保 正二
肝胆膵疾患の病態と外科治療、肝移植、外科感染症

高島 勉
乳癌の薬物療法 

西山 典利
呼吸器疾患、縦隔疾患の病態と外科的治療

中岡 達雄
小児外科術後患者の長期予後、
低出生体重児の胎便性疾患に対する治療法

李 栄柱
食道癌に対する胸腔鏡手術をはじめとする外科治療及び
集学的治療 

田中 浩明
胃癌に対する外科治療と微小環境の解析に基づく治療開発

豊川 貴弘
胃癌・食道癌に対する外科治療と集学的治療

永原 央
大腸癌化学療法における個別化治療、大腸癌に対する腹腔鏡
手術、炎症性腸疾患の外科治療

澁谷 雅常
大腸癌における癌微小環境、
大腸癌化学療法におけるバイオマーカー

田村 達郎
胃癌・食道癌における外科治療と栄養療法

天野 良亮
局所進行膵癌の根治を目指した集学的治療の確立・肝胆膵悪
性疾患に対する栄養療法の可能性

竹村 茂一
肝癌、膵癌、胆道癌の外科治療、胆道癌の化学療法、肝硬変の
進行抑制、膵癌の早期診断、生体肝移植

田中 肖吾
肝胆膵領域悪性腫瘍に対する外科治療、腹腔鏡下手術、術後
合併症の予防

木村 健二郎
膵臓癌に対するPDX（患者腫瘍組織モデル）を用いた個別化
医療の確立。膵・胆道癌における癌関連線維芽細胞をター
ゲットとした治療戦略

野田 諭
乳癌ならびに内分泌腫瘍に対する集学的治療

柏木 伸一郎
乳癌の悪性形質獲得に関わる微小環境制御の臨床的検証

藤井 弘通
末梢血管の外科治療 

高橋 洋介
心房細動患者における房室弁逆流の手術治療

森崎 晃正
大動脈弁閉鎖不全症、大動脈基部疾患の手術治療

泉 信博
肺悪性腫瘍、縦隔腫瘍、気腫性肺疾患の外科治療

月岡 卓馬
悪性腫瘍に対する気道再建手術、肺癌に対する集学的治療

武田 景敏
神経疾患および神経変性疾患の高次脳機能障害

松原 三佐子
肝線維化および肝がんにおける肝星細胞形質転換の意義

LE THUY THI THANH
肝臓と膵臓の線維症および発癌におけるサイトグロビンの役割：
生産、メカニズム、治療応用から

紙森 公雄
大阪市立大学における冠動脈疾患患者を対象とした、
心血管イベント発現率を調査する単施設後ろ向き研究

川村 悦史
胆管癌、核医学

後藤 彩子
児童期精神障害の臨床研究 

 病態診断・生体機能管理医学講座
三木 幸雄
神経放射線診断学、脳MRI、下垂体の画像診断、脱髄疾患の
MRI

澁谷 景子
高精度放射線治療技術の開発、難治癌に対する新規放射線
療法レジメンの開発

大澤 政彦
悪性リンパ腫の病理

森 隆
全身麻酔薬・局所麻酔薬の新規薬理作用、全身麻酔メカニズム
および疼痛メカニズムの解明、新しい全身麻酔、鎮痛戦略の開発

溝端 康光
救急医療システム、外傷外科学

嶋田 裕之
認知症疾患の画像診断、認知症の診断治療、家族性アルツハ
イマー病

下野 太郎
放射線診断学全般（主にCTとMRIを駆使した生理学的検討と
臨床面での応用）

山本 晃
Interventional Radiology全般、門脈圧亢進症に対するIVR、
RFAおよび免疫RFA、腹部画像診断 

細野 雅子
がん患者をモデルとした個別化運動療法による医療・福祉連
携研究事業

河邉 讓治
臨床核医学（核医学治療学・核医学診断学）、臨床漢方医学
によるがん緩和医療

土屋 正彦
麻酔薬による活性酸素病態の調節、区域麻酔

山田 徳洪
急性肺障害、術後管理、低侵襲心臓手術の麻酔、虚血再灌流
障害

山本 啓雅
骨盤外傷、脊椎・脊髄損傷の病態と治療、災害医学

西村 哲郎
外傷外科学、蘇生学、医療機器開発、熱傷、救急医療人材の
国際トレーニング

福本 真也
生活習慣病の疫学研究、食事療法の臨床研究、バイオバンク
を活用した新規バイオマーカーの開発、重症下肢虚血に対す
る新規血管新生療法の開発

木村 達郎
呼吸器病学、腫瘍内科学、腫瘍疫学、
肺癌の基礎的・臨床的研究

中原 寛和
がんの基底膜浸潤の分子機構、口腔癌のウイルス療法、
周術期口腔ケアの有効性

城後 篤志
IVR学（門脈圧亢進症に起因する静脈瘤治療）・画像診断学

影山 健
Interventional Radiology、Diagnostic imaging (CT/MRI)

植木 愛
画像診断学（CT, MRI）

造酒 慶喬
難治癌に対する化学放射線療法レジメンの開発

井口 治男
再発転移癌に対する高精度放射線治療に関する探索研究

東山 滋明
臨床核医学（認知症核医学、腫瘍核医学）

和田 直樹
悪性リンパ腫の病理

松浦 正
電気生理学的手法を用いたイオンチャンネルに対する麻酔薬
の影響に関する研究、脂肪乳剤治療の作用機序、肥大心筋の
局所麻酔薬感受性の変化

矢部 充英
疼痛管理医学、術後悪心嘔吐対策、緩和医療 
 

田中 克明
静脈麻酔薬の薬物動態、麻酔管理とアウトカム解析、
卒前医学教育

末廣 浩一
周術期血行動態モニタリング、周術期Goal-directed therapy、
水素吸入の臨床応用

舟井 優介
麻酔薬の鎮痛メカニズム、脊髄後角のシナプス伝達

山﨑 広之
周術期体温管理、慢性痛のメカニズム

堀 耕太郎
Calsium-release activated calcium (CRAC) チャンネルの麻酔
における役割

内田 健一郎
外傷外科学、心臓血管外科学、救急外科、集中治療医学

中野 朱美
婦人科がん検診受診者の精度管理および疫学調査に関する研究

灘谷 祐二
消化管炎症および消化器癌の病態生理の解明、
消化管疾患におよぼす腸内細菌の影響の解明

藤井 英樹
肝臓病学、特に代謝性肝疾患の基礎的・臨床的研究 

寒川 悦次
画像診断学、Interventional Radiology (Vascular Intervention)

竹内 真規子
画像診断学（CT, MRI）

桑江 優子
軟部腫瘍の病理

 泌尿生殖・発達医学講座
古山 将康
骨盤底臓器の解剖学的支持機構の解析、生殖免疫医学

角 俊幸
婦人科腫瘍

濱崎 考史
iPS細胞を用いた、小児先天性代謝疾患の病態解明

内田 潤次
腎移植、薬剤性腎障害、慢性腎臓病、ABO血液型不適合腎移植、
腎移植レシピエントのフレイル、サルコペニア

橘 大介
胎児循環の生理と病的意義

安井 智代
婦人科悪性腫瘍・癌悪液質、女性排尿障害

時政 定雄
小児難治性悪性腫瘍に対する大量化学療法の検討、先天代
謝異常症に対する骨髄非破壊的造血細胞移植、小児急性リン
パ性白血病における白血病幹細胞の研究

徳原 大介
消化器疾患の病因・病態解明と予防・治療薬の開発、
粘膜免疫学

瀬戸 俊之
小児神経・代謝疾患の臨床研究、中枢神経感染症のウイルス
学的研究、臨床遺伝学、障がい学  

武本 佳昭
血液透析膜の生体適合性、人工臓器、腎不全疾患

三杦 卓也
哺乳動物の卵の加齢現象、顆粒膜細胞の内分泌機能、
合併症妊娠の病態解明

羽室 明洋
卵管水腫症例における卵管開口術の有効性と予後予測因子
となるバイオメーカーの検討

田原 三枝
陣痛発来および分娩進行のメカニズム

市村 友季
子宮間葉性腫瘍の自然史解明とその診断・治療、
婦人科腫瘍の病理像からみた病態解明 

橋口 裕紀
婦人科悪性腫瘍

福田 武史
癌悪液質の病態解明とその改善法、婦人科悪性腫瘍

笠井 真理
婦人科悪性腫瘍・子宮筋腫・子宮内膜症

山内 真
婦人科悪性腫瘍

川村 智行
小児糖尿病、腎臓病の病因・病態の研究

佐久間 悟
難治性てんかんの病態解明を目指した神経病理学・神経生理
学研究

大西 聡
新生児慢性肺疾患の病因・病態解明と予防・治療薬の解明、
多施設共同研究"左房容積および動脈管開存症評価"のサブ
研究としての動脈管開存症と慢性肺疾患の関連性

永見 康明
表在型食道癌、早期消化器癌内視鏡切除、内視鏡治療、内視
鏡診断、食道狭窄

今西 康雄
骨粗鬆症、くる病、骨軟化症、副甲状腺機能亢進症、
慢性腎臓病に伴う骨ミネラル代謝異常

中前 博久
①HLA半合致造血細胞移植
②造血幹細胞移植に伴う合併症の病態解析及び予防
③慢性骨髄性白血病 病態解析と治療

岩﨑 進一
産業精神医学、神経質 

宮脇 大
児童期精神障害の臨床研究 

安部 貴人
脳虚血における神経細胞障害メカニズム 

伊藤 朝広
心臓超音波を用いた構造的心疾患、弁膜症、心不全の病態解析

山崎 貴紀
血管内視鏡による動脈硬化性疾患の病態解析

渡辺 徹也
呼吸器病学、重症喘息の病態解明・制御、呼吸器内視鏡

打田 佐和子
肝臓病学および肝胆膵癌治療、
超音波を用いた新規画像診断法の開発 

萩原 淳司
消化器病学、肝胆膵癌の基礎的研究及び診断法、治療法の開発 

細見 周平
炎症性腸疾患の病態と治療 

大谷 恒史
消化管の炎症・癌および原因不明の消化管出血の病態と治療 

田中 史生
機能性消化管疾患、好酸球性消化管疾患、
胃食道逆流症の病態生理と治療

福永 周生
早期大腸腫瘍の内視鏡診療、
抗血栓薬と内視鏡治療、高齢者の内視鏡治療 

森岡 与明
糖尿病、肥満、動脈硬化、サルコペニア

森 克仁
腎臓病学、代謝学、糖尿病学

山田 真介
リウマチ学、
慢性疾患における睡眠障害と夜間血圧動態に関する研究 

越智 章展
糖尿病、糖尿病性腎症、
慢性腎不全患者の病態に影響を与える因子についての研究

藏城 雅文
高尿酸血症・内分泌代謝病学 

津田 昌宏
腎血行動態、糖尿病性腎症、高尿酸血症

仲谷 慎也
慢性腎臓病の病因病態生理に関する研究

康 秀男
血液疾患・造血幹細胞移植の疫学、
血液疾患患者における感染症の診断法と治療

西本 光孝
①造血幹細胞移植後の急性・慢性移植片対宿主病患者の病
　態生理の解析
②血液悪性疾患に対する新規細胞治療の開発

中嶋 康博
血液悪性腫瘍に対する免疫監視機構の研究および臨床応用 

片上 素久
ゲーム障害、インターネット依存障害

山内 常生
摂食障害、職場の精神障害 

出口 裕彦
産業精神医学、うつ病、双極性障害 

内田 健太郎
神経画像、器質性精神障害 

原田 朋子
摂食障害 

中尾 吉孝
緩和ケア

光岡 茂樹
呼吸器病学、腫瘍内科学、肺癌の基礎的・臨床的研究、QOL 

金田 裕靖
肺がん薬物療法、新規抗がん剤の臨床試験・早期開発（国際
治験など）、がんの分子標的治療、がん免疫療法

蔦田 強司
神経生理学的研究

福島 若葉
感染症、難病、肝疾患の疫学

吉川 貴仁
ヒトの生活習慣に関する医学・脳科学（無意識、ストレス、疲労、
食欲、食と運動のクロストーク）

岡﨑 和伸
運動トレーニングおよび環境適応による運動能および生理機
能の改善メカニズムに関する研究

石川 隆紀
急死の病態生理（ホルモン動態を中心に）、法中毒学・法医血
清学的検査法の開発、法医画像診断学

金子 幸弘
①難治性感染症に対する新たな診断および治療法の開発
　● 薬剤耐性菌の分子生物学的解析
　● 多剤耐性アシネトバクターを中心とする病原細菌の分子
　  疫学および新規治療薬開発
　● 高病原性肺炎桿菌感染症に対する新規治療戦略の開発
②応用研究、橋渡し研究 
　● ムーコル症の新規診断系の確立
　● 希少菌種の同定

金子 明
Global Malaria Eradication：南西太平洋ヴァヌアツおよびケ
ニア・ビクトリア湖島嶼モデルにおける撲滅対策実施、化学療
法、分子・血清疫学に関する研究

魏 民
環境化学発癌、発癌リスク評価、
発癌予防、膀胱癌の分子病理 

鈴木 周五
環境化学発癌、発癌リスク評価、膀胱癌および前立腺癌の病理

佐藤 恭子
糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の疫学、日系米国人の
糖尿病疫学、内臓脂肪の疫学、透析の疫学

大藤 さとこ
肝疾患、難病、感染症の疫学

横山 久代
糖・エネルギー代謝、高齢者の健康増進における運動の効果
に関する臨床的研究

福井 充
数理統計学、医学分野への応用、健康・疾病標価尺度の研究

綾田 稔
麻疹ウイルスの神経病原性と亜急性硬化性全脳炎の発症機構

仁木 満美子
休眠現象の解析および新規抗結核ワクチンの開発 

城戸 康年
病原体と宿主のエネルギー代謝相互作用、代謝リモデリング
を標的とした薬剤開発と早期探索的臨床開発（Neglected 
Tropical Disease、トリパノソーマ、マラリア、悪性腫瘍）、ゲノム
疫学による病原体とヒトの共進化

坪内 泰志
深海微生物由来の新規抗菌薬・抗ウイルス薬探索

梯 アンナ
化学発癌、分子病理学、発癌リスク評価、発癌予防、肝発癌の
メカニズム、非アルコール性脂肪肝炎、トランスレーショナル・リ
サーチ

上原 新一郎
生活習慣病の疫学

石井 聡
生活習慣形成の基盤となる神経メカニズムに関する
脳科学・医学研究

今井 大喜
環境ストレス負荷時の生理機能および運動能に関する研究

鈴木 雄太
身体運動のバイオメカニクス的研究

池田 知哉
急死の病態生理、血清学的検査の死後変化、
浮腫の病態生理および評価法の開発

CHIM WAI CHAN
ヴァヌアツ島嶼における持続可能なマラリア撲滅：
人の移動、伝播再興、疾病構造転換

加瀬 哲男
感染症の対策およびリスク評価

谷 直人
急死の病態生理、法医血液生化学、法医分子生物学、法医公
衆衛生学 

老沼 研一
病原性細菌の薬剤耐性機構および細胞間情報伝達機構（クオ
ラムセンシング）の解析

西内 由紀子
①非結核性抗酸菌のバイオフィルム形成メカニズムの解明
②非結核性抗酸菌の環境分布動態研究
③抗酸菌の病原性研究:抗酸菌と赤血球の相互作用

渡邊 美穂
神経細胞の病態生理、
血液－脳脊髄液関門の病態生理学的研究

廣川 達也
急死の病態生理、法医血液生化学、法中毒学

中釜 悠
遺伝性／先天性疾患および非感染性疾患(NCD)のグローバル
な社会経済的影響、寄生虫感染(マラリア、NTDs)の発達期に
おける影響と介入可能性、代謝リモデリングにみる不全心と感
染性病原体のアナロジー

柴田 幹子
腎疾患の疫学、生活習慣病の疫学

加賀谷 渉
分子疫学的手法によるマラリア伝播ダイナミクスの解明とマラ
リア撲滅に向けた介入研究

 老年医科学講座
植松 智
自然免疫、粘膜免疫、メタゲノム解析

富山 貴美
神経変性疾患の予防・診断・治療法の開発 

八代 正和
難治癌のトランスレーショナルリサーチ

佐藤 慎太郎
粘膜免疫学、自然免疫学、ウイルス学

庄司 哲雄
リポ蛋白代謝、糖尿病・腎不全の動脈硬化、
認知機能・サルコペニア

小島 裕正
細胞の運命を制御する情報伝達機序の解明

永田 友貴
内分泌代謝病と骨・ミネラル代謝異常・血管石灰化 

國本 浩之
細胞内シグナルによる遺伝子発現制御 

藤本 康介
自然免疫、粘膜免疫、メタゲノム解析

植松 美帆
神経学、イメージング、メタゲノム解析

梅田 知宙
変性性認知症の予防・診断・治療法の開発 

 臨床医科学専攻

 臓器器官病態内科学講座
葭山 稔
循環器病学、臨床心臓病学、
心臓研究における基礎と臨床のトランスレーショナルリサーチ 

川口 知哉
呼吸器病学、呼吸器疾患の診断・治療、
肺癌の基礎的・臨床的研究

河田 則文
肝臓病学、肝病態における遺伝子発現の解析、
肝胆膵癌の微小環境 

藤原 靖弘
消化管疾患の病態と治療

繪本 正憲
糖尿病・代謝内分泌疾患・腎疾患の病態と治療に関する研究

日野 雅之
血液悪性疾患の病態と治療、
造血幹細胞移植医療に関する研究

井上 幸紀
ストレスと精神疾患の関連（産業精神医学）、
摂食障害の病態生化学 

伊藤 義彰
神経変性疾患、
脳血管障害を中心に幅広く神経内科疾患を研究 

根来 伸夫
膠原病の病態と治療

泉家 康宏
心不全の新規治療標的の探索

岩田 真一
超音波を用いた弁膜症、動脈硬化、高血圧、心不全の病態解明 

江原 省一
血管内超音波、マルチスライスCT、
MRIによる急性冠症候群の病態解析

金澤 博
呼吸器病学、アレルギー病学、呼吸器疾患の診断・治療

浅井 一久
呼吸器病学、慢性気道炎症疾患の炎症機序の解明・制御、
呼吸器内視鏡

田守 昭博
肝臓病学、肝胆膵領域におけるヒト遺伝子多型の解析と臨床
応用、輸血学 

榎本 大
ウイルス性肝炎その他、
肝臓病におけるプレシジョン・メディシンの開発 

渡邉 俊雄
消化器炎症及び悪性疾患の病態生理の解明 

 基礎医科学専攻

 分子生体医学講座
冨田 修平
循環代謝学、生体の低酸素応答と疾患、血管生物学と疾患、
組織リモデリング

徳永 文稔
炎症・免疫シグナルの分子病態医化学

大谷 直子
肥満関連腸内細菌代謝物ががん微小環境に及ぼす影響、
細胞老化と細胞老化随伴分泌現象(SASP)の生体における役割

池田 一雄
肝硬変を代表とする臓器線維症に関する研究

水関 健司
神経生理学、睡眠の機能解析、海馬における情報処理、記憶
のメカニズム

広常 真治
中枢神経系構築のメカニズム、形態形成と細胞極性

中島 裕司
循環器系の発生生物学

塩田 正之
プロテオスタシス制御とがんの悪性化 

松原 勤
臓器老化と肝疾患に関する研究

吉田 佳世
哺乳動物のＤＮＡ損傷と修復機構の研究

松永 慎司
がん微小環境、腫瘍血管、薬物動態

及川 大輔
新規因子を介した炎症・免疫シグナルの制御機構解析と疾患

北西 卓磨
神経生理学、海馬における情報処理、シナプスの機能変化、
記憶のメカニズム

千葉 秀平
神経内非定型微小管の解析

金 明月
細胞内物質輸送の制御機構の解明

甲斐 理武
発生における集団的細胞移動の分子機構

山口 雄大
結核菌の休眠・潜伏に関する研究、循環器疾患の病態形成の
分子機序解明

德留 健太郎
低酸素ストレス、精神発達遅滞

寺脇 正剛
オートファジーを介した免疫応答制御機構と炎症性疾患発症
機構の解明

清水 康平
翻訳後修飾に着目した炎症性疾患とがんの分子病態学

山岸 良多
転写後調節を介したがん微小環境制御、細胞老化とmRNA代謝

神谷 知憲
共生細菌代謝物の生体恒常性維持に関する研究

高杉 征樹
加齢性疾患における細胞外マトリックスの役割、
細胞老化随伴分泌現象のメカニズム

宇留島 隼人
肝星細胞と肝臓構成細胞との相互作用の解明

湯浅 秀人
肝臓構成細胞が形成する細胞間ネットワークの解明

松本 英之
神経生理学、モチベーションと学習、報酬系の神経回路解析、
適応的行動の神経基盤

宮脇 寛行
神経生理学、睡眠の機能解析、記憶の形成と固定のメカニズム

松本 早紀子
神経内物質輸送の制御機構解明

東島 沙弥佳
ヒトはどのように尻尾を失くしたのか：有羊膜類における尾部
形態形成機構の解明

程 禕
がん微小環境における細胞間、分子間ネットワークの制御 

 都市医学講座
鰐渕 英機
環境化学発癌、発癌予防、膀胱癌の病理、分子病理

林 朝茂
糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の疫学、日系米国人の
糖尿病疫学、内臓脂肪の疫学、透析の疫学

人工光合成研究センター

※新型コロナウイルスの影響により、2020年度は開催を中止または延期の場合があります。
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公
認
団
体 

四
者
連
絡
協
議
会（
四
者
協
）

・ 音楽系サークル協議会
・ アカペラサークル Accord
・ アコースティックギター部
・ 市大テクノ部
・ 合唱団フリーデ
・ ギターマンドリンクラブ
・ グリークラブ

・ 軽音楽部
・ 交響楽団
・ コンサートバンド
・ 混声合唱団
・ Jazz 研究会
・ FOLK SONG CLUB
・ 邦楽くらぶ

・ POP CHAPS
・ Music Research
  Club

音楽系
サークル
協議会

登録
団体

※2020年6月現在

・ 体育会
・ アーチェリー部
・ 合気道部
・ アイスホッケー部
・ アメリカンフットボール部
・ 空手道部
・ 弓道部
・ 競技スキー･スノーボード部
・ 競技ダンス部
・ 剣道部
・ 硬式庭球部

・ 硬式野球部
・ ゴルフ部
・ サイクリング部
・ 男子サッカー部
・ 柔道部
・ 準硬式野球部
・ 水泳部
・ 漕艇部
・ ソフトテニス部
・ 男子ソフトボール部
・ 卓球部

・ テコンドー部
・ 軟式野球部
・ 日本拳法部
・ 二輪愛好会
・ 馬術部
・ 男子バスケットボール部
・ バドミントン部（男子･女子）
・ 男子バレーボール部
・ 男子ハンドボール部
・ 女子ハンドボール部
・ 男子フィールドホッケー部

・ 民族舞踊部フロイント
・ ユースホステル部
・ ヨット部
・ ラグビー部
・ 男子ラクロス部
・ 女子ラクロス部
・ 陸上競技部
・ レスリング部
・ ワンダーフォーゲル部
・ 医学部競技スキー部
・ 医学部硬式テニス部

・ 医学部ゴルフ部
・ 医学部サッカー部
・ 医学部準硬式野球部
・ 医学部水泳部
・ 医学部軟式テニス部
・ 医学部バスケットボール部
・ 医学部女子バスケットボール部
・ 医学部バドミントン部
・ 医学部ラグビー部

体育会

応援団 ・ 応援団 （リーダー部・吹奏部・バトン部）

53 団体

・ 文化系サークル連合
・ アイセック大阪市立大学委員会
・ アニメーション研究会
・ ESS
・ 囲碁部
・ 市大野鳥の会

・ 映画研究会
・ SHK市大放送研究会
・ （お笑いライブマネジメントサークル）
   ダンデライオン
・ 学術探検部
・ 競技かるたサークル
・ 劇団カオス

・ 古都散策有史会
・ 茶道部利休会
・ 人権と多様性を考える
学生企画「HRDP」
・ 社会科学研究サークル
学生ゼミナール
・ 写真部

・ 手話サークルふぁいたーず
・ 将棋部
・ 聖書を読む会
・ 生物研究会
・ 朝鮮文化研究会
・ 鉄道同好会

・ 天文部
・ HAT
・ 美術部青桃会
・ 文化的創作団体「文紡」
・ 文学研究会
・ 勉強サークル センターわけ

・ マイコン研究会
・ 漫画研究会
・ 落語研究会
・ 旅行愛好会
・ STUDY FOR TWO

文化系
サークル
連合

34団体

16団体

EXTRACURRICULAR

・ 大阪市立大学新聞Hijicho
・ SPLASH
・ 大学祭実行委員会
・ チーム朱蘭
・ フタマル
　～TABLE FOR TWO 大阪市大～
・ 医学部ライフサポートクラブ 

その他

など59団体 24団体

詳しくは
こちらをチェック！
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全
員
一
丸

　
全
力
の
演
奏
を
届
け
た
い

クラブ・サークル、ボランティア活動、留学体験…。学業だけでなく、課外活動にも熱心な市大生。
日々活動に取り組み、充実した毎日を過ごす学生たちに、大学生活についてインタビューしました。

学生に聞きました!

クラブの雰囲気は？

成長したポイントは？

印象に残っていることは？

C
lub

北川 倖玄  大阪府立八尾高等学校卒業
法学部 4年生

バドミントン部

入団のきっかけは？

楽団員の雰囲気は？

今後の目標は？

A
ctivity

山口 絵梨奈  奈良学園登美ヶ丘高等学校卒業
理学部 4年生

大阪市立大学交響楽団

留学先の印象は？

力を入れて取り組んだことは？

今後の目標は？

Study abroad

村井 彩希  サウスデルタセカンダリースクール卒業
文学部 4年生

留学経験者 中国　上海大学

活動内容を教えてください

成長したポイントは？

これからの目標は？

Volunteer 藤井 厚一郎  清風高等学校卒業
医学部医学科 5年生

STUDY FOR TWO
自
分
に
負
け
ず
に

　
　
　
　
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
も
う

学
生
生
活
を

　
　
ど
う
過
ご
す
か
は
自
分
次
第

視
野
を
広
げ
て

　
　
　
世
界
の
架
け
橋
に
な
る

ICHIDAI
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一人旅で行ったイタリアの「トレヴィの泉」。
このときは郊外で民泊を利用して、現地の方
とも交流しました。とてもいい思い出です。

市大生のキャンパスライフ

大阪市立大学で豊かなキャンパスライフを過ごす学生に
インタビューしました。

やりたいことは積極的にチャレンジ。
後悔しない学生生活にします！

学生生活におけるさまざまな不安、悩み、疑問等々、どこ
に聞けばいいのだろう？
どんなことでも「学生なんでも相談窓口（電話：06-6605-
3039）」にご相談ください。一緒に解決への糸口を見つ
けましょう。

学生なんでも相談窓口

OCUラーニングセンターは、学生の自主的・能動的な
学修とそれを促す教育をサポートするために開設され
ました。OCU指標(P9参照)を活用して学生の皆さん
の学びの状況を振り返り、将来を考えてどの科目を履
修するか考えたり、専属の教員が学生の皆さんの学修
計画の立案をお手伝いします。他にも専属教員による
「英語学修支援」および「数学学修相談」や、TAとSA※

によって企画された学生のための学びのイベントも実
施しています。室内には自習スペースの他、授業準備の
ためのグループディスカッションやグループワークの練
習等が行えるスペースもあります。

OCUラーニングセンター（教育開発支援室）
平日9：00～18：00
全学共通教育棟1階 815教室隣 自習室内

開室時間
場  所

※ TA(ティーチングアシスタント)/SA（スチューデントアシスタント）
　 …大学の授業や教育活動の補助を行う大学院生/学部生 

履修、奨学金、課外活動、就職支援など、入学から卒業
までの学生生活に関わる相談や各種手続きのサポート
を行っています。

学生サポートセンター

障がい学生支援室（電話：06-6605-3650）では、大学
における適切な支援を行うために、学生の所属する学
部・研究科の教職員、学内関係部署と連携して支援を
行っています。また障がいのある学生を支援する学生サ
ポートスタッフを募集しています。
なお、入学試験における配慮については、入試課（電話：
06-6605-2141）へお問い合わせください。

障がいのある学生へのサポート

大阪市立大学ボランティアセンター“ボラカフェ”では、
ボランティアに関する資料を掲示・配架しています。

ボランティアセンター“ボラカフェ”

日本学生支援機構奨学金（2020年度）

学部生月額

大学院生月額（後期博士課程）

2万円、3万円、4万5千円（自宅通学）・2万円、3万円、4万円、5万1千円（自宅外通学）

5万円、8万8千円

8万円、12万2千円

第１種奨学金（無利子貸与）

第２種奨学金（有利子貸与）
学部生月額

大学院生月額

2万円～12万円で1万円ごとに選択可能
5万円、8万円、10万円、13万円、15万円
法科大学院は上記に加え、19万円、22万円が選択可能

大学院生月額
（修士・前期博士課程／法科大学院）

勉学の意欲があるにも関わらず、経済的な理由により修学に支障のある学生のために、日本学
生支援機構や公共団体・民間団体の奨学金、本学独自の奨学金などの奨学生募集を行って
います。詳細については大学Webサイトで紹介しています。

奨学金制度

2020年度より意欲ある学部生を支援するため、入学金・授業料の免除または減額と、返還を
要しない給付型奨学金が大幅に拡充されました。

高等教育の修学支援新制度

2020年度新入生から学年進行方式により、高等教育の修学支援新制度に府の制度を加え、
授業料等の無償化が始まりました。

市大・府大・高専の授業料等無償化制度

家庭の経済的理由あるいは不慮の災害のために授業料の納付が困難となった場合に授業料
の減免の許可を受ける制度があります。

授業料減免制度

在学生の教育研究活動中・通学中などの不慮の災害事故保障のために「学生教育研究災害
傷害保険(学研災)」と「学研災付帯賠償責任保険」への加入（任意）受付を行っています。

保険制度（学研災）

学生の健康維持・増進を推進するため、定期健康診断をはじめ、
内科診察、保健指導、健康相談、クラブ検診、健康や感染症予防に
関する周知活動、AED操作講習会などを実施しています。救急時に
は応急処置を行うほか、神経精神科相談、整形外科の特別診療も
行っています。

保健管理センター

カウンセラー（臨床心理士）が、学生のメンタルヘルスの維持や悩みごとの相談を行ってい
ます。予約制（無料）です。

カウンセリングルーム（保健管理センター内）

学生のための福利厚生施設として、会議室、多目的ホール、談話室
などを備えています。食堂、購買部、書籍の販売コーナーやコンビニ
エンスストア、旅行サービス、住まいの紹介、プレイガイドなど生協
関連の施設も入っています。本学の学生であれば使用できる施設
ですので、幅広い活動に有効活用してください。

学生ホール

学生生活のサポート

1

2

3

4

5

Mon Tue Wed Thu Fri

経済数学

Global
Economy

Sophomore
English

経済情報論

財政学

朝鮮語特修1

西洋史の見方

商業簿記基礎論近代経済学
（ミクロ2）

宗教と社会

GC総合演習

近代経済学
（マクロ2）

クィアスタディーズ

関西経済論

CAMPUS

早起きして、授業前に馬のお世話をするのが日課です。

One Week Schedule

経済学部 2年生 

石丸 汐見
開明高等学校卒業

外国語科目や経済学の専門科目を学びなが
ら、部活動や異文化交流に力を入れています。
所属する馬術部は朝練があり、授業開始前に
馬の餌やりなどのお世話をします。1年生の終
わりに大好きな馬「シチー」の担当になり、馬
の運動や健康管理について勉強して知識を深
めるなど、より責任感を持って面倒を見るよう
になりました。
授業選択では、希望制のグローバル・コミュニ
ケーション副専攻を受講し、積極的に国際交
流を学んでいます。在学中に海外へ長期間滞
在してみたいと考えており、語学力を磨くため
に、通学時間を活用して英語を勉強中です。

将来の進路を決めるためにも、今はいろいろな
価値観に触れ、やりたいことは何でも挑戦した
いと思います。

旧三商大の大会で、
部班競技部門の１位を獲得しました。

市大馬術部で、2年連続の全国大会出場を
果たしているスマートグレーダー号です!

1年生の終わりの春
休みにヨーロッパに
一人旅へ。これはドイツ
のフランクフルトで撮っ
た「ユーロポイント」で
す。実際にはチェコや
ポーランドなど、ユー
ロ圏ではない国にも
行きました！

学内で参加した国際交流イベントで、
留学生の友人ができました！

市大のシンボル、 
1号館の前で撮影。
天気の良い日は
時々こうして構内
を散歩します。
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進路・就職支援

充実のサポート

Career Guidance

大阪市立大学では、「学生から社会人への移行」に重点を置いた就職支援を展開しています。
移り変わる社会のニーズや多様な課題に対し、修学中に学んだ「自ら考える力」と「他者と協働する力」で答えを導き出し、
社会で活躍できるよう、また、学生一人ひとりの特性や希望に合った進路を主体的に選択できるよう、さまざまな支援を行っています。

1・2年 3年 4年

ガ
イ
ダ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
等

職業意識の成長に応じた
支援プログラム 就業意識の啓発 準備期間 行動期間

僕は、「とにかく行動すること」を一番に心がけて就職活動をしていま
した。最初は業界・業種を絞らず、幅広く知るために、インターンシップ
へ積極的に参加しました。そこで出会った社員の方に質問や相談を
して、心に響いた言葉などを『就活ノート』にメモを取るようにしてい
ました。そこで得た情報を参考に、「自分がやりたいこと、社会人とし
てどういう人になりたいか」等が明確になっていきました。インターン
シップの他には、大学で開催している学内セミナーをよく利用してい
ました。企業の方との距離が近く、「生の声」を身近に聞くことが出来
る環境が僕には合っていました。学内セミナーの他にも就職支援室
（現・キャリア支援室）に行き、面接練習をしてから本番の面接に
臨んでいました。就職活動を通して、自分自身を見つめなおす機会
となり、結果として希望する就職先に進むことが出来ました。これから、
社会人として活躍することが楽しみです。

就職活動体験記

経済学部 2020年3月卒業

山本 祐志郎 泉陽高等学校卒業

就職ガイダンス リーディングカンパニーセミナー
業界･企業研究セミナー

学内企業セミナー／求人説明会

参加企業は例年約800社（延数）!

個別学生指導

キャリアコンサルタント資格保持者や民間企業での職務経験豊か
なスタッフが、就職指導はもちろんのこと、1年次からの進路指導ま
で、本人の特性や希望に応じた進路・就職指導を行っています。

OCU就職支援ナビ
市大生向けの求人票や説明会情報等を、Web上で検索・閲覧でき
るシステムです。市大生をぜひ採用したいという企業等の求人票を
多数掲載しています。

就職支援パートナーシップ制度
2014年6月から「就職支援パートナーシップ制度」に参加し、Uターン・
Iターン就職を希望する学生向けの就職活動支援を強化しています。
参加しているパートナー大学での就職支援が受けられ、現在は14大
学で実施しています。

【協定締結大学】
北九州市立大学、国際教養大学、静岡県立大学、東京都立大学、
都留文科大学、名古屋市立大学、兵庫県立大学、広島市立大学、
福井県立大学、山梨大学、横浜市立大学、長野県立大学、山梨県立
大学、大阪市立大学

就
職
意
識
啓
発
に
重
点
を

置
い
た
ガ
イ
ダ
ン
ス

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

就
職
活
動
の
基
礎
知
識

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
た
め

の
マ
ナ
ー
・
面
接
対
策
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
た
め

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

対
策
講
座

自
己
分
析
講
座

業
界
・
企
業
研
究
の
進
め
方

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

対
策
講
座

適
性
検
査
の
基
礎
知
識

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス

マ
ナ
ー
・

面
接
対
策
講
座

就
職
直
前
復
習
講
座

多くの企業・官公庁の方々やOB・OGを学内に招き、業界や
企業について理解を深めるため、セミナー形式の講演を行っ
ています。全学年の参加が可能です。
大学にいながら、業界のビジネスについて広く知ることがで
き、職業に対する興味が高まるとともに、自らの将来について
考える機会となります。

企業、官公庁の人事担当者を招き、業務内容や選考スケジュー
ルはもちろんのこと、企業が求
める人材像や能力についてお
話いただきます。これらのセミ
ナーでの新しい企業との出会
いが、実際の採用へとつながっ
ています。

就職活動を意識し始める3年次から
3つのステージに分け就職ガイダンス
を実施しています。

就職活動の基礎知識や自己分析について学び、これから始まる就職
活動に対する意識を高めます。
就職活動の基礎知識や自己分析について学び、これから始まる就職
活動に対する意識を高めます。

面接やディスカッションの指導などを通じて、就職活動の場だけでなく、
就職後にも役立つ実践的な力を身に付けます。
面接やディスカッションの指導などを通じて、就職活動の場だけでなく、
就職後にも役立つ実践的な力を身に付けます。

企業研究や業界研究をどのように進めていけばよいのかを知り、同時に、
エントリーシートでの自己表現方法やビジネスマナーについて学びます。
企業研究や業界研究をどのように進めていけばよいのかを知り、同時に、
エントリーシートでの自己表現方法やビジネスマナーについて学びます。

第1段階

第2段階

第3段階

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座

リーディング
カンパニーセミナー
業界・企業研究セミナー
公務員セミナー

リーディングカンパニーセミナー
業界･企業研究セミナー
公務員セミナー

学内企業セミナー
公務員・教員等採用説明会

求人説明会

東レ株式会社 
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進路状況
After Graduation

各学部で学べる専門分野は、将来の進路とどう結びついているのでしょう。
卒業後の進路状況を分かりやすく表とグラフでまとめてみました。

学部卒業生の進路状況 
全国各地の企業、官公庁、学校等に数多く採用され、高い評価を受けています。
また、学部生の大学院への進学率は、全学では28％、理学部・工学部においては、70.9％となっています。

（2019年度卒業生実績） 

商学部

経済学部

法学部

文学部

理学部

工学部

生活科学部

101

156

98

59

121

233

30

101

61

69

107

44

42

96

202

217

167

166

165

275

126

3

3

8

7

88

165

6

2

2

3

6

29

30

18

5

5

11

13

117

195

24

3

3

8

7

88

165

6

2

2

3

5

29

30

18

5

5

11

12

117

195

24

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

92

133

77

43

30

60

19

91

56

60

92

13

11

76

183

189

137

135

43

71

95

計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

卒業者

卒業者の内訳

進学者
内　　訳

就職者
内　　訳

その他※
大学院前期 大学・専修学校等 企業等 官公庁 教員

90

118

48

35

21

51

18

85

48

32

71

10

8

69

175

166

80

106

31

59

87

2

15

28

4

5

9

1

5

8

28

17

2

3

7

7

23

56

21

7

12

8

0

0

1

4

4

0

0

1

0

0

4

1

0

0

1

0

1

8

5

0

0

6

20

13

9

3

8

5

8

3

6

9

2

1

2

14

23

19

18

5

9

7

520798 1318 280 90 370 280 89 369 0 1 1 454 399 853 381 323 704 64 70 134 9 6 15 64 31 95

※非常勤講師、資格取得準備中、就職活動継続中などを含む

学部・学科別就職状況 

過去5年間就職先ランキング（学部） 過去5年間就職先ランキング（前期博士課程･修士課程）

企業規模別就職者数 業種別就職者数

※医学部を除く ※医学研究科・看護学研究科を除く

32

25

12

8

4

3

1

1

公務

製造業

情報通信業

金融業、保険業

卸売業、小売業

学術研究、
専門・技術サービス業

建設業

サービス業

不動産業、
物品賃貸業

生活関連サービス業、
娯楽業

教育、
学習支援業

運輸業、郵便業

漁業

電気・ガス・
熱供給・水道業

医療、福祉

宿泊業、
飲食サービス業

複合サービス業

0 50 100 0 50 100150 200 250

181

134

116

100

82

41

44

35

34

445

174

68

150

16

大企業：資本金10億円以上または株式第1部上場会社
中企業：資本金5千万円以上10億円未満
小企業：資本金5千万円未満 

0 100 200 300 400 500

大企業

中企業

小企業

学校官庁

その他

大阪市

大阪府

三井住友銀行

堺市

大阪国税局

大阪府教育委員会

パナソニック

日本生命保険

みずほフィナンシャルグループ

りそなホールディングス

奈良県

三菱ＵＦＪ銀行

神戸市

住友生命保険

トヨタ自動車

オービック

大阪労働局

大阪法務局

大林組

南都銀行

'15 '16 '17 '18 '19就職先名 総計 '15 '16 '17 '18 '19就職先名 総計

9

9

6

4

5

5

4

7

2

9

16

7

14

9

5

13

9

10

9

9

7

5

3

4

4

6

7

2

5

3

4

2

6

5

7

6

3

6

5

6

7

11

9

4

7

3

3

3

4

1

8

11

10

10

9

8

5

5

6

6

12

9

9

9

5

5

7

5

9

7

15

10

4

3

6

4

6

6

3

3

13

11

3

5

10

4

5

5

2

4

2

2

4

9

2

4

6

3

4

1

29

29

28

26

25

24

23

21

20

20

64

48

40

36

35

34

32

31

29

29

1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

9

9

13

14

15

16

17

18

19

19

パナソニック

大阪市

三菱電機

デンソー

ダイキン工業

日立造船

川崎重工業

トヨタ自動車

住友電気工業

村田製作所

クボタ

関西電力

東洋紡

住友ゴム工業

西日本旅客鉄道

竹中工務店

カネカ

京セラ

大林組

小林製薬

'15 '16 '17 '18 '19就職先名 総計 '15 '16 '17 '18 '19就職先名 総計

2

4

2

4

2

1

4

1

2

4

3

8

6

4

3

2

2

5

2

0

2

0

3

2

3

4

2

3

1

1

2

2

3

2

3

2

3

1

1

3

1

3

1

1

1

2

1

1

5

1

10

6

4

1

4

6

3

5

3

3

5

5

3

6

4

5

5

1

3

1

6

1

7

8

5

4

3

0

2

6

5

7

3

3

4

2

3

3

4

4

6

4

4

3

3

3

1

5

2

1

13

13

13

12

12

12

11

11

11

10

29

27

23

22

20

19

16

14

14

14

1

2

3

4

5

6

7

8

8

8

11

11

11

14

14

14

17

17

17

20

文学部

法学部

・川崎重工業
・京阪ホールディングス
・住友生命保険
・西日本建設業保証
・阪神高速道路

・堀場製作所
・三井住友信託銀行
・三菱UFJモルガン・スタンレー証券
・楽天
・ワコール

・外務省
・公正取引委員会
・大阪高等裁判所
・大阪航空局
・大阪国税局

・大阪法務局
・大阪労働局
・大阪府
・大阪市
・堺市

主な就職先
・オリックス
・関西みらい銀行
・キヤノンITソリューションズ
・近鉄グループホールディングス
・ザ・パック

・Sky
・損害保険ジャパン
・大丸松坂屋百貨店
・トランスコスモス
・西日本旅客鉄道

・日本銀行
・みずほフィナンシャルグループ
・三井住友海上火災保険
・読売新聞大阪本社
・ロート製薬

・大阪航空局
・大阪労働局
・近畿経済産業局
・大阪府
・大阪府教育委員会

主な就職先

建設業
（0.7％）

情報通信業
（10.2％）

運輸業、郵便業
（2.2％）
卸売業、小売業
（6.6％）

不動産業、
物品賃貸業
（2.9％）
学術研究、専門・技術
サービス業
（4.4％）

生活関連
サービス業、
娯楽業（0.7％）

教育、
学習支援業
（1.5％）

医療、福祉
（0.7％）

サービス業
（5.8％）

法学科

製造業
（11.7％）

金融業、
保険業
（11.7％）

公務
（40.9％）

文学部 計

建設業
（1.5％）

製造業
（13.3％）

情報通信業
（16.3％）

運輸業、
郵便業
（2.2％）

卸売業、小売業
（12.6％）金融業、

保険業
（10.4％）

不動産業、
物品賃貸業
（3.0％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（3.7％）

宿泊業、
飲食サービス業
（0.7％）

生活関連
サービス業、
娯楽業（3.0％）

教育、学習支援業
（14.1％）

サービス業
（3.7％）

公務
（15.6％）

就職者 23人
進学者 5人
その他 5人

人間行動
学科

哲学歴史
学科

製造業
（17.4％）

情報通信業
（34.8％）

運輸業、
郵便業
（4.3％）

卸売業、
小売業
（4.3％）

金融業、
保険業
（8.7％）

教育、学習支援業
（4.3％）
生活関連
サービス業、
娯楽業
（4.3％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（4.3％）

サービス業
（4.3％）

公務
（13.0％）

製造業
（9.4％）

情報通信業
（18.9％）

運輸業、
郵便業
（1.9％）

卸売業、
小売業
（11.3％）金融業、

保険業
（13.2％）

不動産業、
物品賃貸業
（7.5％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（1.9％）

生活関連
サービス業、
娯楽業
（3.8％）

サービス業
（5.7％） 公務

（9.4％）
教育、
学習支援業
（13.2％）

金融業、
保険業
（8.5％）

学術研究、
専門・技術サービス業（5.1％）

生活関連
サービス業、
娯楽業
（1.7％）

教育、
学習支援業
（18.6％）

サービス業
（1.7％）

言語文化
学科

製造業
（15.3％）

情報通信業
（6.8％）

卸売業、
小売業
（16.9％）

公務
（22.0％）

就職者 53人
進学者 3人
その他 7人

就職者 59人
進学者 5人
その他 6人

商学部

・大阪府信用農業協同組合連合会
・オービック
・花王
・川崎重工業
・関西みらい銀行

・京セラ
・キリンホールディングス
・クボタ
・小松製作所
・住友生命保険

・TIS
・東京海上日動火災保険
・トーマツ
・凸版印刷
・西日本電信電話

・日本政策金融公庫
・日本生命保険
・パナソニック
・村田製作所
・大阪国税局

主な就職先

建設業
（1.6％）

電気・ガス・
熱供給・水道業
（0.5％）卸売業、小売業

（10.9％） 

不動産業、
物品賃貸業（2.7％）

金融業、保険業
（14.2％）

学術研究、専門・技術
サービス業（6.6％）

宿泊業、
飲食サービス業（0.5％）

教育、学習支援業（0.5％）

医療、福祉（0.5％）

サービス業（3.8％）

運輸業、郵便業
（3.3％）

商学科

製造業
（33.3％）

情報通信業
（17.5％）

公務
（3.8％）

経済学部

・あいおいニッセイ同和損害保険
・池田泉州銀行
・エーザイ
・オリックス自動車
・カゴメ

・キヤノン
・コクヨ
・サントリーホールディングス
・ジェーシービー
・昭和電工

・高松建設
・東レ
・トヨタ自動車
・ニトリ
・みずほ証券

・三井住友銀行
・三菱UFJ銀行
・りそな銀行
・近畿地方整備局
・大阪市

主な就職先

建設業
（4.8％）

電気・ガス・
熱供給・水道業
（0.5％）

情報通信業
（13.2％）

運輸業、郵便業
（5.3％）

不動産業、
物品賃貸業
（4.2％）

学術研究、専門・技術
サービス業（5.8％）

生活関連サービス業、
娯楽業（1.1％）

教育、学習支援業（0.5％）

医療、福祉（0.5％）

複合サービス業（0.5％） サービス業
（1.6％）

経済学科

製造業
（18.5％）

卸売業、
小売業
（11.1％）

金融業、
保険業
（20.1％）

公務
（12.2％）

建設業
（3.8％）

運輸業、
郵便業
（1.7％）

宿泊業、
飲食サービス業（1.7％）
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理学部

・味の素
・公立大学法人大阪
・大塚製薬
・クマヒラ

・国際航業
・ちふれホールディングス
・東芝インフラシステムズ
・トヨタシステムズ

・日本アイ・ビー・エム
・ハーゲンダッツジャパン
・丸一鋼管
・三井倉庫ホールディングス

・三菱自動車工業
・ゆうちょ銀行
・雪印メグミルク
・気象庁

・兵庫県
・神戸市
・大阪府教育委員会
・和歌山県教育委員会

理学部の主な就職先
・旭化成ホームズ
・江崎グリコ
・NTTドコモ
・大林組

・オービック
・沖電気工業
・関西電力
・キヤノン

・神戸製鋼所
・SCREENホールディングス
・スズキ
・積水ハウス

・全日本空輸
・ダイハツ工業
・デンソー
・トヨタ紡織

・日立システムズ
・三井 E＆S造船
・三菱電機
・大阪市

工学部の主な就職先 ・オカムラ
・クリニコ
・住友電気工業
・大和ハウス工業
・タカラスタンダード

・武田薬品工業
・タマノイ酢
・日本食品分析センター
・日本放送協会
・パナソニック

・ベネッセスタイルケア
・マルハニチロ
・三井食品
・美津濃
・森永乳業

・ユニ・チャーム
・LIXIL
・大阪府
・東京都
・大阪市

生活科学部の主な就職先

・NTTファシリティーズ
・オイシス
・大阪市高速電気軌道
・鹿島建設
・錦秀会

・住友林業
・積水ハウス
・大和ハウス工業
・竹中工務店
・チェリオコーポレーション

・西日本旅客鉄道
・日本食品検査
・パナソニック
・ピアス
・富士レビオ

・三井ホーム
・名阪食品
・大阪府
・兵庫県
・堺市

生活科学研究科の主な就職先

・鹿島建設
・川崎重工業
・関西電力
・京セラ

・クボタ
・住友ゴム工業
・住友電気工業
・ソニー

・ダイキン工業
・ダイフク
・帝人
・デンソー

・東洋紡
・トヨタ自動車
・パナソニック
・日立製作所

・日立造船
・富士通
・本田技研工業
・村田製作所

工学研究科の主な就職先
・旭化成
・永大産業
・大阪ガス
・カネカ

・京セラ
・原子力発電環境整備機構
・住友精化
・大日精化工業

・西日本電信電話
・日東電工
・日本ペイントホールディングス
・日本触媒

・日本新薬
・日本曹達
・日本電産
・日本ヒューレット・パッカード

・浜松ホトニクス
・堀場製作所
・三菱ガス化学
・モリタホールディングス

理学研究科の主な就職先

医学部医学科 工学部 生活科学部

医学部看護学科

看護師

本学附属病院

他病院

進学

大学院修士

助産師学校

12

25

7

5

3

5

57

保健師

その他

計

本学附属病院

他大学附属病院

他病院

進学

その他

計

30

3

55

0

3

91

看護師国家試験 94.7%

保健師国家試験 100%
（2019年度卒業生実績）

進路状況 After Graduation

医師国家試験
（91名中89名合格） 97.8%

（2019年度卒業生実績）

※医学科卒業生の多くは臨床研修医として、
臨床研修指定病院（本学附属病院含む）で2年間研修を行う。

数学科 生物学科

製造業
（25.0％）

情報通信業
（12.5％）

卸売業、
小売業
（25.0％）

生活関連
サービス業、
娯楽業
（12.5％）

地球学科

運輸業、
郵便業
（10.0％）

金融業、
保険業
（10.0％）

公務
（10.0％）

物理学科

製造業
（25.0％）

情報通信業
（12.5％）

サービス業
（12.5％）

化学科

製造業
（36.4％）

教育、
学習支援業
（27.3％）

サービス業
（18.2％）

就職者 6人
進学者 12人
その他 3人

就職者 8人
進学者 32人
その他 0人

就職者 14人
進学者 34人
その他 3人

就職者 6人
進学者 30人
その他 1人

就職者 5人
進学者 53人
その他 1人

就職者 26人
進学者 10人
その他 2人

就職者 32人
進学者 8人
その他 2人

就職者 37人
進学者 6人
その他 3人

就職者 13人
進学者 13人
その他 3人

就職者 11人
進学者 28人
その他 1人

就職者 22人
進学者 37人
その他 0人

就職者 8人
進学者 29人
その他 2人

就職者 10人
進学者 6人
その他 0人

就職者 11人
進学者 38人
その他 0人

電気情報
工学科

（情報工学科）

製造業
（36.4％）

情報
通信業
（45.5％）

電子・物理
工学科

製造業
（33.3％）

機械工学科
製造業
（64.3％）

情報通信業
（14.3％） 化学バイオ

工学科

製造業
（40.0％）

建築学科
建設業
（61.5％）

不動産業、
物品賃貸業
（23.1％）

製造業
（7.7％）

都市学科

製造業
（4.5％）

電気・ガス・
熱供給・水道業
（4.5％）
不動産業、
物品賃貸業
（9.1％）
学術研究、
専門・技術
サービス業
（9.1％）

建設業
（18.2％）

公務
（50％）

理学部 計

運輸業、郵便業
（2.3％）
卸売業、小売業
（7.0％）
金融業、保険業
（2.3％）学術研究、

専門・技術サービス業
（7.0％）

教育、
学習支援業
（16.3％）

生活関連
サービス業、娯楽業
（2.3％）

建設業
（2.3％）

製造業
（23.3％）

情報通信業
（9.3％）

サービス業
（11.6％）

公務
（16.3％）

教育、
学習支援業
（66.7％）

サービス業
（16.7％）

公務
（16.7％）

卸売業、小売業
（12.5％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（12.5％） 

公務
（25.0％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（9.1％） 

公務
（9.1％）

公務
（25.0％）

建設業
（10.0％）

製造業
（20.0％）

情報通信業
（20.0％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（10.0％） 

サービス業
（10.0％）

工学部 計

建設業
（19.7％）

製造業
（26.8％）

情報
通信業
（14.1％）

不動産業、
物品賃貸業
（7.0％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（5.6％）

教育、
学習支援業
（1.4％）

公務
（16.9％）

電気・ガス・
熱供給・水道業
（2.8％）

運輸業、郵便業
（1.4％）

サービス業
（4.2％）

電気・ガス・
熱供給・水道業
（7.1％）

運輸業、
郵便業
（7.1％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（7.1％） 

情報通信業
（50.0％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（16.7％） 

サービス業
（9.1％）教育、

学習支援業
（9.1％）

建設業
（40.0％）

サービス業
（20.0％）

公務
（7.7％）

サービス業
（4.5％）

生活科学部 計

建設業
（11.6％）

漁業
（1.1％）

製造業
（23.2％）

運輸業、
郵便業
（1.1％）

卸売業、
小売業
（12.6％）

金融業、
保険業
（5.3％）

不動産業、
物品賃貸業
（8.4％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（3.2％）

宿泊業、
飲食サービス業
（1.1％）

医療、福祉
（9.5％）

教育、
学習支援業
（1.1％）

サービス業
（4.2％） 公務

（8.4％）

情報
通信業
（9.5％）

食品栄養
科学科

製造業
（38.5％）

卸売業、
小売業
（23.1％）

金融業、保険業
（7.7％）

不動産業、
物品賃貸業
（3.8％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（7.7％）

宿泊業、
飲食
サービス業
（3.8％）

医療、福祉
（3.8％）

漁業（3.8％）

情報通信業
（7.7％）

居住環境
学科

建設業
（31.3％）

製造業
（31.3％）

卸売業、
小売業
（3.1％）

金融業、
保険業
（3.1％）

不動産業、
物品賃貸業
（15.6％）

サービス業
（12.5％）

情報通信業
（3.1％）

人間福祉
学科

建設業
（2.7％）

製造業
（5.4％）

運輸業、郵便業
（2.7％）

金融業、
保険業
（5.4％）

不動産業、
物品賃貸業
（5.4％）

医療、福祉
（21.6％）

公務
（21.6％） 情報通信業

（16.2％）

教育、
学習支援業
（2.7％）

学術研究、
専門・技術
サービス業
（2.7％）

卸売業、小売業
（13.5％）

7372 OSAKA CITY UNIVERSITY OSAKA CITY UNIVERSITY



全学共通教育棟は、知の高度化、情報化に対応した全学共通教育が展開
できるよう、マルチメディアを利用した教育設備を備えた施設です。また、自
習や学生同士でのグループディスカッション用に自習室・交流談話室を設
け、学生にとって快適な教育環境を整えています。具体的には、少人数体
制の授業から300人程度の学生が受けることのできる授業まで、幅広くさ
まざまな授業形態に応じた大・中・小講義室が設置されています。

語学教育を目的とした教室で、全学共通教育棟の
4階に5室設置されています。CALLシステムやAV
機器を取りそろえ、学習者用パソコンと教師用パ
ソコンをネットワークで接続し、インターネットを
利用した語学の授業などが行われています。

外国語特別演習室

基礎教育実験棟では、主として理科系基礎教育科目の実験を提供してい
ます。また、文系学生のための実験科目「体験で知る科学と技術」も開講し
ています。

1階、2階、5階に大小合わせて約20の物理学実
験室があります。光を扱うための暗室実験室や混
信を防ぐための特別な電磁波シールド室なども備
えています。各実験室には実験テーマごとにさまざ
まな実験装置が配置され、実験テーマは実験棟
屋上で行う光速の測定など20以上あります。力
学・熱力学・光学・電磁気学、さらには、物性・波
動・エレクトロニクス・原子物理学といった幅広い分野の実験ができます。実験は2人
1組で行い、実験を通して基礎的な物理現象とその法則性について理解を深めます。

物理学大実験室

地球学実験室

化石・鉱物・岩石などの鑑定や分析、大型水槽実
験での地層のでき方、水の地球化学分析、パソコン
によるデジタル地形と3次元可視化、地形の立体
視と活断層の認定などといった幅広い分野の実
験ができます。実験は主にグループで行い、実験を
通して基礎的な地質現象とその法則性について
理解を深めます。

分類学・分子生物学・発生学・生態学・生理学など
多岐にわたり、生命と自然を基礎から学ぶ実験・
実習を行います。基本的な生命現象を観察し、結
果を考察することにより生命科学の基礎を身に付
けます。インキュベーター、マイクロピペット、マイク
ロメーター、1人1台の生物顕微鏡と実体顕微鏡
などの操作も習得します。 生物学大実験室

「一人ひとりに安全を 一人ひとりの安全が
みんなの安全に」を合い言葉に、2つの大
実験室（実験台数92台、66台）で学生は1
人1台の実験台を使用し、陽イオンの定性
分析や合成実験などを行い、化学実験の
基礎を習得します。実験の初めに安全教育
を実施したり、有害化学物質の取り扱いをドラフトチャンバー（局所排気装置）内で行
うことで、実験中の安全を確保しています。紫外可視分光光度計や赤外分光光度計な
どの分光装置が配置された測定実験室では、光（電磁波）を利用してミクロな分子の
構造を調べる先端測定技術の基礎を学ぶこともできます。

化学大実験室

1号館
商学部棟
経済学部棟
法学部棟
文学部棟
経済研究所棟
・人権問題研究センター
・創造都市研究科
・都市経営研究科
都市研究プラザ
・証券研究センター
田中記念館
保健管理センター
河海工学実験場
学術情報総合センター
理学部棟
・数学研究所
・南部陽一郎物理学研究所
工学部棟
生活科学部棟
工作技術センター
生活科学部棟別館
・心理臨床室
2号館
・都市健康・スポーツ研究センター
・複合先端研究機構

1
2
3
4
5
6

7

8
9
10
11
12

  全学共通教育棟
  OCUラーニングセンター
  （教育開発支援室）
・Global Village
4号館
基礎教育実験棟
第1学生ホール
第2学生ホール
第3学生ホール
スポーツハウス
ゲストハウス
インキュベータ
高原記念館
・地域連携センター
学生サポートセンター
共通研究棟
人工光合成研究センター
理系共通実験棟
本部棟
戦没学友の碑
五代友厚像
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17

18-1
18-2

19
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24
25
26
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正門

JR阪和線

至天王寺駅

至堺市駅

杉本門
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東口
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南部ストリート
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JR阪和線
杉本町駅

理工地区

本館地区

旧教養地区

グラウンド

和弓場
洋弓場

陸上競技場

スタンド

保育園／納品検収センター

第1体育館

イチダイ花壇

テニスコート

第2体育館

新武道場

厩舎

プール

OSAKA  CITY UNIVERSITY

Campus
Map

全学共通教育棟

都市型総合大学の教育拠点

基礎教育実験棟

感性を拓く
精選された149の実験テーマ

3次元の立体図形を正しく2次元の図に描き表すための技術を学ぶため、製図道具
を用いて手描きで作図する図形科学教育を行うことを目的とした演習室です。建築
や都市に関する製図を行う授業なども行われています。

図形科学演習室

物理学実験室

生物学実験室

化学実験室

地球学実験室
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広大な敷地に7つの学部と大学院が集まる活気あふれるキャンパス。

大学図書館などの機能を担う学術情報総合センターをはじめ、人工光合成研究センターなどの

多彩な研究施設や設備を完備。高度で豊かな学びの機会を提供します。

杉本キャンパス
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● 情報教育PCルーム 100台
● 情報教育実習室5A、9B、9D 各50台
 情報教育実習室9C 90台
● ラーニングコモンズ 貸出ノートPC20台

PC設置状況

都市健康･スポーツ研究センター

都市に住まう人々が、健康的でより活動的なライフス
タイルの確立と向上を目指すための基礎的研究と応
用的研究を行っています。また、全学共通教育として
講義とスポーツ実習を提供するとともに、さまざまな
健康・スポーツ関連事業への支援、産学共同事業な
どの社会（地域）貢献にも取り組んでいます。

都市研究プラザ

本学の都市研究の伝統を受け継ぎ、都市の再生と先
端的都市論の構築を目指して活動しています。所属す
る研究者は大学と都市の現場を行き来し、研究やま
ちづくりに取り組んでいます。また、国内3か所、海外7
か所の拠点をベースに学際的共同研究、地域貢献、
国際交流を推進するとともに、豊富な研究資料をそろ
えた「都市文庫」の整備、若手人材育成、国際学術雑
誌の発行も手がけています。

人権問題研究センター

1973年に設立した、日本の大学では初めての人権問
題研究機関です。女性差別や部落差別、民族差別を
はじめとするさまざまな人権問題について研究してお
り、「ジェンダーと現代社会」や「現代の部落問題」、
「地球市民と人権」などの科目を全学共通教育に提供。
センター内には人権に関する図書室もあります。

英語教育開発センター

全学共通教育における英語教育を統括し、学生に求められる英語運用能力を育むため、カリキュラムの作成・改善
を行っています。また、自主的に学びたい学生をサポートするために、OCUラーニングセンターで英語学修支援を提
供するほか、「English Café」（自習室）をGlobal Village内に開設し、「English Café Talk」などさまざまなイベン
トを実施しています。

大学教育研究センター

大学や大学院の教育に関する研究・調査を行うと
ともに、本学の教育改善に関する活動を支援して
います。具体的には①大学教育の研究、調査、企画、
提案及び提言（調査研究部門）、②大学教育に係る
点検、評価及び改善（評価部門）、③教育方法の開発、
教育・学修支援、全学FDの推進支援、各部局等の
FD支援（教学・FD部門）の3部門による活動を
行っています。

最先端の光合成研究成果をもとに、次世代型クリーンエネルギーの
開発を目指し、技術開発と実用化を加速するための施設として、人
工光合成研究センターをオープンしました。当センターでは、産学官
連携による企業と大学との共同研究を推進しており、持続可能なエ
ネルギー循環型社会構築のための研究開発に取り組んでいます。ま
た2016年度より文部科学省「共同利用・共同研究拠点」の認定を
受け、国内外の研究者と共同で光合成・人工光合成研究を推進して
います。

都市大阪を基盤として、防災教育･防災研究を推進するため、2015年
3月に都市防災教育研究センターを開設しました。当センターでは、
2011年の東日本大震災後に始動した全学的な組織である都市防災
研究プロジェクトの成果を踏まえ、災害リスクの評価、災害対応力の向
上、社会実装に関する研究を推進するとともに、防災教育および防災
リーダーの育成も行います。国内外の防災関連機関と連携し、巨大複
合災害に向けて、最新の災害研究、情報技術、都市科学を踏まえた新
しいコミュニティ防災システムの確立を目指します。

● 文化交流センター
● 情報基盤センター
● 国際センター
● 地域連携センター
● 数学研究所
● 南部陽一郎物理学研究所
● URAセンター
● 証券研究センター
● 杉本地区RI施設
● 工作技術センター
● 大学史資料室

その他の研究施設

● 田中記念館

● 高原記念館

約250万冊の蔵書を有する国内最大規模の大学図書館、情報処理・ネットワークの中核を担う大学情報化の拠点、情報教育の場という３つの機能を統
合した大阪市立大学のシンボルともいえる施設です。充実した教育・研究環境を備えた創造空間として、また、学術･文化交流の情報発信拠点として、年
間約30万人に利用されています。阿倍野キャンパスには、学術情報総合センター医学分館があります。

豊富な蔵書、Webサービスなど
多彩なサービスで
勉強・研究をサポート
図書や雑誌、Web上で自由にアクセスでき
る電子資料だけでなく、レポート作成やプレ
ゼン練習などに活用できるグループ学習室
やラーニングコモンズなど、多様な学生ニー
ズに対応した施設も充実。
さまざまな情報や知識との出会い、人との
交流を通して、知の探求が深まります。

高度情報化時代に対応した
ネットワークシステム
キャンパスLANの拠点として高速のネット
ワークを整備。国内外への情報発信が容易
に行え、最先端の研究を支えています。また、
情報教育実習室や情報教育PCルームなど
には多数のPC設備やさまざまな分野のソフ
トウェアを設置。IT環境を充実させて、情報
リテラシー教育の実践に生かしています。

展示コーナー1F

● AV資料視聴ルーム：名作映画や音楽などを鑑賞できる
● 英語学習コーナー：英語をはじめ語学学習教材が充実
● 語学学習ルーム：ブース席で発音練習もできる

その他、学生生活を豊かにするさまざまな施設を完備

5F

屋上

展示コーナーでは、本学の
歴史に関する大学史資料
室の企画展示を中心に、本
学所蔵の貴重書などの特
色ある資料展示も行って
います。

学情庭園Asteria
（アステリア）

テーブル型の大きな花壇と
椅子があり、季節の緑と眺
望を楽しみながら読書や
歓談などしていただけます
（園内は無線LAN接続可
能です）。

人工光合成研究センター

次世代型の循環可能なエネルギーの実用化に向けて

学術情報総合センター

学術・文化交流の創造拠点

研究施設・附属施設

専門に特化した多彩な施設

都市防災教育研究センター

災害知の社会実装によるいのちを守る都市づくりを目指して
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学びから憩いまで多種多様な施設

Point1
Point2   

Point3   
ラーニングコモンズ

メインカウンター

7776 OSAKA CITY UNIVERSITY OSAKA CITY UNIVERSITY



医学･医療･看護学関係の資料を中心に、約18万冊の図書･雑誌･視聴覚
教材を利用できます。静かな閲覧席・閲覧個室に加え、ディスカッションや
グループ学習に利用できるスペース、「i-コモ（ラーニングコモンズ）」を設け
ています。また、多様な電子情報の閲覧や国試対策の学習にも使えるパソ
コン、インターネット環境も整っています。

医学部シンボルマーク

各種シミュレーション器材をそろえた、医療現場等で役立つさまざま
な技術をトレーニングすることができる施設です。

その他の施設

梅田サテライト キャンパス

あべのハルカスやグランフロント大阪など話題のエリアに、多彩な施設を展開。遺伝子学や健康科学などの各種教育研究機関や
サテライトキャンパスを整備しています。学生だけでなく広く一般にも開放している施設があります。

〒530-0001　
大阪市北区梅田1-2-2-600
（大阪駅前第2ビル6階）

阪神百貨店

大阪駅前第2ビル
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■ JR東西線「北新地」駅下車、
 徒歩約3分
■ JR「大阪」駅下車、徒歩約10分
■ Osaka Metro四つ橋線「西梅田」駅下車、
 徒歩約5分
■ Osaka Metro御堂筋線「梅田」駅下車、
 徒歩約10分

1 2

地域医療における中核的かつ高度な総合医療機関としての役
割を果たし、患者さんの医療ニーズに応えるため、先端的な医
療設備･機器の充実に努めています。厚生労働省、大阪府・大阪
市等からの各種指定・認定に基づき、高度な医療の提供に努め
ています。また、2018年4月には厚生労働省からがんゲノム医
療連携病院の指定を受け、ゲノム医療センターを新たに設置す
るなど、最先端の医療にも積極的に取り組んでいます。

OSAKA  CITY UNIVERSITY
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医学部附属病院
医学部学舎

医学部南館

医学部看護学科学舎

あべのメディックス

1 2

医学部附属病院
〒576-0004
大阪府交野市私市2000

■ 京阪交野線「私市（きさいち）」駅下車、徒歩約6分
■ JR学研都市線「河内磐船」駅下車、徒歩約20分

1950年に設立され、さまざまな植物を遺伝子資源として収集･育成し、展示･公開しています。
ここには、日本の代表的な森林が樹林型として復元されています。植物園は、教育と研究に
幅広く活用されるとともに、自然学習や生涯学習の拠点にもなっています。市民講座や公開
研究会も行っています。また、近年では絶滅危惧植物の収集・育成にも力を入れており、その
実績が認められ、2018年12月には植物園では全国初となる認定希少種保全植物園の認
定を環境省より受けました。今後は地域の方 と々の連携を一層強化しつつ、さらに域外保全
の取り組みを進めます。

理学部附属植物園

〒545-6090　
大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43 あべのハルカス21階
■ JR・Osaka Metro「天王寺」駅、近鉄南大阪線「大阪阿部野橋」駅すぐ

2014年4月に、公立大学法人として全国で初めて健診事業を行う施設を「あべのハルカス」
21階に開設しました。高い専門性を生かして疾病の早期発見・早期治療の実践に取り組みます。
また同時に、蓄積した健診データ等を基に新たな診断方法や治療法を研究開発することで、
予防医療の推進に寄与することを目指しています。

医学部附属病院先端予防医療部附属クリニック

MedCity21

〒530-0011　
大阪市北区大深町3-1
グランフロント大阪北館タワーC 9階

■ JR「大阪」駅下車、徒歩約7分
■ Osaka Metro御堂筋線「梅田」駅下車、徒歩約10分
■ 阪急「大阪梅田」駅下車、徒歩約10分

2013年7月に、グランフロント大阪「ナレッジキャピタル」内に健康科学の研究拠点として開
設されました。「みんなで“拓く”健康科学イノベーションの“ベースキャンプ”」をスローガンに、
産･学･官･医･消費者が一緒に連携できる健康科学推進拠点を創ることを目標にしています。

健康科学イノベーションセンター（CHSI）

学術情報総合センター医学分館 スキルスシミュレーションセンター（SSC）
あべのメディックス８･９階 あべのメディックス８階

JR・Osaka Metro「天王寺」駅・近鉄「大阪阿部野橋」駅から徒歩約10分の好立地に位置する、

医学・医療・看護学に特化した阿倍野キャンパス。

附属病院も隣接しており、地域医療の中核的かつ高度な

総合医療機関としての役割も果たしています。

阿倍野キャンパス
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新大阪

京橋

鶴橋なんば

天王寺

なかもず

あびこ杉本町

阪急神戸線

ユニバーサル・
スタジオ・ジャパン® 

海遊館 京セラドーム大阪

通天閣

道頓堀

大阪城

大阪城ホール

中央公会堂中央公会堂

グランフロント大阪

造幣局

四天王寺

あべのハルカス

住吉大社
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過去の入試問題は閲覧できますか？ 学部一般選抜の過去の入試問題の閲覧は行っておりません。学部の特別選抜と大学院選抜については学
生サポートセンター各学部教務担当で閲覧・コピーが可能です。各学部教務担当へお問い合わせください。

学部一般選抜、学部私費外国人留学生選抜の
願書等の配付は行っていますか？

紙媒体での「学生募集要項」の配付は行っておりませんので、大阪市立大学Webサイトに掲載されて
いるものを必要に応じて印刷する等してご利用ください。

2020年度時点のものであり、次年度以降変更の可能性がありますので募集要項にてご確認ください。
なお、在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定後の授業料が適用されます。

※「大阪市民およびその子」の対象者は次のとおりです。
1.入学者本人が入学日の1年以上前から引き続き大阪市内に住所を有する者。
2.上記1に該当しないが、入学者本人と同一戸籍にある父または母が入学日
の1年以上前から引き続き大阪市内に住所を有する者。

選抜形態

一般選抜

専門学科・総合学科卒業生選抜

学校推薦型選抜

総合型選抜

社会人選抜

帰国生徒選抜

第3年次編入学

学部私費外国人留学生選抜

全学部

商学部

商学部・理学部・工学部・医学部・生活科学部

文学部・生活科学部（国際バカロレア選抜）

医学部医学科

経済学部

文学部

法学部・文学部・理学部（化学科）

医学部を除く全学部

実施学部 各種募集要項配付時期（予定）

2020年7月（選抜要項）※

2020年7月

2020年7月

2020年6月

2020年7月

2020年7月

2020年6月

2020年7月（理学部 2020年4月）

2020年6月（選抜要項）※

資料請求方法 

学部一般選抜および学部私費外
国人留学生選抜については、イン
ターネットでの出願となります。
両試験の学生募集要項はWebサ
イトに掲載予定です（紙媒体での
配付は行っておりません）。

郵便で本学に請求する場合
● 封筒の表に赤色で『○○学部（または研究科）△△選抜学生募集要項請求』と記入し、裏には、差出人の郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入
● 封筒の表に赤色で「ゆうメール」と記入し、310円分の切手を貼り、受取人の郵便番号・住所・氏名を明記した返信用封筒（角形2号/24.0㎝×33.2㎝）を同封
 ※郵便料金が改定された場合は、改定後の料金（ゆうメール料金500g以内）分の切手を貼付してください。
● 請求先　〒558-8585 大阪市住吉区杉本3-3-138　大阪市立大学大学運営部入試課

大学のWebサイト（https://www.osaka-cu.ac.jp/ja）から直接、テレメールまたは大学情報センター「モバっちょ」による請求ができます。
詳しくは本学のWebサイトをご覧ください。

大学のWebサイトから請求する場合1

各種募集要項の請求方法

2021年度学部選抜

入試情報
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■ 杉本キャンパス
〒558-8585　
大阪市住吉区杉本3-3-138
JR阪和線「杉本町（大阪市立大学
前）」駅下車、東口からすぐ
Osaka Metro御堂筋線「あびこ」駅
下車、4号出口より南西ヘ徒歩約15分

阿倍野キャンパス

あべのメディックス あべのルシアス

あべのキューズモール
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■ 阿倍野キャンパス
〒545-8585　
大阪市阿倍野区旭町1-4-3
JR・Osaka Metro「天王寺」
駅、近鉄南大阪線「大阪阿部
野橋」駅より西ヘ徒歩約10分

Admission InformationアクセスマップAccess Map

■

■

■

2

テレメールカスタマーセンター
電話：050-8601-0102
（9：30～18：00）

大学情報センター株式会社 
モバっちょカスタマーセンター
電話：050-3540-5005
（平日10：00～18：00）

※受付開始時期、送料等については、業者や請求方法により異なる場合がありますので、詳細は各Webサイトをご覧ください。なお、資料請求の種類によっては、対応していない場合もありますので、ご注意ください。※受付開始時期、送料等については、業者や請求方法により異なる場合がありますので、詳細は各Webサイトをご覧ください。なお、資料請求の種類によっては、対応していない場合もありますので、ご注意ください。

社会のさまざまな重要なシーンで活躍する、大阪市立大学の卒業生。
その存在は本学の大きな強みであり、誇りです。
本ビジュアルには、学生の皆さんが愛校心を持ち、

諸先輩方を目指してほしいという思いが込められています。

※選抜要項とは、入学試験に関する基本的な事項(試験日程、募集人員、入試科目など)が記載された冊子であり、募集要項（願書）ではありません。

● 学部一般選抜：
 2020年11月頃予定

なお、インターネットでの出願とな
りますが、出願書類等の郵送は必
要となりますので、ご注意ください。

● 学部私費外国人留学生選抜：
 2020年10月頃予定

入学検定料・入学料・授業料

選抜に関するよくあるご質問

2020年、大阪市立大学は創立140周年を迎えました。

Q.1

Q.2

A.1

A.2

区分 入学検定料 授業料入学料
その他の者

学部
大学院（法科大学院を除く）
法科大学院

30,000円 １年
535,800円

222,000円

免除

382,000円

大阪市民およびその子※
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140周年サイト https://140th.osaka-cu.ac.jp
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